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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私がこの研究を始めるきっかけとなったものの一つに、ある友人の存在がある。

　彼は、自分に食えないものはないのだと語った。獣けものも草も人も精せい霊れいもすべて等ひとしく自みずからの食しよく糧りようであると。

　ひどい雑食である。しかしその言葉によって、ただずっと特別な存在だと思ってきたあの姿が定まらない者達と同じ被食者となりえる可能性について考えることができた。

　結局のところ、そこに隔へだたりなどないのだ。

　存在するのは強者と弱者だけ。

　姿形や持っている能力に意味などない。

　我われ々われは等しく、この美しい大地に生きる生命であるのだと。





【トワニィ＝アインハウズ著『精霊語論考』より抜ばつ粋すい】
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「こういう都会にずっと住んでいたら、息が詰まってしまうでしょう？　だからもう、本当に行ってよかったわ。心が洗われたようよ。見るものすべてが美しいの。夫なんて本当に元気になってしまって、ふふ。あっちも大変だったのだから。皆様にも、少し王都を離れて過ごしてみることをお勧すすめするわ。ええ。リナレーア様なんていかが？　昨年嫁とついでいらしてから、一度も王都を出てらっしゃらないのでしょう？」

　その日の公こう爵しやく夫妻のお茶会の主題は、先日夫妻が過ごした休日バカンスについてであった。

　招かれているのは新婚と呼べる年若い貴族の夫婦達で、老年に差しかかった公爵夫妻は、こうして若い男女に夫婦生活を長続きさせるコツや男女のなんたるかを伝授するのが趣味であるようだった。

　妻達はテーブルを囲んで夫人の言葉に相あい槌づちを打ち、夫達は少し離れたソファに座り公爵が買ってきたワインの味の感想を口にしている。酒と甘い菓か子しの香りは、開け放たれた窓から公爵家の見事な庭へと拡散していった。

「そうですね、シィナ様。けれどわたくしは生家が田舎いなかなものですから……。王都はきらきらとしていて息が詰まるというよりも胸がいっぱいになるばかりですわ」

　リナレーア＝レイデは左胸を押さえて微笑ほほえんだ。

　その様子は男性陣が思わず目め尻じりを下げてしまうほど可か愛わいらしく控ひかえめであった。夫達のそんな様子に妻達が怒りを露あらわにしないのは、自分達もまたレイデ伯はく爵しやくが立ち上がったり調度品を褒ほめたりするたびにうっとりとしているからだ。

「あら、でもリナレーア様。環境の変化というのは夫婦生活においてとても重要なものなのですよ」

　白くなった髪を上品に結ゆい上げたシィナ夫人が指先を立てて忠告する。

「まぁまぁ、シィナ。レイデ伯爵はずいぶんとご多忙のようだ。まとまった休みを取るのは難しいのではないかな」

　口ひげの豊かなバーナー公爵が、妻の背後に回りその肩に手を置いた。

　公おおやけの場ではこうして仲なか睦むつまじい様子を見せる公爵夫妻であるが、その屋敷の中からは二人の怒ど鳴なり合う声が度たび々たび聞こえてくるのだといつかのパーティで誰だれかが言っていた。

　つまり、秘密を持つ夫婦というのは決して少なくないのだ。

「ずいぶんと陛へい下かにも気に入られていらっしゃると聞く。差し支つかえなければ、今はどんなお仕事を？」

　バーナー公爵が話を向けたので、テーブルを囲む貴婦人達は遠えん慮りよなく窓まど際ぎわに立ってグラスを傾けていたレイデ伯爵を見つめることができた。

　振り向くとすぐ夫と目が合ったので、リナレーアはどきりとする。

　彼が立っているのはリナレーアのすぐ側そばだ。二、三歩下がれば手が届く位置。それはいつものことで、ザイラス＝レイデはこういう場では必要以上に妻から離れたりしない。彼が愛あい妻さい家かと呼ばれる理由の一つでもあった。

　灰色の髪はいつものように後ろに撫なでつけられていて、背筋はぴんと伸びている。切れ長の双そう眸ぼうはこちらを射い抜ぬくような魅み力りよくをたたえ、それでいて表情は優しい。

　ザイラスは一度リナレーアに微笑むと、バーナー公爵を見て答えた。

「陛下は異国の少数部族の言語体系について興味をお持ちのようで、今はそれについて研究をしております」

　声も甘いのだから、貴婦人達がとろけるような顔をするのも無理はないというものだ。

「ほう、異国というのは具体的に？」

「ロイド砂漠のピガルド族というのをご存ぞん知じですか？　彼らは過去や未来を語りません。語る言葉を持たないのです。音おん素そも少なく、性差や色などを表す言葉もありません」

「そんな人間がいるのですか？」

「それは……会話が大変そうですね」

「少なくとも我々のように豊かな生活を築くのは難しいでしょう」

　若い貴族達の笑いを含んだ言葉に、ザイラスは眉まゆを上げた。

　反論するかと思ったが、彼は何も言わなかった。ただ黙だまって目を瞑つぶる。

「そうでしょうか？」

　気がつけば、リナレーアは声を出していた。

「私には豊かな精神を持った方々のように聞こえます。過去や未来ではなくただ現い在まを見み据すえ、物事の外見に惑まどわされずに誇ほこり高く生きている。素す敵てきな方々ではないですか？」

　そうして、にっこりと微笑むのだ。すると男達は一瞬惚ほうけたような顔をしたが、すぐに「さすがリナレーア様」「おっしゃる通りだ」と同意した。

　ザイラスはというと、少し驚いたように目を丸くして妻を見ている。

　彼女は余計なことを言ったかもしれないと思った。本当は、ピガルド族という少数部族など存在しないのかもしれない。

　夫が度々王の呼び出しを受けているのは、その言語学者としての仕事ではない、公にはされていないもう一つの仕事のせいだ。王が異国の少数部族に興味を持っているのはもちろん噓うそだし、ピガルド族に関する話も作り話である可能性はある。

　しかし彼が、紳しん士しでない時の悪いた戯ずらっぽい笑顔を見せたのでリナレーアはほっとした。

「学問というのは、とかく難しいものですな。一いち概がいにこうと言えるものなど存在しない」

　少し白しらけかけた場の空気をとりなしたのは、話題の発ほつ端たんとなったバーナー公爵だった。

「しかしこうしていろいろな人間の意見を聞くというのは、学問に限らず有意なものだと言えるでしょう。柔じゆう軟なんさはあなた方若い人の美び徳とくだ」

「おっしゃる通りです、公爵閣かつ下か」

　ザイラスはワイングラスを手近にあったテーブルに置くと、リナレーアの側に来て指の背で妻の頰ほおを撫でた。

　それはさりげない仕草ではあったが愛情に溢あふれていて、側にいた貴婦人達の頰を赤くさせた。もちろん、リナレーアの心臓が早はや鐘がねを打っているのは言うまでもない。

「シィナ夫人の助言を受けて、少しゆっくりするのもいいかもしれませんね。休みを取って、旅行に行くのも悪くない」

　リナレーアは驚いた。

「まぁ。本当ですか？　あなた」

　ザイラスは頷うなずく。

「君が望むのならね、リナ。ここらあたりで、私が君のためにすべてを投げ出せるということを証明するのも悪くない」

　レイデ伯爵の甘すぎるこの発言は、後日尾ひれ付きで社交界に広まったのだった。
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　数日前のあの茶会でシィナ夫人の言ったことは、あながち間違いではなかったとリナレーアは思った。

　なにせ自分達夫婦の仲は、ある変化によってより深いものとなったのだから。

　仮面を取り、本当の自分をさらけ出した。二人きりの間は紳しん士しのレイデ伯はく爵しやくも淑しゆく女じよのレイデ夫人も必要ない。いるのはただ粗そ暴ぼうな市し井せい育ちのザイラス＝レイデと、冒険心旺おう盛せいで無茶ばかりするリナレーア＝レイデだけである。

　魔物使いとしての夫の側そばで『魔物解放団』に対たい峙じし事件を乗り越えるたびに、絆きずなは深くなった。

　この信頼は、本物だ。何よりも強固で、揺ゆるぎなく、確かなもの。

「本当に王都を離れてよかったの？」

　だから公爵夫妻の言うような休日バカンスなど特別必要ではなかったのだ。嬉うれしくないわけではないが、リナレーアは心配だった。

「マーティンを残してある。何かあればすぐ連絡があるはずだ」

　揺れる馬車の中で、ザイラスは妻の肩に頭を預けて目を瞑つぶっている。眠っているわけではないのはリナレーアの髪先を弄もてあそぶ指を見ればわかった。

　窓のカーテンを閉めているのは、少しでも夫を休めるためだ。今どこを走っているのかはわからないが、揺れが激しくなってからしばらく経たつ。街道からは離れた場所だろう。

　ザイラスは、この馬車に乗り込む直前まで何やら仕事をしているようだった。もちろん、ピガルド族の言語体系の研究ではなく『魔物解放団』に関する調査である。

『魔物解放団』はこれまでにない動きを見せている。

　王都の劇場で魔具を巡めぐる騒そう動どうがあったのはほんの一ひと月つき前のことだ。一時期睡眠を削けずるほど多忙であった夫は、最近ようやく毎晩妻と共に夕食を摂とり眠るくらいの時間は確保できるようになった。しかし団がいつ次の動きを見せるかわからない以上、おいそれと王都を離れるわけにはいかないはずなのだ。

「でも……」

「リィナ」

　唇くちびるに押し付けられた指先によって、リナレーアは言葉を押し込められた。いつの間にか肩にあった心地ここちよい重みが消えていて、目の前には夫の黒こく曜よう石せきの双そう眸ぼうがある。

　リナレーアは顔を赤くした。

　ザイラスはいつもこうやって、リナレーアの心臓の強度を試すようなことばかりするのだ。

「あの、あなた。わたくし……」

「あんたと二人きりでいられるんなら、俺は他の全部投げ出しても構かまわないんだが、あんたはそうじゃないのか？」

「……」

　確かに、王都にいれば二人きりになれる時間は少なくなる。ザイラスは仕事だし、屋敷にいてもほとんどの場合執しつ事じのマーティンか使用人のエイダが側にいる。

　今回の旅行にあたって、ザイラスはエイダに御ぎよ者しや台だいに座るよう命じて他に随ずい伴はん者しやをつけなかった。大人数で動くのが好きではないのだろう、とは思ったが、まさかそれが理由だったのだろうか。

「あの……わたくしも、こうしてあなたの側にいられて嬉しいわ」

　リナレーアはなんとかそう言葉を紡つむいだ。

　そうだ。もし本当にザイラスが無理をして今回の旅行を計画してくれたのであれば、自分もそれを楽しまなくては彼に失礼だろう。

　まだ、『魔物解放団』の真しんの目的は見えない。

　魔具の売買による利益獲かく得とくが目的ならば、市場となっていたあの劇場の地下が潰つぶされたのは彼らにとって痛手となったはずだ。

　ザイラス達は『魔物解放団』の一員であった座長マイルズから顧こ客きやく名簿を手に入れた。今や手がかりは少なくない。遠からず、彼らの本当の目的も黒幕も明らかになるだろう。

　ザイラスにとってこの休日バカンスは、その決戦を前にした骨休めとなるものなのかもしれない。であるなら自分にできることは、夫を休ませ十分に楽しませることだ。

　そうと決めると、リナレーアは意識して微笑ほほえみを浮かべ目の前の夫の顔に両手を添えた。

　ザイラスが驚いたように目を丸くする。彼女は構わず続けた。

「わかったわ、ザイラス。そういうことなら話は別です。わたくし達、この休日を最高のものにしましょうね」

「お……おう」

　彼はなぜ妻が急に乗り気になったのかわからない様子であったが、とりあえず頷うなずいた。

「わたくし、あなたとピクニックをしたいわ。それとそうね、お買い物をするの。実はね、わたくしコラムで稼かせいだお金を使っていないのよ。ぜひあなたに何か選ばせてくださいな。服がいいかしら？　それとも靴くつ？　身につけるものがいいわ。ずっとあなたの側にいられるように。海か湖があるなら釣つりもしてみたいわね。山の中なら木の実を探しましょう。食べられる木の実を知ってる？　コケモモに、ラズベリー……ああ、でもまだ生なっていないかしら。ねぇところで、わたくし達、どこに行くの？」

　両手を胸の前で合わせて想像をふくらませる妻を目を丸くして見ていたザイラスは、愛する彼女の最後の言葉で噴き出した。

「あんた、どうしてそれを最初に聞かないんだ」

「だって……」

　もっと気になることが他にあったからだ。

「ああいいさ、わかってる。本当に可か愛わいい女だな」

　ザイラスはリナレーアの頰ほおについばむような口づけをして窓の方に目を向けた。

「そろそろ景け色しきが変わってるんじゃねぇか」

　そう言って薄手のカーテンを開ける。

「……まぁ」

　リナレーアの目に飛び込んできたのは、青々とした新緑の渓けい谷こくだった。木々の間から覗のぞくむき出しの岩いわ肌はだが切り立った崖がけを作り、山やま裾すそを覆おおう緑はまるで絨じゆう毯たんのようだ。その絨毯を縫ぬうように走るのは河だろう。

　リナレーアは思わず夫の前に身を乗り出し、窓の外を覗き込んだ。

　少しひんやりとした風が前髪を揺らす。馬車が走っているのは、土や石がむき出しの山道だった。道理でがたがたとよく揺れたわけだ。

　よく見れば、渓谷の向こうに集落のようなものがあるとわかる。

「あれは？」

「ケイティング……渓谷の街だ。本当は、もっと暑くなってからくれば避ひ暑しよにぴったりなんだけどな」

「素す敵てきです」

　リナレーアは心から言った。

「ありがとう、ザイラス。わたくし、川遊びもしたかったの」

　生家の周りにはなだらかな丘が多く、こういった渓谷に踏ふみ入れるのは初めてのことだった。きっと森の様子も違うだろう。リナレーアは早く馬車を降りたくなった。

「エイダ、あとどれくらいで着くかしら？」

　彼女は御者台に座る使用人に聞いた。

　エイダに御者の代わりができたとは驚きだ。いや、レイデ家のあの使用人の少なさを考えれば当然のことだとも言える。御者の代わりなら、きっとマーティンだってこなせるのだろう。

「エイダ!?」

　ガタガタとうるさい車輪の音で聞こえなかっただろうか。リナレーアは再度使用人の名を呼んだが、やはりエイダは答えなかった。

「リィナ」

　ザイラスに促うながされ、頭を馬車の中に引っ込める。

「危ねぇぞ。特に山道は危険なんだ。エイダの注意を引いてやるな」

「あら、そうね」

　リナレーアは手で自分の口を塞ふさいだ。

「たぶん大丈夫だろうが、山さん賊ぞくが出てくる可能性だってある。いいか？　念のため言っておくがそんなことになってもあんたは馬車の中で大人おとなしく……」

　その時、最初に聞こえたのは馬の足並みが乱れる音だった。次いで「止まれ！」という男の声。リナレーアは反射的に自みずからのすぐ横の窓から外を覗き込もうとしたが、ザイラスにぐいと腕を引かれて止められてしまった。

「大人しく荷物を置いていけ！　そうすれば命までは取らねぇ！」

（まぁ。誰だれかしら）

　リナレーアは思った。

　既すでに馬車は止まっている。ザイラスは鋭するどい眼がん光こうで窓の外を睨にらみながら、リナレーアの腕をしっかりと摑つかんでいた。

「あの……あなた、離してください。馬車から出たりしないから」

「噓うそつけ」

　ザイラスは一いつ蹴しゆうした。

「噓ではないわ」

「信じられねぇな」

　リナレーアは唇を尖とがらせた。ザイラスがその唇に触れる。

「自覚しろよ、リナレーア＝レイデ。こういう時のあんたほど信用できない奴はいねぇ」

「……」

　もちろん、自覚はしている。

　決定的なその事実を知ったのはつい最近だ。

　つまり自分には、恐怖という感情が欠落しているということを、である。

　恐怖がないから警戒しない。警戒しないから好奇心に歯止めがきかない。ザイラスがそんな妻を心配するのは、当然と言うべきだった。

　けれどリナレーアはなおも反論しようとして、馬車の外からかけられた声に遮さえぎられた。

「おい、あんたら降りろ」

　夫と一度顔を見合わす。

　ザイラスは慎しん重ちように扉とびらを押し開け、リナレーアの手を引いたまま馬車の外に出た。

　そこには、エイダ以外に三人の男がいた。三人ともずだ袋に穴を開けただけのものを被っていて、手に持っている武器は棍こん棒ぼうとそれに農作業に使うような鋤すきと鍬くわだ。特徴的と言えるのは鳥の羽根や木の葉でできた腰こし蓑みのである。

「金目の物をもらう」

　一番背の高いずだ袋が言った。

　なんということだろう。これは話に聞く山賊というものではないだろうか。リナレーアの目が輝いたことに、ザイラスは気付いていた。妻が突とつ飛ぴな行動をしないよう繫つないでいた手をしっかりと握にぎり直す。何せ彼女には、物もの盗とりに普通に話しかけたという前科がある。油断はできない。

　一方、夫の懸け念ねんを知らないリナレーアは好奇心の赴おもむくままきょろきょろと周囲を見渡した。モーム男だん爵しやくに攫さらわれた時とはずいぶん様子が違う。あの時は、問答無用で馬車をひっくり返されたのだ。

　山賊達のむき出しの腕や体格を見るといずれも若そうだ。一人はザイラスに鍬を突き付け、一人は御者台の横でエイダに鋤を向けていた。先ほど『金目のものをもらう』と宣言した背の高いずだ袋は馬の側に立っている。恐おそらく彼が司令塔だろう。

　一人御者台に座るエイダには、少しも怖こわがっている様子がなかった。それどころか冷静な視線だけがこちらに向けられていて、まるでザイラスの指示を待っているかのようだ。

　いや、実際主人の指示を待っているのだろう。

　エイダは不思議な歌声を持つ魔物である。

　彼女が歌えば、この場にいる山賊達を手も使わずに気絶させることができる。必要なのは、主人であるザイラスの許可だけなのだ。

「遊びなら、ここでやめておけ」

　ザイラスが低い声で言った。彼に突き付けられている鍬には乾いた土がついていた。

　背の高いずだ袋が持っている武器だけが農作業の道具ではなかった。木でできた長い棒で、先端にきらきらとしたものが埋まっている。宝石だろうか。彼はその棒を馬の影の上に立てていた。

「後悔するぞ」

「下へ手たな抵抗して後悔するのはそっちだぜ。おいオーズ、まず男の両手を縛しばれ」

　背の高いずだ袋の命令で、オーズと呼ばれたずだ袋がリナレーアの手を引くザイラスに近づいた。

「おい」

　しかしオーズは、地面の底から響くような低い声にびくりと手を止める。

「俺の女に触ったらくびり殺すぞ」

　いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐってきた魔物使いの射殺すような視線に、オーズは完全に足を竦すくませた。しかし明確な殺意を含んだ囁ささやくようなその台詞せりふは、少し離れた場所に立つ背の高いずだ袋には届かなかったらしい。

「おい、何やってんだ。早くしろ！」

　そう怒ど鳴なってオーズをせっつく。オーズは助けを求めるように背の高いずだ袋を振り向いた。彼は直感的に、手を出してはならない相手だとわかったようだ。けれど間近で殺意を感じたわけではない仲間には理解してもらえない。

「もういい、俺がやる！」

　背の高いずだ袋がこちらにやってこようとした。なぜか棍棒は地面に刺したままだ。同時に夫が女魔物に視線を送ったのに気付いたので、リナレーアは慌あわてて夫の手を引いた。

「待ってあなた」

　持っているものを渡せば命までは取らないと言っているのだから、渡せばよいのではとリナレーアは思ったのだ。誰も痛い思いをしないのが一番いい。馬車の上に紐ひもでくくりつけられているのは夫妻の衣服と装飾品、それにいくつかの食器である。売ればそれなりにまとまった金になるだろう。

　ザイラスは、妻がそう言い出すのを予想していたようだった。

「リィナ。こういう奴らはほっとくとつけ上がる」

　彼は冷静に言った。

「でも……」

「俺達がここで黙だまって持っているものを渡せば、次にここを通った人間も狙ねらわれるんだ」

「……」

　夫が言うことはもっともだった。自分達だけで、山賊達が満足してくれるとは限らない。

「あの、あなた。わたくし達が黙って荷物を渡したら、他の方は襲おそわないと約束していただけますか？」

　ならば約束をしてもらえばいいのだ。リナレーアはオーズを押しのけて拘こう束そく用の紐を取り出していた背の高いずだ袋に言った。

「約束していただけるなら、荷物をお渡しします」

「はぁ？　何言ってるんだあんた」

　ずだ袋の上からでも、山賊が戸と惑まどっているのがわかった。

　リナレーアはにっこりと微笑む。

「何か事情があるのでしょう？　わたくし達の荷物は持って行ってくださって結構です。銀食器もありますし……まとまったお金になると思いますわ。ですからどうか、こういったことは最後になさって？」

「……最後だとう？」

「おい、どうする？」

　二人のずだ袋が顔を見合わせた。

「銀食器だってよ。銀がありゃあお前……」

「でもなぁせっかく……」

　こそこそとずた袋が顔を付き合わせて相談する様子は、見ていて少し微笑ましかった。エイダに鋤を突き付けているずだ袋だけが、会話に加われずにきょろきょろと顔を動かしている。

「まぁ別に、ここでまとまった金が手に入りゃあ……」

「そうだよな」

　山賊達が穏おだやかな結論に達しようとしたその時である。

　前触れもなく馬が嘶いななき棹さお立だちになると、「うおあ！」とずだ袋が叫んだ。同時に地面に刺さっていた棍棒がぱたりと横に倒れる。エイダが手た綱づなを引いて、馬を落ち着かせた。

「おい、あれはなんだ」

　ザイラスが聞いた。

　リナレーアは、夫がなんのことを言っているのかわからなかった。

「ちょっと見せてみろ。それ……」

「こらぁ！　お前らぁ！」

　ザイラスがエイダの方へ行こうと足を動かした時、溪谷を震ふるわせるような怒ど号ごうがその場に響いた。

　リナレーアはびくりと耳を動かし、顔を上げた。岩肌の上の木の間に一人の男が立っているのが見える。

　木々を震わせた大声からは予想できないような細身の男だった。背もそう高くなく、けれど服装はきっちりとしている。丸く分厚い眼鏡めがねが小さな鼻の上にちょこんと乗っかっていた。

「ニッチ、オーズ、ドナだろ！　ふざけたことしてんじゃねぇ！　母ちゃんに言うぞ！」

「やべ、先生！」

「おい行くぞ！」

　とたん、山賊達はその場から逃げ出した。地面に倒れている棍棒を回収するのは忘れず、道を外れて岩肌が立ちはだかるのとは反対側の森の中に入る。この辺りは彼らの庭なのだろう、躊躇ためらう様子は微み塵じんもなかった。

「……ったく、馬ば鹿かどもが」

　男は盛大に舌打ちをした。

　黙って立っていれば王都の学者のようにも見えるというのに、口く調ちようは驚くほど粗そ雑ざつだった。
















「あんたら、怪け我がはなかったか？　たまたま近くを歩いてたから気付けてよかった。あいつら馬鹿だが、普段はこんなことしねぇんだ。ったく、何考えてんだか……。勘かん弁べんしてやってくれ」

「助けていただいてありがとうございます」

　結果的に、荷物は無事だ。リナレーアは木の間の男に礼を言った。

　すると男はまんざらでもない様子でぼりぼりと頭を搔かいた。

「いや別に、礼を言われるようなことはなんもねぇ。あの馬鹿どもには後できつく言っておくからな」

「……もしかして、アインハウズ先生ではないですか？」

　言ったのは、ザイラスだった。

「ああ？　あんた誰だ？」

「相変わらずですね。いや、王都にいらした頃よりも生き生きとしていらっしゃる」

　男は眉まゆを上げた。鼻の上の眼鏡をくいと上げて、まじまじとザイラスを見る。

「お前……もしかして、ザイラスか？　ザイラス＝レイデ？」

「ご無ぶ沙さ汰たしています」

　リナレーアは驚いた。ザイラスが頭を下げたからだ。

　すると男が相そう好ごうを崩くずした。

「おいおい、噓だろ！　ザイラス！　お前こんなところで何やってんだ！　おい噓だろ！　その隣の、もしかして嫁よめか！」

「妻を指差さないでください先生」

　ザイラスが注意すると、男は声を上げて笑った。
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　トワニィ＝アインハウズはレイデ夫妻が滞たい在ざいする屋敷の場所を聞いて、後で行くからと約束して森の中へ戻っていった。

　彼らは再び馬車で整備されていない道を進み、今度は山賊に襲われることなくケイティングの街に入った。

　リナレーアは、街の可愛らしさに胸を躍おどらせた。通りには赤い屋根の建物が立ち並び、河沿いにはぶどう畑が広がっている。ちょうど花が終わった季節だとザイラスが教えてくれた。

　ワイン作りが盛さかんな街らしく、通りの建物の前で椅い子すやテーブルを出してワインを飲んでいる人が目につく。皆陽気で楽しそうだ。どこからか、音楽も聞こえてくる。

　しかし馬車は通りで止まることなく、やがて建物の立ち並ぶ街中を抜けて一度森に入った。またしばらくなだらかな坂道を進むと突然森が開けて、目の前にこぢんまりとした屋敷が現れたのでリナレーアは感かん嘆たんの声を上げた。

「まぁ可愛らしい」

　溪谷を縫うように流れる河を崖がい下かに臨のぞむその屋敷もやはり赤い屋根だった。

　実家にある人形の家を思い出す。

「こちらはレイデ家の別荘なの？」

「いや、王族が所有する数ある忘れられた別荘の一つだ。今回のことを話したら、クソ王が快く貸してくれた。掃そう除じなんかは自分達でするって条件だがな。もうあらかた終わってるだろ」

　馬車は玄関ポーチの前で止まった。

（誰が掃除してくれたのかしら？）

　リナレーアは疑問に思った。街の人間を雇やとったのだろうか。ザイラスの手を借り馬車を降りた彼女は、屋敷の玄関扉の前に自らの疑問の答えを見つけた。

「レベッカ！」

「お久しぶりです、奥様」

　そこに立っていたのは、レイデ家のもう一人の女使用人であるレベッカ＝ダーシップだった。

　金色の巻き髪を一つに結び、浅黒い肌を持っている。年齢は確かリナレーアの一つか二つ年上なだけだ。彼女は仁に王おう立だちで右手を腰に当て、左手にハタキを持っていた。

　リナレーアは驚いた。確かにここしばらくレベッカを見かけなかったが、まさかこんなところにいたなんて。

「完かん璧ぺきですよ。塵ちり一つありません。安心して滞在していただけます」

　そう言って、レベッカは胸を張る。

「ご苦労だったな」

　ザイラスは短く使用人を労ねぎらった。

「荷物」

　エイダがさらに短く手伝いを要求する。

　レベッカは大げさに天を仰あおいだ。

「ああ！　まったく、張り合いのない連中だなぁ。あたしがせっかく一人でこんなに頑がん張ばったっていうのに。見てくださいよ、この埃ほこり！　もうひどい有あり様さまだったんだから」

　そう言ってレベッカが振り回すハタキから固まった埃が落ちた。

「ありがとう、レベッカ。久しぶりね。会えて嬉しいわ。本当に一人でこの屋敷の中をお掃除してくれたの？　大変だったでしょう？」

　リナレーアは心から礼を言った。王族の忘れ去られた別荘というのがどのような惨さん状じようだったかは推おし量はかれる。それを一人で掃除したというのだから、かなり重労働だったに違いない。

　女主人に気き遣づかわしげにそう言われ、レベッカは満足げににんまりと笑った。

「ああ、そうそう。そういう言葉を求めてたんですよ、あたしは。さすが奥様。わかっていらっしゃる。もちろん、とっても大変でしたよ。でも敬愛する旦だん那な様と奥様がいらっしゃるとなればね、手は抜けないですから」

　そう答えながら玄関ポーチの階段を降りてきたレベッカの横に、エイダがどさりと荷物を置いた。そして再度言う。

「荷物」

　お喋しやべりはやめて運べ、とその目が言っていた。

「ああはいはい、わかったよエイダ。荷物荷物、ね。ああまったく、マーティンがいれば軽々運べるだろうに。ぃよいしょー！　おも！　この荷物おも！」

　ぽいっとその場にハタキを投げ捨て荷物を抱えたレベッカは、開け放たれたままの玄関扉から屋敷の中に入った。その間にも、エイダが馬車の上から荷物を降ろす。リナレーアは手伝おうとしたが、「結構です」と短く断られてしまった。

　ザイラスは一番大きな鞄かばんを一つ持ってリナレーアの手を引き玄関ポーチを上がった。

　屋敷の中に入るとまず、シャンデリアが吊つり下げられた吹き抜けの玄関ホールがあって、二階にはバルコニーが設置されていた。左右に一つずつと正面に二つ扉があり、亜あ麻ま色の壁にはぶどう畑の絵が飾られている。

「エイダ、これ食器でしょ？　ここ置いとくからね。旦那様と奥様はこっちへどうぞ。二階にお部屋があります」

　レベッカに先導されて左手の扉をくぐるとそこは庭に面した廊ろう下かであった。大きな窓が並び、気持ちのよい日差しが入り込んでいる。さすがに庭の手入れまではできなかったのだろう、窓の外の庭は草が伸び放題になっていたが、その荒れ具合がまたリナレーアの冒険心を湧わき立たせた。

「ここが食堂です。ちなみに滞在中の食事は、あたしの手料理二、街で買ってきたもの八の割合で出すつもりです。エイダに料理は期待できませんからね。あはは」

　陽気なレベッカは二階の廊下の先の広い部屋に主人夫婦を案内した。河に面したその一室はもともと分かれていた部屋を一つに改装したもののようで、奥に寝台が置かれ窓側に朝食が摂れそうなテーブルと椅子があった。

　絨毯は朱しゆ色いろに白抜きで花や草の意い匠しようを施ほどこしたもので、置かれている調度品も細工の細かな可愛らしいものだ。

　リナレーアはたたっと小走りに部屋で一番大きな窓の前へ行き、それを開け放った。

　目の前に雄ゆう大だいなラシネ河が流れている。河の名前は馬車の中でザイラスが教えてくれた。この河の先はマーレイ河に繫がっていて、その向こうがリナレーアの生家のあるエンブリー公爵家の領地である。

　リナレーアは目を輝かせて振り向いた。

「素敵だわ……！」

　彼女は一目でこの部屋を気に入った。

　ザイラスが息を吐いて「あんたは本当にそんなに可愛くってどうするつもりだ」と嘆たん息そくすると、「あはは！　旦那様相変わらず気持ち悪いですね！」とレベッカが笑った。

「ご苦労だったなレベッカ。ところで俺はにわかにベティアンナの作るクリームスープが飲みたくなったから今すぐ調達しに戻れ。夕食に間に合わなかったりスープが冷めてたりしたら四し肢しに重りをつけて河に落としてやる」

「あ、じゃああたしエイダの手伝いしてくるんでごゆっくり！」

　ザイラスが紳士の笑顔で言ったのを聞き流して、レベッカはしゅたと右手を上げて部屋を出て行った。

「面おも白しろい子ね」

　レベッカはレイデ家の中で一番陽気な使用人だ。主人であるザイラスにも物もの怖おじせず、ずばずばと物を言う。厨ちゆう房ぼうを任されたベティアンナとはよく気が合うようで、二人が楽しくお喋りしているところをリナレーアは何度か見たことがあった。

「あいつはうるさい。屋敷にいないくらいでちょうどいい」

　ザイラスはそう言うと、持っていた荷物を部屋の中に置いて窓まど際ぎわに立つ妻の腰に腕を回した。

　降ってきた口付けを、リナレーアは黙って受け取る。言葉にはできない幸福感が彼女の胸を満たした。

「二人きりになりたいなんて噓」

　詰なじるような台詞を口にしたのは、これ以上甘い雰ふん囲い気きになって部屋から出られなくなるのを防ぐためだ。リナレーアは屋敷やその周辺を探検したかったし、街にも出てみたかった。

「本当は、アインハウズ先生に会いにいらしたのでしょう？」

　山賊に襲われている時に会ったのは偶然にしても、旅行先に夫の恩師がいたのは偶然とは考えにくい。もし偶然でないなら、あの時ザイラスはもっと驚いただろう。けれど彼はただ『相変わらずですね』と笑った。

「そっちがついでだ。リィナが望むなら、先生に会うのはやめてずっとあんたとこの部屋にこもってるんでもいいんだぜ」

「とんでもない。そんなの失礼よ。あなたの恩師とお話しできるのはとっても嬉しいわ」

　リナレーアは慌ててそう言った。

「最後に先生にお会いしたのはいつ頃なの？」

「さぁ。先生は、俺が卒業する前に学校をやめて故郷の……この街に帰ったんだ。五年くらい前か？　それから会ってなかった」

「一度も？」

「ああ。俺も忙しかったからな」

　リナレーアは、夫の瞳の中に彼があえて口にしない言葉を見つけ出そうとした。

　結婚して初めてのこの旅行に、ザイラスが恩師の故郷である街を選んだのは偶然ではないはずだ。先ほどはああ言っていたが、アインハウズに会うことこそが彼の目的に違いない。

　でもなぜ今、学生時代の恩師に会う必要があるのだろう。

　一度ははぐらかされたのだから、再度聞いてきちんと答えが返ってくるとは思えなかった。

『まだ確かじゃないことがいくつかある。だからあんたにはすべてを話せない』

　一月前、夫に言われた言葉が蘇よみがえる。

　恩師との再会は、その『確かじゃないこと』に関係するのだろうか。わからない。ただ一つだけはっきりしているのは、夫の秘密が妻である自分のためであるということだけだった。

「仕方のない人ね」

　リナレーアは息を吐いて、窓に背を向けて立つザイラスの胸に顔を寄せた。

「わたくしを変えるのは、あなただけだわ」

　本当は、秘密を秘密のままにしておくなど我が慢まんできない性格なのだ。けれど夫がそれを望むなら従おう。

「……」

　もちろん表向きは、である。

（秘密をそのままになんてできるはずないわ）

　リナレーアはきらりと目を光らせた。

　夫の秘密を探る方法ならいくらでもある。アインハウズと夫の会話をよく聞いて、彼の今回の目的を突き止めるのだ。レベッカが先にこの渓谷の街に来ていたのだって理由があるのかもしれない。使用人達への聞き込みは重要だろう。

　無言のまま頭の中でやるべきことを整理していたリナレーアは、大きな手にぐいと頰を摑まれ上を向かされた。

「……」

「……」

　何もかも見み透すかすような黒い瞳がじとりとこちらを睨んでいる。

「あんたが大人しいことを言うのは怪あやしい」

「……」

　リナレーアは頰を摑まれたままにっこりと微笑もうとした。

「ふぁら、ふぁれかはいらひはは」

「ああ？」

　妻の言葉を理解できなかったようで、彼は手を離してくれた。もちろん、痛みが残るほど強く摑まれたわけではない。
















「あら、誰かがいらしたわ」

　リナレーアは繰り返した。

　ザイラスは妻の視線を追って窓の外を見た。森の入り口に、驢ロ馬バの手綱を引いた男が立っている。

「早いな」

　きょろきょろと辺りを見回していたアインハウズは、二階の窓に教え子を見つけて手を上げた。

「おー！　ザイラス！　酒持ってきたぞ！」

　屋敷の前にはまだ馬車が停まっていたが、レベッカもエイダも屋敷の中に入っているようで見当たらなかった。

「少し早いけれど、レベッカに夕食の準備をお願いしましょう」

　リナレーアはそう言って、夫と共に客を迎えるために部屋を出たのだった。
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「は？　アインハウズ先生？　どうして来たんですか？　いやそういうことは先に言ってもらわないと！　ちょっと今日の夕食は街の食堂に頼んでるんで量増やしてもらうよう言ってきますわ！」

　レベッカがそう言って慌てて屋敷を出て行った上、エイダは荷ほどきで忙しそうだったので、リナレーアは自らお客様のために茶の準備をした。盆に載せた茶器をゆっくりと応接間に運ぶ。

　屋敷の応接間は玄関を入って右手にあって、中は青い絨毯で落ち着いた雰囲気を演出していた。

「旅行にやってきたとはな。いやあ、本当に驚いたぞ」

「こちらこそ、山賊に襲われたところを先生に助けられるとは思いませんでしたよ」

　奥の椅子に座っていたアインハウズは、開け放たれたままの扉からリナレーアがやってきたことに気付いて立ち上がった。

「これはこれは奥方、申し訳ない。ご丁てい寧ねいにありがとうございます。いやぁ、まさかザイラスが結婚しているとは。しかもこんなに可愛らしい方と！」

「あまりまじまじと見ないでください。減りますから」

　リナレーアはテーブルの上に茶器を並べ終えると、夫の隣に座って外向きの笑顔で微笑んだ。アインハウズは既に腰を下ろしている。

「ここは、素敵な街ですね。わたくし、一目見て好きになりました」

「いや、そう言っていただけて嬉しいですよ。私の生まれ故郷なもんでね」

　アインハウズは紅茶に砂糖を三つ入れた。ずいぶんと甘党らしい。

　リナレーアは彼が紅茶を一口飲むのを待って聞いた。

「あの、もし失礼でなければ伺うかがってもよろしいですか？　どうして森の中にいらっしゃったのですか？」

　アインハウズはにっこりと笑った。笑うと目め尻じりの皺しわが深くなる。

　彼は山道で会った時にはしていなかったボウタイをしていた。

「研究のためですよ」

「研究というと、言語学の……？」

　以前ヴァルターが、アインハウズは言語学の博士なのだと言っていた。彼の研究とは言語学に関することに違いない。

「まぁ、言語学と言いましても俺は異端なもんでね。我々の言語体系を利用して、人ならざる者達との仮定言語の形成を研究してるんですよ」

「人……ならざる者達ですか？」

　アインハウズの言葉に、リナレーアは魔物という存在を思い出した。

　もしザイラスが妻の思考を読むことができたなら、その連想を否定しただろう。彼は、マーティンやエイダを人間でないとは思っていない。魔物と呼ばれる者達は偶然魔を宿し物理法則に反する能力を身につけているだけで、それは足が速い、目がいいなどの一般的な人間が持つ先天的な能力と変わりないと考えているからだ。

「具体的に言えば、精せい霊れいですね」

　それにしてもアインハウズの答えは予想外のものだった。

「精霊？」

　その単語は、子供向けの童話や小説の中でなら見たことがある。大体は、小さく尖った耳や蜻蛉かげろうのような羽を持っていると描びよう写しやされることが多い。

「あ、疑ってますね？　精霊は実在するんですよ。私は彼らと会話がしたいんです。学会では馬鹿にされるばかりなんで、こんな田舎に引っ込みましたけどね」

　アインハウズは悪戯いたずらっぽく片方の目を瞑ってみせた。リナレーアは心臓が高鳴るのを自覚した。

「精霊が、実在するんですか？」

　実存が確認されている魔物と違い、精霊は空想の中の存在だと一般的には認識されている。子供が好む想像の中の生き物だ。その証拠に、精霊についての学術書など存在しない。

「本当に？　まぁ。とても素敵ですね」

　リナレーアは両手を胸の前で組み、心からそう言った。

　するとアインハウズは一度驚いたように目を丸くして、リナレーアの隣に座るかつての教え子を見た。

「彼女は特別なんですよ、先生。魔物を呼んでパーティをしようなんて言い出す女性です」

　ザイラスは、恩師の無言の質問に苦笑と共に答えた。

「え？　もしかして、冗じよう談だんでしたか？」

　リナレーアはしゅんと肩を落とした。精霊が実在するなら、ぜひ見てみたいと思ったのに。

「ああ、いや……。そういうわけではないですが……。こりゃ参ったな。あなたのような反応をする方がいるとは……。ははぁ。なるほど。ザイラスと結婚されたわけですな」

　アインハウズはそう言うと、声を上げて笑った。

「いや、気に入った。素晴らしい女性だ」

「先生は、魔物に関してもご存ぞん知じなんですね」

　先ほどザイラスは、『魔物』という言葉を口にした。そしてアインハウズもそれを当然のことのように受け止めていた。

「ああ、ザイラスが魔物をこき使ってるけしからん奴だってことはもちろん知ってますよ」

「実は今は、そのけしからん力でもって国に貢こう献けんしてるんですよ」

　ザイラスが悪戯っぽく微笑む。

「『魔物解放団』というのをご存知ですか？」

「『魔物解放団』？」

　アインハウズは、今初めて聞いたという顔をした。

「二年ほど前から王都に現れた、魔が宿った者達と魔の分離、というのを建たて前まえにしている連中です。聞いたことは？」

「初めて聞いたな。なんだ、今王都にはそんなのが出てきてんのか。おかしな連中もいるものだ。大体なんでそんな連中がこの国に現れる。魔物が多いのはもっと北や東の方だろう」

　博士は身を乗り出し、器用に眉を上げる。

　リナレーアは目を丸くした。

　アインハウズの言うことももっともだと思ったのだ。

　北や東というのは、アーヴェング連合国やロイド砂漠のことだ。それらの地域でなら魔物は多いと言えるが、この小国ビレビスの周辺では魔物は滅めつ多たに見られない。実際リナレーアだって、レイデ家に嫁とついで初めて魔物というものを目にしたのだ。

　ここ数ヶ月の、王都における魔物の出現率は異常だと言える。狼おおかみ男おとこに、赤い羽を持つ怪鳥……いや違う。二年前からだ。王都に魔物が増えたのは。だからこそ、様々な地域を飛び回っていたザイラスが、魔物に関する雑事を処理するために魔物使いとして王都に呼び戻された。

（今まで考えたことがなかったわ……。どちらが先なのかしら。魔物が増えたのが先？　それとも『魔物解放団』が現れたのが先？）

　後者であるならば、魔物が増えた原因は『魔物解放団』が持ち込んだからだと考えることができる。

　けれどそもそもなぜ、『魔物解放団』は作られたのだろう。

（また、この疑問に行き着くのだわ）

『魔物解放団』の存在理由。真の目的。

　ザイラスは見当がついているのだろうか。

「この国に、目的があるからでしょうね。ところで、先ほど私達を襲った山賊ですが」

　彼は話題を変えた。リナレーアはそのことを意外に思った。

「先生のお知り合いだったんですか？」

「ああ、あいつらは街の若い衆だ。仕事もせずに、都会に憧あこがれて酒場でクダを巻くような連中さ。いつの時代もああいう奴はいるもんだ。もっとも、山賊まがいのことを始めるとは驚いたがね」

　アインハウズは言うと、物欲しげな顔で視線を上にして顎ひげを触った。煙草たばこを吸いたいのかもしれない。アインハウズからは、特徴的な煙草の匂いがした。

「彼らに会うためには、どこに行けばいいかわかりますか？」

「おいおい、物ぶつ騒そうなことするんじゃねぇだろうな。あいつらの親には俺から言っておくよ。馬鹿な奴らだが、根っから悪い人間じゃねぇ」

　どうやら博士は、ザイラスがどういう人間か正しく認識しているようだ。紳士なレイデ伯爵しか知らない人間なら、彼が『物騒なことをする』ために山賊の真ま似ね事ごとをした若者に会いにいくとは考えないだろう。

「少し聞きたいことがあるんです」

「そうだな、夜ならシークレーの酒場にいると思うぜ。あとで地図描いてやるよ」

「ありがとうございます」

「本当に、穏おん便びんに頼むぜ。マーティンっつったか？　お前の魔物に脅おどさせるなよ」

　リナレーアは驚いた。マーティンのことも知っているとは。

「そんなことしませんよ」

　ザイラスがしれっとして紅茶を飲む。アインハウズはからかうように笑った。

「どうだかな。覚えてるか？　アタリ伯爵の息子むすこ。あいつはしばらく女に近づけなかったって話だぞ」

「それって学生時代のお話ですか？」

　リナレーアは我慢できなくなって口を挟はさんだ。

　彼女はぜひ、アインハウズからも夫の学生時代の話を聞いてみたかった。王や兄とは違う話が聞けるかもしれない。何せ相手は、ザイラスの恩師なのだ。

「おや、奥方は聞いたことがありませんかね。いやぁこいつはね、ミヴェット校には途中入学だったんですが、トゲトゲしてて生なま意い気きでねー。はたから見てても近寄りがたかったが、中には大っぴらにちょっかい出す連中もいましたよ。それで、一番ひどかったのがアタリ伯爵の息子だった」

『なんて目つきをする奴だ、というのが最初の印象だね』

　そう言ったのは兄のヴァルターだった。最初に、夫の学生時代の話を聞かせてくれた時だ。伯爵家の血を引きながら十五まで孤こ児じとして育ったザイラスは、突然貴族の子し女じよが通う学校に行かされて相当な苦労をしたらしい。

　リナレーアはちらりと夫を見た。けれど彼はそれに気付かないふりをして、何も言わなかった。

「制服を汚したり剣技の時間に集中攻撃をしたり……やることがまぁ、えげつないんですわ。しかもそう馬鹿なわけでもないから、誰が命令してるか明確な証拠はどこにも残していない。せめてザイラスが教師に訴うつたえたならやりようもあるのに、こいつは何も言わない。おかげでどんどんいじめはひどくなっていって、ある日ついに、ザイラスは私物の一部を燃やされちまった」

（……燃やすだなんて）

　ひどすぎる。

　リナレーアは、自分が憧れたこともある学校で、そんなひどいことが行われていたという事実に少なからず衝撃を受けた。同時に、兄や王は何をやっていたのだと憤ふん慨がいする。

　もし自分が同じ場所にいたなら、絶対に放ってはおかなかったのに。

　自分が、その場にいたら。

　彼と同じ学校に通っていたら。

（……）

　リナレーアは再度夫を見た。すると今度は目が合って、彼はいつものように笑った。

「それで、こいつはぶち切れた」

　アインハウズが楽しくて仕方がないという様子で続けた。

「マーティンって魔物を使って、いわゆる美人局つつもたせのようなことをやったみたいでね。おかげでいじめはぴたりと止んで、アタリ伯爵の息子はしばらく女性と目を合わせることもできなくなったってわけですよ」

　リナレーアは『つつもたせ』という言葉の意味がわからなかったが、マーティンを使ったと言うのだから、少し乱暴な脅し方でもしたのだろうと思った。

　マーティンは男にも女にもなれる怪力を持った魔物だ。豊満な身体からだを持つ妖よう艶えんな美女にこてんぱんにやられたとあっては、女性が苦手になるのも仕方がないことだ。

（もしわたくしが学校に通っていたら、十一の歳に出会っていたのね）

　妄もう想そうという名の想像がふくらむ。

　自分達が初めて出会ったのは九年前だ。リナレーアが十歳の時。魔剣に襲われそうになったところを、十四歳のザイラスに救われた。そしてリナレーアは初めての恋をした。

　ザイラスが学校へ通い始めたのはその一年後ということになる。一年しか経っていないのなら、リナレーアもきっとザイラスがあの時自分を助けてくれた黒い嵐あらしなのだとわかっただろう。

　絶対に、すぐ声をかけたはずだ。

『わたくしはリナレーア＝エンブリー。あの、あなた。お名前をなんとおっしゃるの？』

　彼は答えてくれるだろうか。それとも兄の言うような鋭い目つきで、リナレーアを睨み返しただろうか。

「リナ」

　名を呼ばれて、リナレーアははっとした。ザイラスが呆あきれた様子でこちらを見ている。

「何考えてた？」

　リナレーアは微笑んだ。

「十五歳のあなたはとても可愛らしかっただろうなと思って」

「かわいらしい……？」

　妻の発言をうろんげに繰り返すザイラスは、すぐにその頭の中を理解することを放ほう棄きしたようだった。代わりにアインハウズが声を上げて笑う。

「はっはぁ。奥方。残念ながら、当時のこいつは可愛らしいという言葉とは無縁でしたよ。言語学っていうのはどちらかと言えば人気のない科目でしてね。俺の部屋も校舎の端っこにあって周りには人ひと気けがなかった。それがこいつには都合がよかったんでしょう。授業をサボって、俺がいない間に部屋に入り込み堂々と昼寝をしてやがった。驚きましたよ。最初はね。だがまぁ、長いこと教師生活やってるとこういう奴は一人や二人いるもんです。俺が何も言わないでいると、こいつは頻ひん繁ぱんに俺の部屋に来るようになった。もちろん昼寝のためです。それで一月くらい経ったある時、こいつが言ったんですよ。『あんたなんの教師なんだ？』」

　眉み間けんに深い皺を寄せたアインハウズの口真似に、リナレーアは笑った。

「知らなかったのか、と呆れましたね。そこで俺は、いくつか言語学の本を貸してやった。最初はそれを読むのに一月かかったみたいでした。当然でしょう。ザイラスは、幼おさない頃に貴族の子女が受けるべき教育を受けていなかった。読み書きできる語ご彙いが圧倒的に少なかったんです。しかし一度吸収を始めるとすごかった。こいつは俺の部屋にあった本を片っ端から読み始めました。負けず嫌いな奴ですよ。俺に聞いたりしてくることはなかった。そしてその一年後にはもう、ザイラス＝レイデを馬鹿にしたり敬遠したりする人間はいなくなっていた」

「先生の部屋にあった本で、言葉というものの大切さを学んだんですよ」

　ザイラスはただそう言った。彼のカップはいつの間にか空からになっていた。

「俺の部屋にあった『本で』な。ったく、可愛くない奴だ」

　その時、屋敷の玄関扉が開閉される音が聞こえた。レベッカが戻ったのだろう。

「ちょっと失礼いたしますね」

　リナレーアはアインハウズに断って様子を見に行くことにした。

　風通しのために開け放たれたままの応接間の戸口から屋敷の出入り口を覗き込む。するとちょうど、両手にぱんぱんの紙袋を抱えたレベッカがトマトを一つ落としたところだった。

「ああー。しまった！」

「わたくしが拾うわ」

　嘆なげくレベッカの足元にしゃがんで、リナレーアはトマトを拾ってやった。赤々とした美お味いしそうなトマトである。

「少し潰れただけよ、大丈夫。お帰りなさいレベッカ。夕食は大丈夫そうかしら？」

「ただいま奥様。ありがとうございます。ええそうですね、なんとかなりそうですよ！　メインはこれからですけど、前菜とかならすぐ出せそうです。もうお食事にされますか？」

「お二人にどうされるか伺ってくるわね」

　リナレーアはそう言うと、応接間に戻った。

「あの、アインハウズ先生。よろしければ、ご一緒に夕食を召めし上がってらしてください」

「ははぁ。実は多少期待しておりました。ありがたくお言葉に甘えさせていただきます。いやあ、一人での食事はつまらなくて」

　アインハウズはどことなく憎にくめない顔で頭を搔いた。

「わたくし達も、ご一緒できて嬉しいです。まだまだお話をたくさん伺いたいもの。お腹なかの具合はいかがですか？　もう召し上がられます？」

「ああぜひ。っと、その前に煙草を吸わせてもらってもよろしいですかな？　すみません、中毒なもので」

　食堂では煙草を吸わないのが上流階級における一般的な礼儀である。

　リナレーアはにっこりと笑った。

「灰皿をお持ちしますね。少々お待ちください」
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　レベッカが準備した食事とアインハウズが持ってきたワインはとても相性がよかった。

　話題は様々であったが、中でもリナレーアが興味を持って聞いたのは学生時代の夫と兄達の話である。一方でアインハウズはレイデ夫妻の結婚生活についていくつも質問をした。

　彼はザイラスが本気でリナレーアを愛しているのだと知って驚き、人生は本当に何が起こるかわからないなと独ひとりごちた。

　かつての教え子との再会に興奮していたのか、アインハウズは水のようにワインを飲んで最終的には一人で歩くのがおぼつかないほどになっていた。

　家まで送ることを申し出たのはザイラスだ。アインハウズは一度断って椅子から立ち上がろうとしたが、足をもつれさせて転んでしまった。夜の街を見てみたかったので、リナレーアも同行することにした。

「ああ、それなら私が馬車を出しますよ」

　レベッカが言った。王都を出てからずっと黙もく々もくと働いているエイダが気になったリナレーアは、「片付けは明日わたくしも一緒にやるから、今日はもう休みなさいね」と言ってから屋敷を出た。

　レベッカが御者台に座り、三人は馬車に乗った。

　大人の男性が一人増えたので来た時より多少窮きゆう屈くつになったが、リナレーアもザイラスも文句は言わなかった。森の中に外がい灯とうはない。御者台の横にぶら下がるランタンが揺れるたびに、森に落ちる馬車の影も揺れた。

　行きよりもゆっくりなのは、夜道なのもあるが馬の一頭をアインハウズが連れてきた驢ロ馬バに替えたからだ。

　アインハウズはいつの間にか眠ってしまった。項垂うなだれているため顔は見えないが、すぅすぅという子供のような寝息が聞こえる。

　リナレーアは夫の手を握り、「ありがとう、あなた」と礼を言った。

「何がだ」

　黙って窓の外を見ていたザイラスが、片方の眉を上げて妻を振り向く。

「わたくしが昔の話を聞くのを、止めないでいてくれたわ。本当は嫌いやだったでしょう？」

　夫はずっと、自ら進んで自分の過去の話をしなかった。リナレーアに汚いものを見せたくないからではないか、と言ったのは兄ヴァルターだ。

　けれど完全にはねつけているわけではない。

　彼が少しずつ、リナレーアが望むものを見せようとしてくれていることを彼女は感じた。

　ザイラスはじっと妻を見つめる。

　いつもなら顔を赤くしてしまうリナレーアではあるが、この時はそうしなかった。ただ魂たましいが吸い込まれるような心地になってその黒い双眸に見入ってしまう。

　今でも彼女は、夫の瞳を世界で一番綺き麗れいだと思っていた。

　妻がそう思っていることを知れば、ザイラスはきっと苦笑するだろう。

「……俺が昔、ディアクを名乗っていたことは話したよな」

「？　ええ」

　彼が言ったことをリナレーアは覚えていた。

　少し前に王宮の『花見会』で聞いたのだ。あの時彼は、最初に契けい約やくした魔物がマーティンだと話してくれた。

「母の名前はロレイン。俺と同じ髪の色で、身体の小さな人だった」

　リナレーアは瞬まばたきをした。ザイラスは、あの時の続きを話そうとしてくれているのだ。

「……ロレイン」

　ロレイン＝ディアク。

　それが、ザイラスを産んだ女性の名か。レイデ家の嫡ちやく男なんと恋をした使用人の娘。まるで物語のような身分違いの恋。彼女は恋人の子供を身ごもり、一人で育てた。

　くいと腕を引かれて、リナレーアは夫に優しく抱きしめられた。

　ザイラスは妻の耳元で囁くようにして続けた。

「ロレインは……おふくろはその小さな身体からは考えられないくらい元気な人で、くるくるとよく働いた。だが無理をしてたのかもしれねぇな。ある日体調を崩して仕事を休んだ。すぐ治るから大丈夫っつって医者のところにも行かねぇおふくろに、俺もすぐ治るだろうと思ってた。……でもそうじゃなくて、気がつけばおふくろは寝しん台だいから一人で起き上がれもしねぇ身体になっちまってた」

　ザイラスの声から感情は感じ取れない。でもリナレーアは夫の心の中を読むためにその目を覗き込んだりしなかった。

　彼は淡たん々たんと語った。

「おふくろが死んだ後、俺は街を出て一人であちこち放ほう浪ろうした。その時に、マーティンに会ったんだ。想像できるか？　あいつ、あんな顔をしてある街のチンピラ共の元締めやってたんだ。そんでいろいろあってあいつが俺についてきたいって言うから……雇こ用よう契約書を作った。我ながら、生意気なガキだよな。たぶん……俺は、信じられなかったんだ。目に見えない人間同士の繫がりが」

　その言葉とは裏腹に、ザイラスがリナレーアの耳元にキスをする。

「どうして？」

　リナレーアは短く問うた。

「皆、俺を置いていく」

　独ひとり言ごとのようなザイラスのその言葉がリナレーアの耳に届いたのは、彼の口が彼女の耳元にあったからだ。馬車はガタガタと車しや軸じくを揺らして進んでいる。彼らはいつの間にか森の暗くら闇やみを抜け、窓の外には街の明かりが見えていた。

　リナレーアは身体を捻ねじるようにして夫から離れた。

　ザイラスは泣いてなんかいなかったし、寂さびしそうな顔もしていなかった。

「わたくしは、あなたを置いていかない」

　妻の言葉に夫が不敵な笑みを見せる。

「当然だ。俺が逃がさねぇ。最初は、あんたにも逃げ道を用意しておいてやったんだぜ？　それなのに飛び込んできたのはあんただ」

「そういうことではないわ。わたくしは逃げない。ずっとあなたの側にいるわ。わたくしの意志で」

　するとザイラスは一瞬、困ったような顔をした。

　その時リナレーアは悟さとった。

（なんていうことなの）

　夫は、本気なのだ。

　本気でリナレーアがいつか自分を置いていくかもしれないと思っている。いや、覚悟していると言っていいだろう。同時にそれを許さないつもりでもいる。

　いつだったか、リナレーアのことを屋敷の奥に閉じ込めて誰にも見せたくないのだと言ったザイラス。しかしあれは冗談などではなかった。彼は本気なのだ。リナレーアが逃げるそぶりを見せたら、あの言葉を実行することに決めている。

　窓に格こう子しをつけ、扉に鍵かぎをかけ、リナレーアの足に鎖くさりさえつけるかもしれない。

　自分たちは補い合っている。

　リナレーアはこの時、強くそう感じた。

　他人に対する不信感を拭ぬぐい去れないザイラスと、恐怖を忘れたリナレーア。

　こんなにぴったりと合う一いつ対ついがあるだろうか。

「リィナ」

　ザイラスは再びリナレーアを抱きしめた。

　甘い唇が首筋を這はう。そこにはっきりとした目的を感じ取って、リナレーアは慌てた。

「ちょっとあなた。ここは馬車の中だし、人前よ」

「関係ねぇ」

「あるわ！」

　さすがのリナレーアだって、羞しゆう恥ち心しんを持ち合わせていた。

「ふが！」

　居眠りをしていたアインハウズが鼻を鳴らしてびくりと身体を揺らす。

「んあ？　おおやべぇ寝ちまってたか」

「先生、申し訳ないですがここで降りて歩いて帰ってください」

　ザイラスが真顔でそう言ったので、「こら！　ザイラス駄だ目めよ！」とリナレーアは夫を子供のように叱しからなくてはならなかった。

　降りる降りないの問答の後しぶしぶと妻から手を離したザイラスは、後で覚えておけとばかりにリナレーアを見たが彼女は気付かないふりをした。

　やがて馬車はアインハウズの家の前で止まった。

　博士の家はぶどう畑を抜けた街の外れにあって、周囲を高い木に囲まれていた。煙えん突とつのあるそれなりに立派な家である。近くには小さな物置小屋があって、そちらはむき出しの木でできていた。

「ああ、すまんな。ありがとう。茶でも一杯ごちそうしたいところだが、人を招ける状態じゃなくてね」

「どうぞお気になさらないでください。今夜はとても楽しかったです。ありがとうございました先生」

　馬車を降りてアインハウズを見送ると、彼が立派な赤い屋根の家ではなく木造小屋の方へ向かったのでリナレーアは驚いた。

「あら？　どうされたのかしら」

「さぁ」

　ザイラスは興味がなさそうに言って、「急いで帰るぞリィナ」と妻の手を摑み馬車に戻ろうとした。彼は一刻も早く当初のこの旅行の目的通り、妻と二人っきりになりキスをして抱きしめて甘く濃密な時間を過ごしたかった。

「うわあ！」

　しかしアインハウズの上げた悲鳴が、ザイラスをがっかりさせた。

　案あんの定じよう、悲鳴の上がった方へ駆かけていこうとする妻の腕をしっかりと握り直して止める。

「あなた、先生が」

「駄目だ」

　ザイラスが妻の目を見てそう言うと、リナレーアは一度表情を強こわ張ばらせた。その細い肩を撫なでてザイラスは宥なだめるように続ける。

「ここで待ってろ。俺が様子を見てくるから」

「……わかったわ」

　リナレーアは仕方なくそう答えた。

　御者台から降りたレベッカからランタンを受け取ったザイラスは、代わりに妻を彼女に預けてアインハウズの方へ向かう。アインハウズは小屋の扉を開けたところで呆ぼう然ぜんと立っていた。室内に、思いもよらないものを見つけたような様子である。

「奥様、よく我慢されましたね」

　レベッカが女主人を褒ほめた。

「ねぇ、でもあまり危険はなさそうじゃない？」

「それが確認できれば、旦那様が呼んでくれますよ」

　使用人のその言葉通り、ザイラスはアインハウズと共に一度小屋の中に入ると、すぐに出てきて妻を呼んだ。

「来ていいぞ！」

　リナレーアは、好物のどんぐりを前にしたリスのように顔を輝かせて小屋へ向かう。

　そして室内を見て絶句した。これは、キリクのレック新聞社を上回る惨状である。

　その場に光源はザイラスの持つランタンしかなかったが、部屋の中も狭せまかったので彼らはある程度状況を確認することができた。

　足元にはかつて椅子であったのだろうと思われる木の残ざん骸がいが転がり、鍋なべが横倒しになって散らばった紙が濡ぬれている。木のテーブルはひっくり返り、棚たなも横倒しになっていた。アインハウズは見当たらなかったが、奥の部屋から物音がするので恐らくそちらにいるのだろう。

「物盗りですか？」

　リナレーアの問いに、部屋の中央に立ったザイラスが「どうだろうな」とだけ答える。

「レベッカ、周囲を調べてこい」

　ザイラスはリナレーアについてきていた使用人に命じた。

「わたくしも行くわ」

　レベッカ一人では危ないと思った彼女がそう言って小屋の外に出ようとすると、ザイラスが腕を引いて止める。

「駄目だ、リィナ」

　また、『駄目』だ。リナレーアはうんざりする気持ちをごまかせなくなってきていることに気付いていた。

　恐怖という感情が欠落していることの弊へい害がいは、こういうところにあるのだ。

　通常であれば足を止める場所で止まることができない。好奇心のまま、どこまでも首を突っ込んでしまう。

　自らのその欠けつ陥かんを自覚したリナレーアは、夫といくつかの約束をしていた。

　一人で行動しないこと。同行者の制止に耳を貸すこと。仕方がない。自分は壊れているのだから。わかってはいても、『駄目だ』と言われるたびに、もやもやとした感情がリナレーアの胸の奥に広がっていくのは止められなかった。

「あいつも魔物だ。心配いらねぇ」

　夫の言葉で、そういえばレベッカも魔物だったのだと思い出す。以前ザイラスにそう聞かされていた。レベッカはいったいどんな魔物なのだろう。

（空を飛べるのかも）

「ったく、なんてこった。ひでぇ有様だ」

　アインハウズが悪態をつきながら奥の部屋から戻ってきたので、リナレーアは思考をやめた。

「ああ、すまんね驚かせて。こりゃたぶん、悪戯だろうな。うちにゃ盗られるようなもんはねぇし」

「悪戯？」

　こんなに性た質ちの悪い悪戯があるだろうか。

「心当たりがあるんですか？」

　ザイラスが聞いた。

「どうだろなぁ。俺はさ、街でもちょっと変わり者で通ってるんだよ。隣に立派な家があるのに、こんな小屋で暮らしてるしな」

「あの、先生。よろしければ、今夜は我わが家にお泊まりください。わたくし達もその方が安心ですわ」

「リィナ」

　ザイラスは咄とつ嗟さに妻の名を呼んだが、リナレーアはこの時ばかりは『駄目だ』と言わせる気はなかった。「いいわよね？　あなた」と微笑んで言う。

「ははぁ。申し訳ないが、そうさせてもらうとするか。こんなところじゃ、ゆっくり眠れもしねぇしな」

　アインハウズはそう言うと、ザイラスを見て口元を歪ゆがめて笑った。

「心配するなザイラス。俺は目の前で夫婦がいちゃついてたら寝たふりかます分別くらいあるんだぜ」

　彼の言葉にザイラスは顔色ひとつ変えなかったが、リナレーアはその意味を理解してぼっとゆでだこのように顔を赤くしたのだった。
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　翌朝目覚めたリナレーアは、自分が寝ね坊ぼうしたことを知ってがっかりした。

「二人とも出かけてしまったの？」

　ザイラスもアインハウズも既すでに屋敷にはおらず、レベッカも買い物に出かけていて屋敷の中にはエイダしかいなかった。

「アインハウズ様は家へ戻られました。後日お礼にいらっしゃると」

　昨晩一緒にやるからと言った荷物の片付けも、エイダは一人で終わらせたようだ。

　リナレーアが「ごめんなさい」と言うと、エイダは「大丈夫です」と答え朝食を一階の食堂ではなく二階のレイデ夫妻の部屋に準備してくれた。

　窓からは昨日きのうと変わらぬラシネ河が見える。今日の朝食は、ふわふわのパンケーキだった。紅茶の香りが脳内に巡めぐる。

「旦だん那な様は、奥様がお目覚めになる頃にお戻りになるそうです」

　太陽は中天に差しかかろうとしていた。夫はいったい、妻がいつまで寝ていると思っているのだろう。

（もしかしたら怒っているのかもしれないわね）

　朝になったら謝あやまろうと思っていたのに。リナレーアは息を吐いた。

　昨晩アインハウズと共に屋敷に戻ったレイデ夫妻は、せっかくの旅行初日の夜をぎくしゃくとした空気で過ごしてしまった。原因は自分にあるとリナレーアはわかっている。

　二回の『駄だ目めだ』がずいぶんと尾を引いてしまったのだ。

　リナレーアは珍めずらしく少し腹が立っていたし、ザイラスはそんな妻を持て余しているようだった。二人は早い時間に寝しん台だいに入り、リナレーアが気付いた時には夫は隣にいなかった。

　しかし捜し回る必要はなかった。視線を少し動かせば、窓まど際ぎわの椅い子すに彼が座っているのがわかったからだ。

　ザイラスはこちらに背を向けて肘ひじ置おきに頰ほお杖づえをつき、窓の外を眺ながめていた。

　静かな夜だ。夜の虫や鳥の鳴き声以外は、河の音だけが聞こえてくる。リナレーアはずっと夫のその背中を見つめていて、気がついたらまた眠っていたのだった。

「お手紙が届いております」

　エイダがリナレーアに一枚の封筒を差し出した。

「ありがとう」

　礼を言って受け取ると、差出人を確認して「まぁ」と目を丸くする。

　それは、兄のヴァルターであった。王宮で王の片腕として働く次じ兄けいとは、ほんの二日ほど前に会ったばかりである。

「どうなさったのかしら」

　リナレーアはエイダに渡されたペーパーナイフで封を開けた。手紙に書かれているのは見覚えのある柔やわらかな筆ひつ致ちで、意外なほどに短い文章であった。




『おはようリナレーア。

　ケイティングの街はどうだい？

　できれば私も一緒に行きたかったな。

　君が王都に来てからこうして手紙を書く機会がめっきり減ってしまったね。

　せっかくなので、筆を取ってみました。

　アインハウズ先生にはもうお会いしたかな？　煙草たばこの匂いはきついけれど、素す敵てきな方だっただろう？　ザイラスについていろいろと聞くといい。きっと私やヘンリックとは違う彼の顔を教えてくれるよ。ああただし、酒の飲ませすぎには要注意だ。

　私へのお土産みやげは赤ワインがいいな。

　それでは、くれぐれも気をつけて、休日をたっぷり楽しんでおいでね。


ヴァルター』






　リナレーアは深刻な顔で側そばに控ひかえる使用人を見上げた。

「……エイダ。お兄様は千せん里り眼がんを持つ魔物なのかもしれないわ」

　まるで昨晩の様子を見ていたかのようだ。

　しかし確かに、こうして兄からの手紙を受け取るのは実に久しぶりのことだった。リナレーアがまだ公こう爵しやく領にいる頃は、こうして次兄と近況を伝え合ったものだ。

　ヴァルターからの手紙の最後の方には必ず『くれぐれも気をつけて』という文言が入っていて、リナレーアは兄の気き遣づかいに胸を温かくしたものだった。

　リナレーアはとりあえず手紙は横に置いておいて朝食を摂とることにした。ナイフとフォークを手に取り、パンケーキを小さく切り分ける。

（魔物といえば、レベッカはどういう魔物なのかしら）

　昨晩は、夫に聞く機会を逃のがしてしまった。同じ魔物なのだからエイダはきっと知っているだろう。

「ところでねぇ、エイダ。レベッカはどういう魔物なの？」

　リナレーアは自分の予想を聞いてほしかった。

「空を飛ぶことができるのではない？　そうでしょう？」

　エイダはちらりとリナレーアを見ただけで答えない。否定されなかったことに気をよくして、リナレーアは続けた。

「それともとても足が速いとか？」

　リナレーアはレベッカの背や足に羽が生はえているところを想像して、以前翼つばさを持つ半魔に出会ったことを思い出した。

　半魔とは、魔を引き剝はがそうとした結果心を壊されてしまった哀あわれな魔物のことである。

　一ひと月つき前、リナレーアは翼を持つ半魔によって姉と共に連れ去られて、劇場の地下へ置き去りにされた。心を失った半魔の瞳を見て、リナレーアは自分に似ていると思ったのだ。

　恐怖を失くした自分に似ていると。

（そういえば、どうしてわたくし達はあの時、あの地下へ誘ゆう拐かいされたのかしら）

　自分達を誘拐したのが半魔である以上、首しゆ謀ぼう者しやは『魔物解放団』の人間だろうが目的がわからない。あの地下は、魔具の売買市場として使われていた。『魔物解放団』の人間にしてみれば隠かくしておきたい場所であっただろうに。

「違います」

　リナレーアの思考は、エイダのこの上なく簡潔な返答によって中断された。もはや違うことを考えていた彼女は、目の前の使用人の『違います』が何に対する返答なのかすぐにわからなかった。

　レベッカがどういう魔物なのか、という話題であったと思い出す。

「本人にお尋ねください」

　突き放すようなエイダの言葉に、しかしリナレーアは気分を害したりはしなかった。そういうものなのだろうか、とぼんやり考える。

　魔物にとって、自分がどういう能力を持っているかというのはおいそれと他人に語ってほしくないものなのかもしれない。それは彼らの個性に相当するものだし、確かに本人がいないところで話題にされるのは不ふ愉ゆ快かいだろう。

　リナレーアはパンケーキをまた一切れ口に運ぶと、それをゆっくりと咀そ嚼しやくしながら魔物という存在について考えた。ひとところに留とどまることを知らないレイデ夫人の思考回路はそこから昨晩のアインハウズの小屋の惨さん状じように飛び、それにこのケイティングという街について考えさせた。

　最終的に、彼女は口の中のものをごくりと嚥えん下かした後決定事項としてエイダにこう言ったのだった。

「エイダ、わたくしも出かけるわ」

　エイダはちらりと微笑ほほえむ女主人を見たが、「しかし旦那様が……」と口を挟はさんだりしなかった。了解を口にする代わりに黙だまってリナレーアのカップに紅茶を注そそぐ。そして薄く切ったレモンをカップの中に入れた。

　数分後、リナレーアはエイダと共に馬上の人となっていた。

　手た綱づなを握にぎっているのはもちろんエイダだ。ザイラスとレベッカの二人が馬で街へ出かけてしまったため、屋敷には一頭しか残っていなかった。そのため、この二人乗りになったのである。

　エイダの細い腰にしがみついたリナレーアは、かっぽかっぽと歩く馬に乗ってきょろきょろと周囲を見渡した。街へ行くまでの森の木々は、そこまで背が高くない。彼女は胸いっぱいに緑の香りを吸い込み、樹じゆ冠かんから溢あふれる日の光に手をかざした。

「離れないでください」

　そしてそのたび、エイダに怒られた。

「懐なつかしいわ。わたくし、幼おさない頃はよくこうやってヴァルターお兄様と遊びに出たの」

　リナレーアはうきうきとしていた。

「ヴァルターお兄様は、面おも白しろいものを見つけたらいつもわたくしを誘ってくださったわ。珍しい花、光る石が眠る洞どう穴けつ。旅芸人が来ている村や、美お味いしい食べ物を売っているお店にも連れて行ってくださったの」

　エイダは、（奥様の好奇心を迷めい惑わくなくらい増長させたのは兄君だったのですね）と思ったが言わなかった。こういった言葉をいくつも飲み込んで、無口なエイダが出来上がるのである。

　屋敷から街へと降りる道の途中から、景け色しきが開ける場所があった。右手の森が途と切ぎれ河が姿を現すのだ。そこまでくれば、街はすぐそこだった。赤い屋根の連なりと緑の絨じゆう毯たんがよく見える。

　目の前の美しい光景に見入っていたリナレーアは、視界の中のある一点に気を取られて身を乗り出した。

「奥様」

　落ちそうになる女主人をエイダが腕を伸ばして止める。

「エイダ、ちょっと降りていい？」

　リナレーアは、先に下りたエイダの手を借りて馬を下りた。なんだかんだいって、エイダがリナレーアの要望を嫌いやな顔ひとつしないで聞くのは彼女が好きだからなのだ。

　リナレーアは道のぎりぎりまで行って目を細めた。

「……あれ、アインハウズ先生じゃないかしら？」

　リナレーアが見つけたのは、街の外はずれでぽこんと河側に突き出た崖がけの上に立っているアインハウズの姿であった。

　ザイラスがここにいれば、「よく見つけたな」と驚いただろう。リナレーアにしても、顔が見えるわけではない。背せ格かつ好こうなどでアインハウズではないかと推測しただけだ。

「あそこに行けるかしら」

　リナレーアが言うと、無口な使用人はこくりと頷うなずいて女主人に手を差し伸べた。
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　屋敷から街へ降りる道が分ぶん岐きしているのは、途中の一箇所だけだった。エイダはその分かれ道で街へ降りない方の道を行き、目的の崖のところまでリナレーアを連れて行ってくれた。

「アインハウズ先生！」

　先ほど上の方から見た人物はまだそこにいて、それがリナレーアの推測通りトワニィ＝アインハウズであったことはすぐに証明された。

「……おや、奥方」

　アインハウズは昨日と同じ服装であった。ただしボウタイは外している。

「こんなところでどうなさったの？」

「いや、家の片付けの息抜きですよ。奥方こそ、どうしてこんなところへ？」

「上からあなたが見えましたの」

　リナレーアはアインハウズの隣に行った。目の前が河なのは屋敷の部屋から見る景色と一緒だが、ここからだと街の様子がずっとよく見えた。

　緑豊かなケイティングは立ち並ぶ赤い屋根がまるで作り物の街のようだ。青々としたぶどう畑の中で動いている人が見えるので、そうではないのだとわかる。リナレーアは、昨日通った道を探した。きっと、赤い屋根が整然と線状に並んでいるあの辺りだろう。アインハウズの家は見えるだろうか。

「犯人は見つかりましたの？」

　リナレーアはアインハウズを見て聞いた。

「いいえ。街の自警団には状況を話しましたけどね。犯人が自分から名乗り出ない限り見つからないでしょうなぁ」

　困ったように笑う博士を見て、リナレーアは不思議に思った。

「犯人をご存ぞん知じなのですか？」

　アインハウズは目を丸くした。

「どうしてそう思うんで？」

「不ぶ躾しつけな質問でしたらすみません。正体不明の人間にご自分の住んでいる場所が荒らされたのなら、普通はもっと怯おびえるものかと思いましたので……」

「ははぁ、なるほど」

　アインハウズは視線を上に向けて顎あごひげを撫なでた。

「まぁ、なんていうかな。こんなおっさんになるまで生きてると、いろいろあるもんですわ」

　話したくないのだ、とリナレーアは思った。アインハウズは昨日も、ザイラスに心当たりは？　と聞かれて曖あい昧まいに濁にごしていた。

　リナレーアはこの話題をやめることにした。隠されたら知りたくなるリナレーア＝レイデであったが、相手は夫の恩師である。失礼にあたることは避けるべきだ。

「今日は、ザイラスは？」

「街へ降りているようです。わたくし一人、寝坊してしまって……。屋敷をお出になる際に、お見送りできなくて申し訳ありません」

　主しゆ賓ひんが出て行ったことにも気付かず寝ね惚ぼけていたなどと、伯はく爵しやく夫人にはあるまじき失態である。

「ははは。こちらこそ、奥方にご挨あい拶さつもせずに出てきてしまって申し訳ない。いや昨晩は本当に助かりました。あんなにふっかふかの布ふ団とんで眠ったのは初めてですよ」

「あの、わたくしのことはどうぞリナレーアとお呼びください」

　リナレーアが言うと、アインハウズは破は顔がんした。

「では遠えん慮りよなく、お名前で。リナレーア様、ケイティングはよいところでしょう」

　まだ街をきちんと見たわけではなかったが、今のところ、リナレーアはこの渓けい谷こくの街を気に入っていた。

「ええ。とっても」

「俺はね、この街の出身です。女房もこの街の女でした。息子むすこを産んでしばらくして、死んじまいましたがね」

　アインハウズは街を見下ろした。その瞳には、故郷に対する愛いとしさが溢れている。

「その息子も一年前家を出ていっちまった。あの家は俺一人が住むには広すぎる……。だから今は隣の、あの物置小屋に住んでるんですよ」

（あの家は、先生の家族の家なのね）

　リナレーアは、アインハウズが妻と息子と共にあの赤い屋根の家で暮らしているところを想像した。それは幸福に満ち溢れていたことだろう。一人になった彼が、家族の思い出が詰まった場所にいられなくなったのは過去を思い出すのが辛つらいからに違いなかった。

「女親がいないってんで、息子を育てるのは苦労しました。それでも何かあると、俺は息子をここに連れてきて話をした。俺はね、あいつも俺と同じように街を愛してると思ってたんです。でもそうじゃなかったらしい」

　男が自じ嘲ちよう気味な笑顔を浮かべる。

　雄大なラシネ河は、男の苦悩に耳をすませているかのように凪ないでいた。

「若い奴らには、この街は静かすぎるんですな。あるのはぶどう畑とワインだけ。どいつもこいつも街を出たがってくすぶってる。確かに王都は賑にぎやかで何もかも輝いて見えたが……俺にはこっちの方が美しく見える」

　リナレーアは何も言わなかった。

　外の世界を求める気持ちもわからないではないからだ。リナレーアはいつだってまだ見ぬ何かに憧あこがれた。愛読書である『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』に描えがかれた、不思議の溢れる輝く世界。

　未知であるということは、それだけで輝かしいのだ。だからどうしても心惹ひかれる。

「……つまらない話をしちまったな」

　リナレーアの心を読んだわけではないだろうが、アインハウズは恥はずかしそうに頭を搔かいた。

「いいえ、とんでもございません」

　心からそう言って首を振る。するとアインハウズは、少し眩まぶしそうにしてリナレーアを見た。

「あんたはいい方だ」

　リナレーアは首を傾げた。アインハウズが、自分ではない何かを見ているように感じたからだ。きょろきょろと自分の周りを確認するが、何もない。今日は街を歩き回るつもりなので、着ているのは目立たないベージュのワンピースだ。

「わかりますよ。だからそいつらに好かれてる」

「そいつら？」

　アインハウズはリナレーアの質問に答えなかった。代わりに「さて！」と両腕を上げて伸びをする。

「もう一踏ふん張ばり片付けるかな。あんな部屋じゃ、研究も進められねぇ」

「あの、よろしければお手伝いしましょうか？」

　リナレーアは申し出た。

「はは。ありがとうございます。でも大丈夫です。街でも観光してきたらどうです？　大通りの河側に、『赤い雫しずく』って名前の酒屋があるんで、ワイン買うならそこがお勧すすめだ」

「ありがとうございます」

　礼を言って見送るリナレーアに背を向けると、男は徒歩で街へ降りて行った。

「……そいつら？」

　アインハウズが視界から見えなくなると、リナレーアは再度首を傾げた。

「ねぇ、エイダ。わたくしに何かついているかしら？」

　しかし見る限り、服には木の実も虫もついていない。エイダは上から下まで女主人をじっくりと観察して、「いいえ」と答えた後珍しく続けた。

「服を脱ぬいでいただかないと確かなことはわかりかねますが、恐おそらくそちらは昨晩旦那様がじっくりとお確かめに……」

「どうしたの？　エイダ」

　リナレーアはびっくりしてエイダの言葉を遮さえぎった。この無口な使用人がそんな『余計』と言えるようなことを発言するなんて。

　すると、歌声の美しい女魔物は至し極ごく真ま面じ目めな顔でこう答えたのだった。

「昨晩レベッカに、私はもう少し冗じよう談だんを口にすることが必要だと諭さとされました」

　なるほど、あの陽気なレベッカなら言いそうなことである。

　しかし先ほどのあれが『冗談』だと言うならば、エイダが『冗談』の意味を正確に理解しているのかどうか疑問が残るところだった。

「屋敷の中では基本的に奥様の話し相手は私だけですので、私が努力すべきだと」

　リナレーアは苦笑した。

「あのね、前にも言ったと思うけど、わたくしはあなたがあなたのままで大好きよ、エイダ。変わる必要なんてないわ。もちろん、あなたが変わりたいというなら協力は惜おしまないけれど、そうでないなら今のままでいいの」

　そうだ。

　無口なエイダにだって十分に魅み力りよくがある。勤きん勉べんで物静かな彼女の側にいると、リナレーアはいつだってほっとできた。

　人や物事の魅力というのは、背中に隠れていることがよくある。自分やごく身近な存在には見つけられないそれが、他人からすると明らかだったりするのだ。

　何事にも、視点というのが重要だ。

（そうよ、視点を変えてみたらどうかしら）

『魔物解放団』について、リナレーアは新たな方向から思考することを思いついたが、いったいどの視点から考えればよいかわからず、「うーん……」とその場でしばし唸うなることになった。

「……まぁ、いいわ。とりあえず後で考えましょう」

　リナレーア＝レイデはあっさり思考を切り替えた。

　一つの物事にとらわれないのが、彼女が彼女たるゆえんである。

「行きましょうエイダ。ザイラスを捜しながら街を見て回るの」

　彼女には、夫が行った先に心当たりがあった。
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「まぁ、困ったわ」

　リナレーアはいきなり途と方ほうに暮れた。目当ての店が閉まっていたからだ。

　看板には『シークレーの酒場』と書いてある。夫は昨晩アインハウズに教えてもらったこの酒場に来ているはずだと思っていたリナレーアは、当てが外れて残念に思った。

「営業は日が暮れてからのようです」

　馬を引いたエイダが、近くの人に聞いてきてくれた。

「そう。仕方がないわね」

　ではザイラスは、昨日自分達を襲おそった山さん賊ぞくに会いに来たのではないのかとリナレーアは首を傾げた。街に何か、他の目的が？　まさか本当に、怒って自分とは顔を合わせたくなかっただけなのだろうか。いやそれならば、目覚める頃には帰るとエイダに伝言を残したりはしないだろう。

「すれ違ってしまったかしら」

　リナレーアはアインハウズと話していた間に、夫が屋敷へ戻った可能性に思い至いたった。

　ありうる。けれどせっかくここまで降りてきたのに、またすぐ屋敷へ戻る気にはならなかった。

「まぁいいわ。行きましょうエイダ」

　屋敷に戻ってリナレーアがいないとなれば、ザイラスはまた街へ降りてくるだろう。それよりも、彼女は引き続き街を見て回ることにした。

「エイダも、見てみたいものがあったら言ってね。あら、見てちょうだい！　美味しそうなパンね」

　昼間ではあるが、店や家の前にテーブルと椅子を出してワインを飲んでいる人がちらほらいる。それに大通り沿いでは食べ物を出している店がよく目についた。リナレーアは何も食べずに街へ降りればよかったと後悔した。こういう街歩きは、目についたものを買って食べるのが楽しいのに。

　アインハウズの言っていた店は大通りを半分ほど歩いた先の角にあった。

　看板にはワインの絵が描かれていて、その下に『赤い雫』と店名が書かれている。大きな建物だ。奥には工場らしきものがあった。

　馬の手綱を近くの杭くいにくくりつけたエイダが扉とびらを開けてくれて、リナレーアは中に入った。

（ワインと木の香りだわ）

　リナレーアは、こういう店に入るのは初めてだった。店内にはところ狭せましと樽たるが置かれ、客も何人かいた。天てん井じようは低く、建物自体の大きさに比べて店内はとても狭い。客の一人が樽から直接大きな革袋にワインを注いでいるのを見て、リナレーアは驚いた。

　長い旅に出る場合、水を入れた革袋を携帯することならあるがまさかあれにワインを入れるなんて。

「はい、お嬢じようさん何をお探しですか？」

　店員は気さくだった。紫色の染みがついた麻あさのエプロンをしている中年男性だ。

「瓶びん入いりのものを」

　エイダが言った。

「瓶？　ああ瓶ね。それなら」

「ねぇエイダ。水の袋は持っていないの？」

　リナレーアは念のため聞いてみた。エイダが眉まゆを上げて女主人を振り向く。

「ありますが」

「それならそれに、ワインを入れてもらえないかしら？　他の方と同じように。ね？」

　リナレーアの瞳は好奇心でらんらんと輝いていた。革袋から飲むワインはいったいどんな味がするのだろう。これはぜひ、体験してみなくては。

「……」

　エイダは無む駄だに反対したりしなかった。

「ではこれに、入れてください。魚料理に合うものを」

　エイダが取り出したのは、携帯用の小さな水袋だった。先ほどの客がワインを入れていた革袋に比べてあまりに小さい。

「こんな小ちっせぇのじゃ全然入らねぇぜ」

「これしかないので」

「あー。まぁわかったよ」

「無理を申し上げてすみません」

　うきうきしたリナレーアが『お願い』するように両手を口元に持っていくと、店員の中年男性はデレっと目め尻じりを垂たれた。

「いやあ全然構かまわねぇよ」

　これが、エンブリー家の兄姉きようだい達を操るリナレーアの『お願い』の威い力りよくである。

「昨日、アインハウズ先生が持ってきてくださったのも、こちらのワインなのかしらね」

　リナレーアは言ったがエイダは何も答えなかった。不明であることに対しては、特に答えを返さないエイダである。

　リナレーアはあまりワインの味に詳しくないが、昨晩アインハウズが手土産に持ってきてくれたワインはとても甘くて飲みやすかった。リナレーアのために、そういう種類のものを選んできてくれたのかもしれない。

「アインハウズ？　なんだ、あんた先生の知り合いか？」

　器用なことに一滴もこぼすことなくワインを革袋に入れた店員が、エイダの代わりにリナレーアの言葉に反応した。

「はい。このお店も、先生に教えていただきました」

「ああそうなのか。じゃあもし先生に会うならいつものチーズが入荷したぞって伝えてもらえるかい？」

「チーズ？」

「先生お気に入りのチーズがあってな。昨日店に来てもらった時ちょうど切らしててよ、それが今日入ったんだ」

「まぁ。それならそちらもください」

　リナレーアはいいことを思いついた。

「わたくしが先生にお届けするわ」

　ついでにヴァルターへの土産である瓶入りのワインも選び、エイダに支払いをしてもらい店を出たリナレーアは至極満足していた。ワインにチーズ──完かん璧ぺきな組み合わせだ。

　実のところ、こういった庶しよ民みん的てきな店で保護者なしで買い物するのは、リナレーアにとって初めての体験だった。彼女の認識上、自分よりも年下のエイダは保護者ではないのだ。

（王都に帰って話したら、お兄様はきっとびっくりなさるわ）

　ザイラスはなんと言うだろう。

「エイダ。少し疲れていない？　どこかお店で休んでいきましょうか」

　リナレーアは思い切って言った。

　もちろん、庶民的な店でお茶をして帰る、というのも初めてのことだ。王都ではよくシュシュリアンという菓か子し店へ行くが、あそこは王室御ご用よう達たしなのでこういった街の食堂や軽食店とは格が違う。

　リナレーアはエイダの返事を待たずに「どのお店がいいかしら」ときょろきょろと辺りを見渡した。

　目に止まったのは、美味しそうなパイを食べている人がいる店である。客にも若い娘が多く、外にも中にも席がありそうだ。リナレーアはすたすたとそちらへ歩いて行って、店の中を覗のぞき込んだ。

　カウンターと、テーブルがいくつかある。

（ここがいいわ）

　彼女がここに決めたのは、カウンターの上にずらりと並んだパイがとても美味しそうだったからだ。甘い香りに、顔がほころぶ。

（女の人ばかりだけれど……男の人もいるのね）

　店内には、一つだけ男が一人で座っているテーブルがあった。外がい套とうのフードを被かぶったその男はとても浮いていて、テーブルの上には飲み物しかない。リナレーアはなぜか男が気になった。

　彼は腕と脚を組んで横おう柄へいに座っていた。指先は苛いら立だたしげに動き、一人ぴりぴりとした空気を振りまいている。

　リナレーアは思わず声を上げるところだった。慌あわてて踵きびすを返すと、ちょうどすぐ後ろにいたエイダにぶつかる。

「グレイス伯爵だわ！」

　リナレーアは抑えた声でエイダに訴うつたえた。

「グレイス伯爵よ！　ほら、わたくしがモーム男爵に攫さらわれて『魔物解放団』の夜会に出た時にいた……」

　間違いなかった。

　細い眉と突き出たエラ。それにあの見えているのかわからないような細い目は、間違いなくクラウ＝グレイス伯爵である。

『魔物解放団』の夜会に参加しながら、確か病気療りよう養ようという名目で王都から逃げ出し国王の追及を逃れた中年伯爵。まさかその病気療養先が、この街だったとは……。

「……」

　エイダの眉が寄せられる。彼女は無言のまま女主人を自らの背はい後ごに押しやると、扉に手を押し当てて店の中を覗き込もうとした。

「失礼」

　そこで背後から女性の声がかけられる。彼女らは完全に店の出入り口を塞ふさいでいた。

「ごめんなさい」

　リナレーアはエイダの腕を引いてその場からどこうとした。店の営業妨害をするわけにはいかない。しかし女が続けて放った言葉は、レイデ夫人の行動を止めるのに十分な威力を持っていた。

「まぁ。またこんなところでお一人で……。レイデ伯爵は奥様に首輪をつけておくことを真剣に検討された方がよろしいわね」

　顔を上げたリナレーアは今度こそ驚きの声を上げるところだった。

「マリアンヌ様……」

　そこにいたのは、マリアンヌ＝バレーラだったからだ。

　結ゆい上げた金きん髪ぱつに唇くちびるを彩いろどる赤い紅べに。頭から被った薄うす絹ぎぬは、いかにもお忍びの貴族のように見えた。手には細かい刺し繡しゆうの入った細長い物入れを持っている。『魔物解放団』の女はしかし、宿敵であるはずの魔物使いの妻を見ていつものように微笑んだ。

「ごきげんよう、リナレーア様」

「あなた……どうしてここに？」

　リナレーアがいささか間抜けな質問を口にすると同時に、エイダが女主人を背後に庇かばった。

「……」

　エイダが無言でマリアンヌを睨にらみつける。

　マリアンヌは薄絹を持った手を口元にあてた。

「ふふ。まるで忠実な犬のようね、赤い髪の歌姫。安心なさい。私の目的は、リナレーア様を害することではないわ。今までもこれからもね」

「グレイス伯爵に……会いにきたのね」

　エイダの背後でリナレーアは言った。そうとしか思えない。二人は顔見知りのはずだ。リナレーアが居合わせた二ふた月つき前のあの夜会には、マリアンヌだっていたのだから。

「どうしてこの街に？　何を企たくらんでいるの？」

　もしかして、夫がこの街を訪れることに決めたのは、彼らの動きを察知したからだろうか。アインハウズがいたことの方が偶然？

「何を企んでもいいけれど、何も知らない魔物達を巻き込むのはもうやめて」

　リナレーアは王宮での騒そう動どうで死んでしまった赤い羽の魔物を思い出していた。ガルアダと呼ばれる怪鳥。可か哀わい想そうなあの鳥は、『魔物解放団』に利用されて最終的には死んでしまった。

　マリアンヌは、リナレーアの言わんとするところがすぐにわかったようだった。

「勘かん違ちがいしていらっしゃるようですけれど、ガルアダを死に至らしめたのはあなたの夫おつと君ぎみですよ、リナレーア様」

　それは噓うそではなかった。

　あの怪鳥が死んでしまったのは、リナレーアを救おうとしたザイラスが、持っていた魔剣を投とう擲てきしたからだ。魔物を魔から解放する破は魔ま具ぐであるはずの魔剣は、ガルアダを狂くるわせてついには命を奪った。そして魔剣はそのままマリアンヌに奪われてしまったのだ。

「あの子を故郷から拐さらったのはあなた達でしょう？　魔剣だって……あれは恐ろしいものよ。また悲しいことが起きる前に、破壊してしまうべきだわ」

「あなたは本当に、自分だけが善人のようなお顔をされるのがお得意ね」

「人は誰だれだって、自分が正しいと思うことのために動いているはずよ。あなただって……」

「ああ。やめてくださる？　リナレーア様。あなたのお説教はもう十分です」

　マリアンヌがその表情に苛立ちを見せたのは、リナレーアが知っている中でも初めてのことだった。

　彼女はいつだって、悠ゆう然ぜんと微笑んでいたのに。

「本当に。あなたのような小娘がどうして……」

「奥様」

　エイダがリナレーアを後ろに追いやろうとしたのは、マリアンヌの瞳に憎ぞう悪おを思わせる感情が宿ったからだ。これまで女が内に秘めていた強い感情。周囲をも焦こがす熱。

　しかしマリアンヌは一度目を瞑つぶることによってそれを鎮しずめた。

　少なくとも表面上は、であるが。『魔物解放団』の女は再び艶えん然ぜんと微笑む。

「いいわ、リナレーア様。これを貸して差し上げます。私より少し後で中にお入りになって。言うまでもないことかと思いますが、中ではグレイス伯爵の後ろにお座りになってね。彼はあなたのお顔を知っていますから」

　マリアンヌはそう言うと、自らが被っていた薄絹を差し出した。警けい戒かいしたエイダは手を出さない。代わりにリナレーアが手を伸ばしてそれを受け取ってしまったので、「奥様！」とエイダに軽く叱しかられてしまった。

　マリアンヌは一度笑って、店の中に入っていった。

「エイダ、行きましょう」

「……奥様」

　マリアンヌはどうやら、グレイス伯爵との会話を聞かせてくれるつもりのようだ。顔を隠すものを持っていなかったリナレーアは、渡された薄絹を被って目だけを覗かせた。マリアンヌの香水の甘い香りが鼻び腔こうに入り込む。

「不用心です」

　罠わなだったらどうするのだ、とエイダは言っているのだ。

「盗ぬすみ聞きするだけよ」

　真面目な顔……もとい目でそう言い返すも、実のところ、リナレーアの中にうきうきとしている部分が存在するのも否いなめなかった。だって、正体を隠して会話を盗み聞くなんて。

「大丈夫よ。ね？　こんなに人目のある場所ですもの。無茶なことをするはずがないわ。もちろん、いざとなったら大声で叫んで逃げます。エイダ。これはとても重要な機会なのよ。グレイス伯爵が、どこまで『魔物解放団』に関わっているかわかれば、ザイラスの役にも立てるわ」

　リナレーアは「さぁ行きましょう！」と言うと、エイダの手を引いた。赤髪の使用人が小さく嘆たん息そくしたことにリナレーアは気付いていたが、あえて何も言わなかった。

　今一度薄絹で顔を隠し、扉をそっと押し開く。

　外套のフードを被ったグレイス伯爵は先ほどと同じ場所に座っていた。違うのは、彼の目の前に金髪を結い上げた女がいることだ。リナレーア達が店に入ると、ちょうど注文を聞き終えたのか、店員の女がマリアンヌ達のテーブルから離れるところだった。

　リナレーアとエイダは、グレイス伯爵からは見えない位置に座った。つまりマリアンヌの正面のテーブルである。伯爵は目の前の女との会話に集中していて、すぐ後ろに薄絹で顔をほとんど覆おおった怪あやしげな女が座ったことに気付かなかった。

「お客さん、ご注文は？」

　注文を取りにきた中年の女がじろじろとリナレーアを見る。当然だろう。薄絹を被り椅子の背もたれにかじりつくようにして隣のテーブルの様子を窺うかがっている伯爵夫人は、不ふ審しん者しや以外の何者でもなかった。
















「ブルーベリーのパイを二つ」

　店内の看板に大きく『今日のオススメ！』と書かれていたパイをエイダが注文する。店の女は「……ブルーベリー二つね」と確認すると、何か言いたげにリナレーアを見ながらもカウンターに戻っていった。

　自分の食べたかったパイを以心伝心でエイダが注文してくれたので、リナレーアは心置きなく伯爵とマリアンヌの会話に聞き耳をたてることができた。

「こういう店に入ったからには、パイを注文するのが礼儀というものですわよ、グレイス卿きよう」

　どうやらマリアンヌも同じブルーベリーパイを注文したようだ。今しがた目の前に置かれたそれを上品に切りながら言うと、グレイス伯爵はふんと鼻を鳴らした。

「こんな店を待ち合わせ場所にしたあんたの気が知れないな。私は身を隠しているところだというのに」

「ふふ。身を隠しているとはよく言ったものね。隠れている間に、いったいいくつの魔具をお金に換えたのかしら。もう懐ふところは十分に温かくなったのではない？　でもそれにしては、顔色が悪いわね。風か邪ぜでもひいた？」

「アンニーナ」

　グレイス伯爵は声を低くした。

（『アンニーナ』？）

　リナレーアは瞬まばたいた。マリアンヌは伯爵に偽ぎ名めいを使っているのだろうか。どこかで聞き覚えのある名前である。グレイス伯爵は身を乗り出し、不ふ穏おんな声こわ音ねで言った。

「例のものは持ってきたんだろうな？」

「せっかちね。もちろん、持ってきたわ」

　マリアンヌは小さな布包みをテーブルの上に出した。さっとグレイス伯爵の手が伸びたが、それを避けるようにしてマリアンヌの白い手が布包みを覆い隠す。

　グレイス伯爵が気け色しきばんだ。

　店員の女性がパイを持ってきてテーブルに置いてくれたが、リナレーアにはそれどころではなかった。エイダが「ありがとう」と珍しく礼を言う。

「まさか今さら分け前を寄よ越こせとは言わないだろうな。この対価は支払ったし、あんたとロイダー卿には地下市場を丸ごと譲ゆずってやったはずだ」

　地下市場、と聞いてリナレーアにはぴんときた。

　王都にあるピアットリー座の地下のことだ。魔具の売買がされていた。座長のマイルズが『魔物解放団』の一員だった。

「そのロイダー卿が暴走してしまったの。魔具の値段を吊つり上げるために、一般市民を巻き込んだのよ。おかげで魔物使いに地下市場を暴あばかれてしまったわ」

　それは一月前にリナレーアも巻き込まれた一連の事件の話に違いなかった。自ら進んで関わった、という言い方のほうが正確かもしれないが。

「私の知ったことではない」

「ロイダー卿は、『あの方』に捕らえられたわ。私達のことももう喋しやべってしまっているかもしれないわね」

　リナレーアのいる位置からはグレイス伯爵の顔は見えなかったが、彼が怯ひるんだのは気配でわかった。

「馬ば鹿かな」

　それまでの自信たっぷりな様子が削そがれ、喘あえぐように言う。

「グレイス卿。これを手に入れるのはここでは言えないような苦労があったのよ。あの程度のお金では対価にはならないわ。つまりあなたは私に借りができたの。それに私達、保身のためにも協力するべきだわ。そう思わない？」

　マリアンヌはにっこりと微笑んだ。真っ赤な唇が弧こを描いている。

「……この毒どく婦ふが」

「ずいぶんな言いようね。ねぇ、クラウ」

　リナレーアはどきりとした。

　マリアンヌがグレイス伯爵の名を呼んだからではない。彼女が誘惑するように、布包みから手を離して伯爵の腕を撫でたからだ。その爪つめは蠱こ惑わく的てきに赤い。

「私があげた指輪ももう売ってしまったの？」

　しかしグレイス伯爵はその誘惑には乗らなかった。さっとマリアンヌの手から逃れると、いささか乱暴に布包みを取って懐に入れた。そして彼女の問いには答えずに立ち上がる。リナレーアは慌てて椅子に座り直してそちらに背を向けた。

「あら、もう行くの？　パイが残っているわ」

「あまり私を苛立たせるなよ」

　リナレーアの耳に、マリアンヌのため息と彼女が椅子を引く音が聞こえた。やがて二人が連れ立って店を出て行く。

　もちろんリナレーアには、このまま二人を見失うつもりなんてなかった。

「エイダ。パイは包んでもらってちょうだい」

　腰を浮かせたリナレーアを、エイダが止めた。

「奥様。駄目です」

　真面目な使用人の制止に一瞬、虚きよをつかれたように言葉を失う。

（また、『駄目』なの？）

　リナレーアは混乱した。従うべきか怒るべきかわからなくなったのだ。もちろん、理性では従うべきだとわかっている。自分は壊れているのだし、同行者の制止に従うというのは、この身を危険から守るための最善の対処法だ。

　けれど。

（わたくしは、子供でも人形でもないわ）

　そう叫びたくなった。

『壊れて』はいても、『お人形』ではない。

　しかしリナレーアが叫び出す前に、誰かが店の中に入ってきて彼女の腕を摑つかんだ。

「奥様、何やってるんですか行きますよ！」

　ぐいぐいと引きずられるようにしてテーブルから離れる。

「レベッカ！」

　エイダががたりと立ち上がった。そう、リナレーアの腕を摑んでいるのは、あの金髪の使用人であった。

「エイダ。あんたはそのパイ包んでもらってな」

「レベッカ！」

「いいから奥様行きますよ。見失っちまいます」

　状況がよくわからなかったリナレーアは、レベッカが何を言っているか理解して瞬きをした。そんな女主人を連れて店を出た金髪の使用人は、戸惑いを隠せないリナレーアを見て笑うと、茶目っけたっぷりに片方の目を瞑つぶってみせた。

「奥様。束そく縛ばくする男ってのは女に嫌われるもんです。旦那様はその辺をわかってらっしゃらない。嫌なら嫌って言った方がいいですよ。あなたは自由なんですから」

「でもわたくしは……」

　欠けつ陥かん品ひんなのだ。普通の『女』ではない。

「あなたはあなたです。リナレーア様。恐怖を知らずに無茶ばかりするのがあなたなんだから、苦労するのはあなたに惚ほれちまった旦那様に任せておけばいいんですよ」

　目からウロコ、とはこのことだった。

　リナレーアはもう一度瞬きをした。そしてその時にはもう彼女は決めていて、輝くような笑顔をみせた。

「そう……そうね」

「さぁ、そうと決まれば行きましょう。二人はあっちです。いいですか？　尾行は一定の距離をあけて、近づきすぎず、遠ざかりすぎず、が鉄則ですよ」

「ええ！」

　リナレーアはこっくりと頷くと、レベッカの指導の元マリアンヌ達の尾行を開始したのだった。
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　屋敷へ戻って妻の不在を知ったザイラスは舌打ちをした。まったく、ひとところに留まるということを知らない女である。

「やっぱり鎖くさりでもつけておくか」

　以前誰かに提案されたことを、ザイラスは本気で考えた。部屋に鍵かぎをつけ窓に格こう子しをつけるだけでは足りないのだ。リナレーアは泡あわのようにふわふわと飛んでいって、いつか一瞬で目の前から消えるだろう。

『わたくしは逃げない。ずっとあなたの側にいるわ』

　そう言った彼女の瞳を思い出す。

　ザイラスは二階の夫妻の部屋の窓から森の入り口を見下ろし、もう一度舌打ちをした。

　時間を戻せるものなら戻したい。昨晩のあれは完全に失言だった。

『皆、俺を置いていく』

　あれではまるで小さな子供のようではないか。もう自分は、迷子になるのを恐れる年齢ではないというのに。

　リナレーアは、いつものおそろしく可愛らしい顔に子供を心配する母親のような表情を浮かべてこちらを覗き込んでいた。あの時ザイラスは、驚くべき精神力でもって、何もかも捨てて妻を連れ去りたい衝しよう動どうを抑え込んだのだ。

　もういいじゃないか、と自分の中で囁ささやく声が聞こえる。

　リナレーアに恐怖を思い出させる必要なんてない。それが危険だというなら、彼女を部屋の外に出さなければいいのだ。

　好奇心を満たすだけの物語を用意して、鳥かごのような部屋でリナレーアという鳥を飼かうのだ。悪くない。

　今自分が精神の均きん衡こうを保っていられるのは、いざという時そういった最終手段を取ると決めているからに違いなかった。

　そう……昨晩のあれは失言だったが、本心でもある。

　いわゆる、情と名のつく人の繫がりほど信用できないものはない。

　リナレーアもきっといつか逃げ出す。

　恐怖を、そしてすべてを思い出したら。

「……」

　ザイラスは、自らの瞳が暗く沈むのを感じた。そして嘆息する。

「やっぱり、手に入れるべきじゃなかったかもしれねぇな」

　愛していると語るあの唇が、恋を知って輝くあの双そう眸ぼうが、恐怖でもって歪ゆがめられ自分に向けられるところなど想像しただけで吐きそうになる。

　三度目の、あの音楽会での再会さえなければ。

　すべてを忘れた彼女の笑顔を見ていなければ。

　夢など見なかったのに。

　彼女をこの腕に抱いて幸福に暮らす、途方もない夢なんて。

（昨日の夜）

　この部屋で、なぜか怒っている様子で先に眠ってしまったリナレーアの寝顔を見ながら、ザイラスは本気で考えていた。

　妻の前から逃げ出すことを。

　恐らくそれが、自分が彼女のためにできる最善のことだ。どちらにしろ、いずれ自分はリナレーアの自由を奪う。その羽をもぎ、必要なら手足の腱けんさえ断つだろう。

　恐怖を忘れた彼女が危険な目に遭あわないように。

　あるいは恐怖を思い出した彼女が自分から逃げ出さないように。

　しかし目覚めない妻の頰ほおを撫でていると、不思議なくらいその気持ちは消えてなくなってしまうのだった。

（手放せるわけがねぇんだ）

　今さら、この手を離せるわけがない。

　寝る気が失うせた彼は窓際に椅子を持っていって外を眺めた。そのうち背後でリナレーアが目覚めた気配がしたが、彼女は夫の名を呼ぶことも起き上がることもせず、ただ黙って自分の背中を見つめていた。

　振り向かなくてもわかる、あの視線。

（早く眠ってくれ）

　とザイラスは願った。でなければ彼は寝台に戻ってリナレーアをめちゃくちゃにして、すべてを投げ出してしまっていたかもしれない。

　幸いなことに、ほどなくして子供のような寝息が聞こえてきた。夜の音と妻の安らかな寝息に耳を傾けてようやく胸の内側の衝動と折り合いをつけたザイラスは、寝台に戻りリナレーアを起こさないように抱きしめて眠ったのだ。

（しかし、なんで怒ってたんだ？）

　ザイラスにはその一点だけがよくわからなかった。

　昨晩のリナレーアはアインハウズを連れて屋敷に戻った時点で明らかにどこか不満そうで、ザイラスを寄せ付けなかった。もっとも、先の失言で多少なりとも心の均衡を崩していたザイラスにとっては好都合ではあったのだけれども。

「……？　なんだこれ？」

　その時ザイラスは、クローゼットの下の引き出しから、何やら白い紙が飛び出しているのに気付いた。

「……」

　このクローゼットに衣装などを収めたのはエイダのはずだ。あの真面目で几き帳ちよう面めんな使用人の仕事とは思えず、彼はその白い紙を抜き出した。差出人を見て、それが妻の兄ヴァルターからの手紙であるのだと知る。

「いつのだ？」

　まさか以前きた手紙をわざわざこの旅行先に持ってきたわけではないだろう。

　ザイラスはわずかの躊ちゆう躇ちよもなく封筒を開けた。ここにマーティンがいたなら、『旦那様。それは一歩間違えれば犯罪です』と注意しただろうが、残念ながら良識ある執しつ事じは不在であった。

　手紙の内容を見たザイラスは眉み間けんに皺しわを寄せる。

　どうやら、今け朝さきたばかりのもののようだ。

　手紙を持ったまま窓際の椅子に座り、その内容について考えを巡らせようとしたザイラスは、窓の外に動くものの気配を感じて外を見た。

　するとちょうど、エイダが馬に乗って帰ってきたところであった。

　ザイラスは咄とつ嗟さに手紙を懐に入れると、すぐに踵を返して部屋を出た。小走りで一階に降り、玄関へと通じる扉を開けると同時に問う。

「リナレーアはどうした！」

　エイダは一人だった。リナレーアが外出したのなら、エイダも一緒だったはずなのに。

　生真面目な女使用人は眉間にそれは深い皺を寄せていた。手には紙袋を抱えている。ザイラスでなくても、エイダが怒っている様子なのはわかった。

　この時も、彼女は端たん的てきに答えた。

「奥様はレベッカに誘拐されました」

　どうしてそうなる！

　と叫ぶのを喉のど元もとでこらえたザイラスであった。










[image: ]







　リナレーアには不思議なことがあった。

「どうしてエイダは追ってこないのかしら？」

　彼女の視線の先にはマリアンヌとグレイス伯はく爵しやくの背中が見える。彼らは少し距離を置いて歩いていたのでお世辞にも恋人同士には見えなかったが、気安く声をかけさせないような雰ふん囲い気きは共通していた。

「ああ、あたしがちょっと足止めしたんですよ」

　先ほど『姉し妹まいという設定で歩きましょう。あたし達は、仲のいい姉妹です。いいですか？　大丈夫。仲のいい姉妹は腕くらい組んで歩くものです』とレベッカが言ったので、リナレーアはレベッカと腕を組んで歩いていた。

　もちろん、リナレーアが妹役である。

　ちなみにリナレーアは姉と腕を組んで歩いたことなどほとんどなかったが、あえて反論はしなかった。先ほどマリアンヌに借りた薄うす絹ぎぬはまだ頭から被かぶっている。

「足止め？　足止めって？」

　リナレーアは目を輝かせてレベッカを見上げた。そういえば、彼女がどういう魔物なのかずっと気になっていたのだ。

　しかしこの時も、リナレーアはレベッカの正体について聞くことができなかった。

「あれ？　なんかチンピラに絡からまれてますね」

　そう言われて、視線を正面に戻す。するとなるほど、グレイス伯爵は三人の若者に囲まれていた。この距離からでも「いいから黙だまって金出せよ！」という若者の怒ど声せいが聞こえてくる。

「伯爵って明らかに街に溶とけ込んでませんもんね。旅人狙ねらったカツアゲかな？　でも大っぴらすぎますよねー。あ、見てくださいこの帽ぼう子し、奥様に似合いますよ」

　レベッカがのほほんと言いながら帽子店の店先で足を止めた。

　それが尾び行こう対象と一定の距離を保つためだと気付いたのは少し遅れてからだ。

「うーん。でもちょっと縫ほう製せいが雑かな。あ、こっちはマーティンが持ってそう」

「レベッカ、レベッカ。なんだか皆で一緒に歩き出したのだけれど」

　ちらちらと伯爵達の方を窺うかがっていたリナレーアは、三人の若者が伯爵とマリアンヌについて歩き出したのでレベッカの袖そでをつんつんと引いた。

「お友達だったのかしら？」

「うん。大丈夫見えてますよ。あ、これちょっと虫くってる。管理の悪い店だなぁ」

　外に出ていた店主の鋭するどい眼がん光こうをするりと受け流して、レベッカはまた自然な動作で歩き出した。

　リナレーアは少し感激する。どうやら、レベッカはこういった尾行に慣れているようだ。

「そりゃあ私、こういう諜ちよう報ほう活動が専門ですからね」

「え、そうだったの？」

　えへんと胸を張るレベッカに、リナレーアは本当に驚いて言った。

「どうしてあたしが全然王都にいないと思ってたんですか？　今回ケイティングにいたのだって、屋敷の掃そう除じが目的じゃないんですよ。あの伯爵を監かん視ししてたんですから」

　なるほど。先ほどの店にレベッカが現れたのは偶然ではなかったのだ。

「……ザイラスは、最初から伯爵がこの街にいることを知っていたのね？」

　これはいよいよ、この旅行の目的が単なる休日バカンスではない可能性が濃のう厚こうになってきた。

　夫の恩師に、『魔物解放団』の男。マリアンヌの登場は本当に偶然？　リナレーアは今すぐ夫を問いただしたくなった。

「もちろんですよ。二ふた月つき前の一件から、伯爵は監視下にありました。この街に入ってからはあたしが監視役ですけど、その前までは陛へい下かの配下の者が数人ついてたんですよ」

「ヘンリック様の？」

　二十七歳の若き王ヘンリック＝ゲーテ＝デーメルはリナレーアの兄ヴァルターの友人であり、魔物使いとしてのザイラスの直属の上司である。

　リナレーアから見れば少しお茶目だが極きわめて有能なヘンリック王は、ザイラスに言わせれば『猫被りで最低のクソ野郎』であるらしい。姉も『最低の中の最低』と評していたことを考えると、王にはリナレーアの知らない一面があるようだ。

　レベッカはため息をついた。

「まぁ、病気療りよう養ようはいそうですかとほっとくわけもないですよね。『魔物解放団』の夜会にいるところを奥様に目撃されてから、伯爵は国境の街に潜ひそんでたんですけど……あいつ最低ですよ。商人に魔具を売りさばいてたんです」

「魔具を？」

　リナレーアは目を剝むいた。魔具の売買は、ピアットリー座の地下で行われていただけではなかったのか。

「そーです。まぁ、もちろん全部ばれないように回収済みですけどね。その伯爵が動き出したのが、一ひと月つき前の地下市場の摘てき発はつ直後です。逃げるように国境の街を出て、このケイティングにやってきたんですよ」

「どうして？　国外に逃げるならわかるけれど……」

　グレイス伯爵の名前は既すでに、ピアットリー座の座長マイルズの口から挙がっていた。ロイダー、グレイス、アンニーナ。この三人が、地下市場で売るための魔具を用立てしていたのだと。そのためヘンリック王は、秘ひ密みつ裏りにこの三人の捕ほ縛ばく命令を出した。

　その時リナレーアはあっ、と声を上げた。

（アンニーナって、マリアンヌ様が呼ばれていた名前だわ！）

　だから聞き覚えがあったのだ。そう、マリアンヌは『ロイダー卿きよう』という名前も口にしていたではないか！

　ではマリアンヌが言っていた『ロイダー卿』を捕とらえた『あの方』というのはヘンリック王のことなのだろうか。どうしてマリアンヌはグレイス伯爵との会話をリナレーアに聞かせたのか。二つの名前を持っている理由は？

　ぐるぐるする思考をなんとかまとめようとしていたリナレーアは、伯爵達一行がだんだん人ひと気けのない道に入っていくのになかなか気付かなかった。

「奥様。ちょっとあたし達は道を変えましょう。このままでは尾行がばれますから」

　ぐいと腕を引かれて、リナレーアは「え？」と目を丸くした。

「でも、道を変えたら尾行ができないわ」

　後をついていかないのでは、既に尾行とは言えないではないか。

「大体、向かうところはわかりましたから。覚えがないですか？　この道」

　言われて、リナレーアはきょろきょろと周囲を見回したがわからなかった。街の大通りからはとうに離れている。ここは街を挟はさんで河とは反対側の山の方だ。建物と建物の間隔があいて、周囲には背の高い木が増えていた。

「昨晩通ったでしょう？」

「え？　先生の家へ行く道？」

　リナレーアは驚いた。

「え？　どうして？」

「いいから、とりあえずこっちの山道から行きますよ。大丈夫ですか？　奥様。足疲れてません？」

　もともと街歩きをするつもりで屋敷を出たリナレーアは歩きやすい靴くつを履はいていたが、それでも山道を歩いていくのは少し不安だった。けれどそう言っている状況ではない。

　優しく気き遣づかってくれるレベッカに、リナレーアは笑顔を見せた。

「大丈夫よ。お姉様」

　レベッカはにかっと笑った。

「上等です」
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　リナレーアにとっては幸いなことに、山の中は比較的平へい坦たんで地面の凹おう凸とつも少なかった。ただ頭上を樹じゆ冠かんが覆おおっているため山の外よりも薄暗くじめじめしている。木の幹みきには苔こけが生はえ、土も湿しめりけを帯おびていた。既に靴は泥どろだらけだし、スカートにも泥やどこでついたかわからない染みがついている。

　しかしリナレーアは弱よわ音ねを吐かなかった。

　それどころか彼女はこの『冒険』をやり遂とげることに意欲を燃やしていたし、ずっと諜報活動を行っていたというレベッカはリナレーアが想像する以上のことを知っていて、それを聞くのに夢中になった。

「魔具？」

　こうやって繰り返して聞き返すのはもう何度目だろうか。

「アインハウズ先生が？」

　ありえない。リナレーアはそう思ったが、レベッカはまるで見てきたかのように言った。

「本当ですよ。アインハウズ様は、魔具と引き換えにグレイス伯爵に国外逃亡の手段を提供したんです。あの方は教師になる前は外交官で国外を飛び回ってたそうですから、その人脈は今でも王宮では頼りにされてます。さっき、奥様はどうして伯爵が国境の街から国外に逃げなかったかって聞きましたよね？　ヘンリック王陛下の目が光ってたからですよ。陛下はそれはもう嫌いやんなるくらいしつこく粘ねん着ちやく質しつに国境沿いに監視の目を光らせて、伯爵を絶対国外に出さないようにしてたんです。一度なんか、軽い小こ競ぜり合いもあったらしいですよ。それで進退極まったんでしょうね。地下市場の摘発で自分の身が危ないと思った伯爵は、秘密裏に国を出るために引退して王の目が届きにくい先生を利用しようとしたんですよ」

　そしてケイティングへやってきた。

「そんな……」

　リナレーアには、にわかに信じがたいことであった。だって、あのアインハウズが、悪人に手を貸すだろうか。彼女は夫の恩師である男の人好きのする笑顔を思い出した。

『俺にはこっちの方が美しく見える』

　故郷の街を愛する彼が、悪いことに手を貸すとは思えない。

「まぁ、言いくるめられたって可能性はまだ残ってますけど。魔具だって、悪いものだとは思ってないのかも。グレイス伯爵は今、先生の家に寝泊まりしてるんですよ。小屋じゃない方ですね」

　だからレベッカは伯爵の行き先がわかると言ったのか。そして今自分達も、アインハウズの家へ向かっている。

「……でも先生は、一人で住むには広すぎるからっておっしゃってたわ……」

『その息子むすこも一年前家を出ていっちまった。あの家は俺一人が住むには広すぎる……。だから今は隣の、あの物置小屋に住んでるんですよ』

　あのアインハウズの言葉は噓うそだったというのか。彼の瞳に宿っていた優しさや苦悩は？

「奥様」

　レベッカがぴたりと足を止めたので、リナレーアも立ち止まった。

　金色の髪の使用人は、小さな、けれどしっかりとした意志の宿った瞳で女主人を見つめた。

「なんでも、表があれば裏があるもんです。でもそれは、表が噓ってことじゃない。そうでしょう？」

　まるで自分達のことを言われているようだ、とリナレーアは思った。

　淑しゆく女じよの自分と紳しん士しであるザイラス。

　それは間違いなく対面や世せ間けん体ていのための仮面であるが、自分達の一面であることも間違いではないのだ。

「……先生が伯爵からもらったのは、なんの魔具なの？」

「アインハウズ様はまだ、伯爵から魔具を受け取っていません。要求された魔具は伯爵の手元になかったようですね。そのせいで取引が成立せずに、伯爵はこの街に足止めをくらってたんです。まぁそれも、今日明日までのことになりそうですが」

　レベッカのその意味ありげな言い回しでリナレーアははっとした。

「もしかして、さっきマリアンヌ様から受け取った布包みがその魔具なのかしら？」

　あれは、そんなに大きなものではなかった。拳こぶし二つ分ほどの長さの、細長いもの。

（まさか）

　リナレーアは、あの大きさの魔具に心当たりがあった。

　以前王宮でマリアンヌに奪われたものだ。

　ザイラスがペーパーナイフに鋳い直なおした破は魔ま具ぐ。

　──魔剣。

　レベッカは悪いた戯ずらっぽく笑って、再び歩き出した。

「いい勘かんしてますね、奥様。まったく、魔具ってのは本当にやっかいな代しろ物ものですよ。ろくなことにならない。昨日だって、奥様達は襲おそわれたそうじゃないですか」

　リナレーアは彼女の後を追いながら、「なんの話かしら？」と聞き返した。

「山さん賊ぞくですよ。昨日、来る途中に襲われたんでしょう？　その一人が魔具を持ってたって旦だん那な様言ってましたよ。グレイス伯爵が売ったんでしょうね。今け朝さも、旦那様はそれを回収してくるって言って出て行ったんですから」

（山賊？）

　リナレーアは昨日自分達を襲ったずだ袋達のことを思い浮かべた。

（あの腰こし蓑みののことかしら）

　彼らは腰に鳥の羽根や木の葉を巻きつけていた。そういえば、いかにも不自然な腰蓑だと思っていたのだ。

「腰蓑ね？」

「いえ腰蓑じゃないです」

　しかしレベッカに即座に否定されてしまったのでリナレーアはしゅんとした。

「こう、棒みたいな形のやつですよ。持ってませんでした？　国境で伯爵から魔具を買った商人の証言にあったんです。影を縫ぬい止める力を持った魔具なんですけど、力が弱いから誰だれも買い取らなかったとか」

「持ってたわ」

　確かに、背の高いずだ袋が棍棒を持っていた。そして男はそれを、馬の影の上に刺していたのだ。ザイラスが、『あれはなんだ』と言ったのは、あの棍こん棒ぼうのことだったのか。

「そう……。あれは馬の影を縫い止めてたのね」

　リナレーアはやっと、あの時馬が嘶いなないた理由を理解した。影を縫い止められたあの子は抵抗して押し勝ったのだ。だから棍棒が影から抜けて倒れた。

「ああそうですたぶんそれです。売れ残りだから、安く売ったんですかね。こんな田舎いなかの若者がそんなの持って、人を襲って金銭奪おうってんだから本当世も末ですよ。大方、ここを出て都会で暮らす資金にでもしたかったんでしょうが、甘すぎます。砂糖も真っ青の甘さですよ。ったく」

「今朝、ザイラスはその人達を捜しに出たのね？　でも昨晩先生がおっしゃってたお店はお休みだったわよ」

　間違いない。エイダと一緒に確認したのだ。

「店主を起こして聞いたんじゃないですか」

　リナレーアは目をぱちくりとさせた。なるほどその方法は考えなかった。彼女は夫が、せめて犯罪まがいの方法を取っていないことを祈った。

　山賊未み遂すいの若者達は驚いただろう。昨日自分達が襲った貴族の紳士が、突然現れてせっかく手に入れた不思議の道具を奪ってしまったのだから。

（……あ！）

　リナレーアは声を上げた。先ほどかちりと合わさった頭の中の歯車が、ゆっくりとぎしぎし音を立てて動き出す。

「レベッカ！　彼らだわ！」

　リナレーアはこけそうになりながらもレベッカに飛びついた。

「先ほど、グレイス伯爵に合流した三人組よ！　わたくし達を襲った山賊の人達だわ！」

　間違いない。体格が同じである。のっぽと、中肉中背の二人。偶然にしてはできすぎている。

「彼らは、ザイラスに魔具を取られてグレイス伯爵にお金を返してもらおうとしたのではない？　伯爵は仮にも潜せん伏ぷく中ちゆうだから騒さわぎを嫌って一度はそれを了承して、一緒に潜伏先……先生の家へ向かった。けれど伯爵がそう簡単にお金を返すかしら？」

　返すならそれでいい。あの若者達は無事帰れるだろう。けれどそうでなかったら？

　レベッカの瞳が光る。

　その瞳の輝きに、リナレーアはどきりとした。目の前のこの使用人が魔物であったことを思い出す。

「奥様、走れます？　もう少しなんですけど」

　走れるか？　そんなの愚ぐ問もんだ。

　リナレーアは大きく頷うなずいた。

「もちろんよ！　急ぎましょう！」
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　ザイラスはもちろん、この街にグレイス伯爵が滞たい在ざいしていることも、伯爵がアインハウズと取引したことも承知していた。監視役であるレベッカの報告にあったからだ。

　リナレーアと違い、ザイラスはそれもありうることだと思った。

　アインハウズは研究に身を捧ささげた男である。

　かつて彼は外交のため国外を飛び回っていたが、主おもな目的は言語学の研究であった。様々な国や地域の言語に触れ、アインハウズは貪どん欲よくに知識を求めていった。そんな彼が最終的に『精せい霊れい仮定言語の形成』という言語学者としては前例のない分野に足を踏ふみ入れたのは、彼自身の特殊な能力に起き因いんしていた。

　アインハウズは、精霊を見ることができたのだ。

　精霊という存在に関する学問はない。それは、精霊が不ふ可か視しであり存在が実証されていないからだ。しかしアインハウズにとってそれらは、現実に存在する者達でありながら、姿も言葉も定まらない不思議な存在であった。

『他の誰にも見えない。だから俺はずっと自分がおかしいんだと思ってた』

　アインハウズがなぜその特別な秘密を一生徒であるザイラスに話したのかはわからない。既に彼が、魔物という異端を従えていたからだろうか。

　とにかくかつてあの人気のない校舎内の一室で、アインハウズは語ったのだ。

『けど最近は違う。俺にはな、わかっちまったんだよ。あいつらの存在を実証できるのは俺だけだ。そこにいると他の奴らに示してやれるのは俺だけなんだ。……それには、言葉の力が必要だ。俺が今まで学んできたのは、そのためなんだと』

　彼が『精霊の眼メイレ』と名付けたその双そう眸ぼうに、ザイラスは確かに研究者としての狂きよう気きを見た。

　学問に身を捧げた人間というのは一般的な善悪の区別が曖あい昧まいになりがちだ。彼らにとっては知ることが善であり、知らぬままでいることが悪なのだ。

　もしグレイス伯爵の持っていた魔具がアインハウズの研究に有ゆう益えきなものであるなら、取引は十分に成立しうるだろう。犯罪者を一人国外に逃がす程度のことは、探たん究きゆう心しんの歯止めにはならない。

『初めて聞いたな。なんだ、今王都にはそんなのが出てきてんのか』

　昨晩、ザイラスが『魔物解放団』について質問した時のアインハウズの反応が、噓なのかそうでないのかはわからなかった。噓であるなら、大した役者である。しかし伯爵と取引をしたからといって、アインハウズが『魔物解放団』についても知っているという証拠にはならないのだった。

「とっとと捕つかまえとくんだったかな」

　エイダを屋敷に置いて、ザイラスは馬で駆かけていた。リナレーア達がグレイス伯爵とマリアンヌを尾行していったというなら、向かった先は決まっている。

　アインハウズの家だ。

　昨日訪れたあの家に逃亡者であるグレイス伯爵が隠かくれていることはわかっていたのに、ザイラスが触れようとしなかったのは伯爵を泳がせるためだった。

　伯爵から魔具を買った商人達の証言から、ザイラスは伯爵が所持している魔具を大体把は握あくしていた。少なくとも、あと一つ……『指輪』が手元に残っているはずである。

　傷を癒いやす魔具。

　小さな宝石を台座に収めた指輪だ。

　その所在が確認できるまで、彼はグレイス伯爵を泳がせておくつもりだった。

　しかし状況によってはそうもいかなくなるかもしれない。リナレーアにはレベッカがついている、ということはザイラスにとって慰なぐさめにならなかった。

　レベッカはどちらかといえばリナレーアに近い人間だ。

　もともと裕福な商家の娘であり、両親は魔物であるにもかかわらず娘を愛したが、レベッカは自分の特別な能力を最大限に生かす場を探して家を出た。そしてザイラスに出会ったのだ。

　レベッカは自由を愛している。

　あの女はレイデ家の屋敷の中で誰よりもリナレーアに共感できる人間だったし、そのことはレベッカがエイダを足止めしてまでリナレーアの尾行に協力したことで証明されたようなものだった。

（……それに、またマリアンヌが現れたか）

　あの、『魔物解放団』の女。

　彼女がグレイス伯爵から『アンニーナ』と呼ばれていたことはエイダに聞いた。それに、マリアンヌがグレイス伯爵に渡した細長い布包み。

　もちろん、それが魔剣だと断定するには疑問が多すぎる。

　なぜせっかく手に入れた魔剣をマリアンヌはグレイスに渡した？　それに、アインハウズが取引材料として魔剣を要求した理由は？

（だがたぶん、『魔物解放団』は分ぶん裂れつしていると考えて間違いないだろうな……）

　もしそうなら、マリアンヌが二つの名前を持っている説明もつく。あの女は偽ぎ名めいでもってグレイスに近づいて、その動きを監視していたのだ。

（リィナにグレイスとの会話を聞かせたのは、俺にグレイスを捕まえさせたいからだ）

　一月前、リナレーアと姉ディートリンデをピアットリー座の地下に連れ去ったのも、同じ理由だろう。二人を連れ去った何者かは、魔具の売買が行われている地下市場を魔物使いに摘発させたかったのだ。

『魔物解放団』はトカゲの尻尾しつぽ切りをしようとしている。そしてその尻尾切りの役目を振られたのが、ザイラスというわけだ。

『ロイダー卿は《あの方》に捕らえられた、とマリアンヌは言っていました』

　エイダの証言したそれが、捕縛命令を出したヘンリック王でないことはわかっている。

　マリアンヌの言う『あの方』。リナレーア達を攫さらった翼つばさのある半魔の主人。マイルズに暗示をかけた怪人。

　そのすべてが、魔物使いに尻尾切りをさせようとしているのと同じ人物である。

（そのクソ野郎が、『魔物解放団』の首領だ）

　ザイラスは、ぎりと奥歯を嚙かみしめた。

（偶然なのか？）

　それとも運命なのか。ザイラスはあまりに陳ちん腐ぷなその言葉が嫌いだった。

　けれど仕組まれているのではと疑いたくなるほど、あらゆる歯車が自分の周囲で回っている。

　レイデ家の書斎に飾られた一振りの剣。亡なき伯爵の部屋から見つかった一通の手紙。自分は尻しり拭ぬぐいをさせられているのだという意識がずっとある。なんて皮肉だ。自分が魔物使いと呼ばれているなんて。

（魔物を父に持っているこの俺が）

　屋敷から街へ降りる山道を抜け、人の多い大通りを避けて駆ける。やがて彼の視界に、昨晩見た家の屋根が見えてきた。

　ザイラスは顔色を変えた。

　焦あせる気持ちのままに馬の腹を蹴ける。

　アインハウズの家のずっと手前で樹が数本、倒れていた。そして道の上には男が三人横になっている。彼は馬が完全に脚を止める前に地面に飛び降りると、そのまま一番近くにいた男を乱暴に引き起こした。

「おい！」

「うう」

　幸いなことに、男は生きていた。鼻が歪ゆがみ、血で汚れたその顔が、今朝自分が魔具を回収するため会いに行った若者だとすぐには気付かなかった。名前はそう確か、ニッチとかいったか。三人組の中で一番背の高かった男だ。

　どうやら他の二人も昨日の山賊仲間のようで、皮肉なことに彼らは本当のずだ袋のように打ち捨てられていた。

「何があった！」

「ば、ばけもの……」

　ニッチが、かろうじて呻うめく。

「せんせいと、お、んなが……」

　先生と、女。

　前者はアインハウズのことだろう。女というのは、マリアンヌのことか？　あるいはレベッカか──リナレーア。

　ザイラスは、倒れている樹の方を見た。森の中にこれでもかとばかりに痕こん跡せきが残っている。彼は他の二人に息があることだけ確認してすぐ馬に乗ると、折れた樹を飛び越えて森に入った。

　森の中は、樹が林りん立りつしていて決して走りやすいとはいえない。ところどころに折れた枝などの人の通った痕跡があるものの、追跡が容よう易いでないことは明らかだった。

　ザイラスは器用に手た綱づなを操りながらも、片方の手で懐ふところから出した小さな金属製の笛ふえを吹く。人には聞こえない波長の音を紡つむぐ笛だ。

　ほどなくしてそれは、まずザイラスの上に巨大な影を作った。

　その影を合図にして手綱を引く。ドン、ドン、という樹の幹を蹴る音の後、棹さお立だちになった馬の前に巨大な獣けものが飛び降りた。

《呼ンダカ》

《ケケッ》

《美う味まソウナ馬ジャネェカ》

　三つ頭の灰はい豹ひようが赤い歯は茎ぐきをむき出しにすると、ザイラスを乗せた馬は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。無様に落馬する前になんとか地面に飛び降りた彼は、主人を振り落として一いち目もく散さんに逃げていく馬を見て舌打ちをした。ぎろりと灰豹を睨にらみつける。

「てめぇら犬いぬ鍋なべにしてくっちまうぞ」

《犬ジャナイ》

《クッチマウダッテヨ、ケケッ》

《アア美味ソウナ馬ガ逃ゲチマッタ……》

　ザイラスは乱暴に灰豹の毛を摑つかみ獣の背に跨またがった。

「リナレーアを捜せ」

　生意気で腹の立つ魔物だが、その嗅きゆう覚かくと脚きやく力りよくには疑問を差し挟む余地はない。灰豹はにぃと笑った。

《匂ウゼ》

　そして一度、森を震ふるわせるような咆ほう哮こうをしたのだった。
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　リナレーアの懸け念ねんは半分が当たっていた。

「さて、お前達。金が欲しいならまずこの女を殺せ」

　リナレーアとレベッカが伯爵達に追いついたのは、アインハウズの家の手前の人気のない道だった。声を上げて飛び出そうとしたリナレーアをレベッカが制して止める。

（様子を見ましょう）

　レベッカの視線がそう言っていたので、リナレーアはしぶしぶ樹の陰に戻って身を潜めた。

「殺せだと？」

「何言ってんだあんた」

　若者達が動揺して顔を見合わせる。リナレーア達のいる位置からマリアンヌの顔は見えなかった。グレイス伯爵は、馬ば鹿かにしたように男達を見る。

「言っておくが、お前達に金を返す義理は私にはない。魔具を奪われたのは自じ業ごう自じ得とくだろう。家の金を使い込んだんだかなんだか知らないが、私には関係のないことだ。それでも金が欲しいというなら……対価を払え。この女を殺すんだ」

「ふざけんなよてめぇ！」

「あんな使えねぇもん売りつけやがって！」

　最初にグレイスに摑みかかったのは一番背の高い若者だった。恐おそらく、リナレーア達を襲った時他の二人に指示していた男だ。目が小さく気弱そうな顔をしているが体格はいい。一方で、グレイス伯爵は細身の中年男性である。リナレーアは伯爵が若者に殴なぐり飛ばされるのではないかと思ったが、そうはならなかった。

　彼が胸ぐらを摑んだ瞬間、グレイスの顔色が変わる。リナレーアの目には伯爵がただ若者を振り払っただけに見えたが、「ぎゃあ！」という男の悲鳴とバキという鈍にぶい音でそうではないのだと知れた。

「い、いてぇ！」

　顔を押さえて地面に転がる男に、他の二人が駆け寄る。

「ニッチ！」

「鼻が折れてやがる……！　てめぇ！」

　一人がかっとなった様子でグレイスに摑みかかった。

「この野郎、こんなことしてタダで済むと……」

「汚い手で私に触るな」

　場を凍こおりつかせるようなその低い声で初めて、男達は伯爵の異変に気付く。ニッチを助け起こした若者がグレイスを指差した。

「おい、あんたどうしたんだ。鼻血が出てるぜ」

　少し離れたリナレーアのいる位置からでも、グレイス伯爵が普通の状態でないことは見てわかった。男は充血した目で鼻から垂たれた血をハンカチで押さえる。その手は震えていた。

「……グレイス卿。何を身体に入れたの？」

　問うたのは、マリアンヌだ。

（身体からだに入れた？）

　薬のことだろうか、とリナレーアは思った。精神や身体に大きな影響を与える薬物が世の中には存在する。

　ハンカチについた血を呆ぼう然ぜんと見ていたグレイスは、獣のように鋭い眼光を女に向けた。

「黙れ毒どく婦ふが！　貴様のせいだ！　貴様の『指輪』が……、クソッ！」

　唐突に、グレイスが錯さく乱らんしたようになり、ハンカチを地面に叩きつけて頭を搔かき毟むしる。

「クソ……クソ！　熱い。熱いぞ！」

「おい、こいつやべぇぞ」

「行こうぜ」

　若者二人が、ニッチを支えてその場から逃げ出そうとした。しかしグレイスはそれを許さなかった。恐慌状態に陥っていたその瞳に光が灯ともり、気付くと彼は地面を蹴っていた。

「待て!!」

　驚くほどの俊敏さで、先ほど自分に摑みかかってきた方の若者に飛びつくと殴り飛ばす。男は宙に吹っ飛んだ。

「ぐあ！」

「ドナ！」

　リナレーアがレベッカの手を振り払って森から飛び出したのは、伯爵が返す拳でもう一人の男を殴り飛ばしたのと同時だった。

「やめて、グレイス伯爵！」

　地面に倒れた男達はぴくりとも動かない。ニッチは青ざめてその場に立ち竦すくんでいて、足が完全に震えていた。

「……リナレーア様」

　マリアンヌがこちらを見て目を丸くしている。グレイス伯爵の獣のような眼光が、乱れた髪の間からリナレーアに向けられた。

「グレイス伯爵、落ち着いてください。人を傷つけるのはやめて」

　リナレーアはもう一度言った。

「どうぞこちらへ。わたくしに事情をお聞かせください。どうしてこんなことに？」

　すると伯爵は一度瞬まばたきをして大きく息を吸うと、吐くと同時に前髪を後ろに撫なでつけ笑顔を作った。

「やぁ、これはレイデ夫人」

　そのにこやかな笑顔が彼の狂気を物語っているかのようだった。伯爵の拳には先ほど殴った男の血がついているのに、彼はそんなことは起きていないかのように振る舞う。

「大変ご無ぶ沙さ汰たしておりますな。いや、こんなところでお会いするとは」

　伯爵は両手を広げた。

「どうしてこの街へ？　観光ですか？」

　状況がよく理解できないニッチは、動かない仲間達を一度見てからその場から逃げ出そうとしたようだった。ず、と思うように動かない足を引きずるようにして後ずさる。しかしそれがいけなかった。

　グレイスは、リナレーアを見たまま拳を振るった。

　バキ！

　というひどい音がしてニッチがその場に倒れる。リナレーアは息を飲んだ。

「ああ、申し訳ございません。害虫はね、そのままにしておいては百害あって一利なしですからな」

「グレイス様。彼らは人間です。害虫ではありません」

　リナレーアはこの時自分が恐怖という感情を忘れていることに感謝した。もしそうでなければ、無様に震え、泣いてしまっていたかもしれない。

　伯爵は普通ではない。たぶん……狂くるってしまっている。

「人間？　ははは。夫人は面おも白しろいことをおっしゃる。このような汚い身なりのゴミが、我われ々われと同じ人間のはずがないではありませんか」

「いいえ、人間ですわ。伯爵。皆、同じ生命いのちを持った生き物です。彼らも……魔物も」

　グレイスの瞳が怪あやしく光る。彼は一度目元をぴくりと震わせたが、あくまで紳士的な笑顔は崩くずさなかった。

「魔物も……ね。さすが、魔物使いの奥方はおっしゃることが違う。ははは。ああいえ、私には隠すことはありませんよ。すべてわかっていますから。ですがね、レイデ夫人。間違っているのはあなた方の方ですよ。『魔物解放団』は別におかしな組織ではない。数ある社交界のサロンの一つです。まぁ、公おおやけにはされていないサロンではありますがね。我々は、魔物という異物から魔具という特別なものを作り出し、さらに魔物さえも作り出すことのできる、選ばれた知的な者達の集まりなのですよ」

「……本気で、おっしゃってるの？」

　リナレーアは目眩めまいがした。

（魔物という異物ですって？）

　二月前の夜会を思い出す。あの時、自分を嘲ちよう笑しようした者達。流りゆう麗れいな音楽の中に淀よどむ明確な悪意。信じられない。本当に、伯爵はそう思っているのだろうか。

　自分達は間違っていない、と。

　自分達と『違う』者はすべて『異物』であると？

「もちろん、本気ですよレイデ夫人。間違っているのはあなた方だ。嘆なげくべきは、そんなこともわからない愚ぐ王おうのせいでこの私が王都を追われたことです！」

　グレイスが足元に横たわった男を蹴りつけたので、リナレーアは「伯爵！」と声を上げた。

　ニッチはもう意識を失っていて人形のように動かない。その腹を、グレイスは何度も蹴りつけた。

「この！　ゴミと！　同じ場所で過ごさなくてはいけなくなった私の！　気持ちが！　わかりますか！」

「伯爵！」

　リナレーアは駆け出して伯爵を止めたかったが、誰かに羽は交がい締じめにされているかのように身体が動かない。彼女は自みずからの四し肢しを見下ろした。

（……何!?）

　何か、糸のようなものが巻きついているように見える。そのせいで手足が動かないのだ。

「ルド！　やめて！」

　リナレーアがその正体を確かめる前に、声が上がった。視線を戻したリナレーアは、男に覆い被さる薄紫のドレスを見た。マリアンヌだ。伯爵が醜みにくく顔を歪める。

「アンニーナ！　またお前が私の邪魔をするのか！」

「マリアンヌ様！」

　グレイスは、相手が女でも容よう赦しやはしなかった。男の足先が女の脇腹に食い込み、骨が折れるような鈍い音がリナレーアの耳に聞こえた。

「マリアンヌ様！」

「何をしている！」

　どうしようもないその状況に飛び込んできたのは、中年の男の声だった。

　アインハウズだ。道の先の、博士の小屋から駆けてくる。荒らされた部屋の片付けをしていて、この騒ぎを聞きつけたのだろうか。

「伯爵！　これはどういうことだ！」

　アインハウズはリナレーアを見て、地面に倒れる男達とマリアンヌを見た。

　マリアンヌは気を失いこそしていなかったが、折れた肋ろつ骨こつを押さえて脂あぶら汗あせを浮かべている。

「やぁ、これは先生」

　グレイス伯爵は再び紳士の笑顔を浮かべた。彼は肩で息をしていて、その足元には蹴りつけられた男女が転がっている。あまりに異様なその光景を前にして、アインハウズは喘あえぐように口を開いた。

「……伯爵。すべてあなたが？」

「なに、お気になさらないでください。ゴミ共を排はい除じよしただけです。ところで、お望みのものが手に入りましたよ。さぁこちらです。これであなたの半魔の息子を取り戻すことができる。取引は成立ですね。今日中に船を用意していただきたい。愚王が治めるこのような腐くさった国には、もう一日だっていられませんからね」

　この時リナレーアは、やはりアインハウズはグレイス伯爵と取引をしたのだ、と少なからず衝撃を受けた。

　グレイスは、懐から布包みを出してアインハウズの方へ投げる。先ほど、マリアンヌが渡した布包みだとすぐにわかった。

　地面に転がった包みから中身が飛び出す。

（魔剣……！）

　見覚えのあるペーパーナイフは、夫が鋳直したあの破魔具に違いなかった。

　アインハウズが眉み間けんに深い皺しわを寄せ足元に転がった破魔具を見て、また伯爵を見る。

（半魔の息子ですって？）

　グレイスは確かにそう言った。

『女親がいないってんで、息子を育てるのは苦労しました。それでも何かあると、俺は息子をここに連れてきて話をした』

　自嘲気味に笑ったアインハウズの顔を思い出す。

　あの時語っていた息子のことなのだろうか。本当に、アインハウズに半魔の息子が？

「……」

　アインハウズは息を止めるように口を引き結び、膝ひざを折った。そして魔剣に手を伸ばす。

「先生！」

　リナレーアは声を上げた。

「それを手に取っては駄目です！」

　直接触れるのは危険すぎる。あれは、心の奥底の欲求を引き出す恐ろしいものなのだ。

　するとアインハウズは泣きそうな顔でリナレーアを見た。

「……リナレーア様。俺の息子は一年前、魔物を研究すると言って家を出た」

　魔物を。

（……研究する）

「家を出て数ヶ月で、手紙が来たんだ。『魔物解放団』って組織に入った。ここでなぜ魔物が存在するのか突き止めてみせるってな」

　リナレーアは、全身の血が逆流するような心地ここちに陥った。

『魔物解放団』。

　アインハウズはそれを知らないと言っていたが、あれは演技だったのだ。

「一月に一度は来ていた手紙が届かなくなったのは三み月つき前のことだ。俺は息子の行方ゆくえを必死で調べて……あの子が、組織の実験台になったことを知った。人間を、魔物にする実験だ。人工的に魔物を作る……。そんな馬鹿なことに、俺の息子は利用された……！」

　アインハウズの両目からぼたぼたと涙が溢あふれる。

「俺のせいだ……！　息子は、俺を理解しようとしていた！　精霊を見ることができる俺を理解し、同じ道に進もうとした……！　だから俺が、あいつを助けてやらなきゃならねぇ！」

「先生！」

　その指先が魔剣に触れる直前にリナレーアは叫んだ。

「お願いです。それを手に取らないで。それを手に取ればあなたもおかしくなってしまう。グレイス伯爵は裁かれねばなりません。あなたの息子さんを実験台にしたのは伯爵です。彼を野放しにしては駄目です……！」

　先ほどグレイスの言った意味はこういうことだったのだ。

『我々は、魔物という異物から魔具という特別なものを作り出し、さらに魔物さえも作り出すことのできる、選ばれた知的な者達の集まりなのですよ』

　あれは、こういう意味だった！

「先生！　剣を取らないで！」

　リナレーアは必死で頭を働かせた。アインハウズを止めなくては。
















「先生はご存知だったのではないですか？　ご子息の実験に伯爵が関わっていることに。先生が、伯爵をこの街に呼んだのではないのですか？　ご子息を元に戻せるのは、実験をした本人しかいないと思ったから……！」

　でなくては、国から逃げられずに進退窮きわまったグレイスが、どうしてアインハウズの力を借りることを思いつくだろう。

　二人に面識があるとは思えない。グレイスは社交界の外を知らない生きつ粋すいの貴族で、アインハウズは国外を飛び回る外交官だった。退官後は学校の一教師をしていたが、グレイス伯爵に子供はいない。

　つまり本来二人に接点などないのだ。

「先生。わたくしは以前、魔剣に刺された魔物が息絶えるところを見ました。魔剣はまだ未知の魔具なのです。伯爵は確約しましたか？　その魔具でご子息が元に戻ると。本当に？　お願いです。ご子息のように、あなたまで利用されないで……！」

　アインハウズの顔は見えない。けれどリナレーアは言葉が男に届いていることを願った。

　言葉が世界を作ると言ったのはアインハウズだ。

　彼には、リナレーアのそれに耳を傾けることができるはず。

「黙れ！」

　アインハウズが何か答える前に、伯爵がリナレーアに飛びかかろうとした。

　しかしその手が彼女にかかる直前でぴたりと止まる。まるで操り人形のように動きを止めたグレイスは、血走った目で動かない指先を睨んだ。

「なんだ？」

「あんたみたいな最低野郎が奥様に触ろうなんて百年早いのよ」

　リナレーアは振り向いて声を上げた。

「レベッカ！」

　すると、金きん髪ぱつの使用人は自信たっぷりに片方の目を瞑つぶってみせる。

「まったく、世話が焼ける奥様ですね」

「あなた……」

　レベッカの金色の髪が、まるで意志を持った蛇へびのようにうねうねと動いていた。よく見ればその髪の一部が伯爵に巻きついて動きを止めている。

　リナレーアは、そういえばいつの間にか自分の拘こう束そくが解とけていることに気付いた。先ほど駆け出そうとした彼女を止めたのも、レベッカだったのだ。責めるような女主人の視線に気付いたのか、レベッカが息を吐いて肩を竦める。

「あたしの最優先事項はあなたなんですよ、奥様。他の人間も、さすがに死にそうになったら対処しますが怪け我がくらいならあたしが手を出すところではありません」

「離せ！　離せええ！」

　伯爵が唾つばを飛ばして叫ぶ。額ひたいには血管が浮かび、鼻から再び血がとろりと流れた。四肢を拘束する金色の髪の毛から逃れようとする腕は赤黒く変色している。

「この小娘が、離せえ！　何をしているアインハウズ！　その魔剣を取りこの女共を殺せ！　息子を取り戻したいのなら俺の命令通りに動け！　この女共をおおお！」

　グレイスのその狂気は、アインハウズに冷水を浴あびせた。

　今にも地面に落ちた魔剣を手に取るところだった彼は、短く肩で息をしながら一度リナレーアらを見て強く目を瞑った。そして次の瞬間には、彼の呼吸は落ち着いていた。

「精霊には、血や憎悪は汚けがれだ。……伯爵、やはり取引は無効にしてもらう」

　アインハウズは何も取らずに立ち上がった。研究者らしい冷静さの宿った瞳で伯爵を見み据すえる。

「あんたは狂っている。国の外に出すわけにはいかない。犯罪を犯したなら裁かれるべきだ。私の息子もそう言うはずだ」

「……ぐあああああああ！　くそ！　くそ！　離せえええええ！」

　グレイスが咆哮した。

「お前だ……！　リナレーア＝レイデ！　アンニーナがお前を連れてきたあの夜会からすべてが狂ったのだ……！　お前もアンニーナも許さん。決して許さん……！」

　その強烈な力で、伯爵の左腕が拘束から逃れる音がぶちぶちと聞こえた。レベッカの髪の絡みついた腕がリナレーアに向かって伸ばされたが、それを再びレベッカが搦からめ捕とる。

「……ぐ。奥様、逃げてください！」

　レベッカが怒ど鳴なる。

　先ほど吹き飛んだ若者達からも察せられるように、グレイス伯爵の力は尋じん常じようではない。魔物であるレベッカであっても、いつまでも抑えられるものではないのだ。

　リナレーアは小さく頷くと、ニッチの側そばでようやく身体を起こしたマリアンヌに駆け寄った。

「マリアンヌ様。逃げましょう。あなたも危ないわ」

　マリアンヌは信じられないとでも言いたげにリナレーアを見上げた。顔色が悪い。相当痛むのだろう。

「……でも」

「いいから、わたくしに摑まってください！」

　リナレーアはマリアンヌの腕を肩に担かつぐとなんとか立ち上がった。痛みで呻く彼女の腰を支える。

「離せええええ！」

　伯爵が獣のように叫び、樹々が震えた。

　森に入りしばらくすると、背後の樹が倒れるような音が聞こえた。

　足手まといの自分達さえいなくなればレベッカ達は大丈夫だと、リナレーアには信じて走ることしかできなかった。
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「マリアンヌ様、頑がん張ばってください」

　リナレーアはそう言って自分に寄りかかる女を叱しつ咤たしたが、顔色の悪さから彼女がそう長く歩けないことは明らかだった。リナレーアは途中で逃亡を諦あきらめ、姿を隠かくすことができる場所を探した。

　見つけたのは、岩場の隙すき間まのような洞どう窟くつであった。

　中に足を踏ふみ入れてみると、むき出しの岩でできた地面が奥に向かって下方に傾いている。当然ながら照明はなくこの洞窟がどこまで深いのかわからない。苔こけむした内部は黴かび臭くさかった。

「マリアンヌ様、ここで座ってらしてください」

　リナレーアは洞窟の中に入り、視界がきくぎりぎりの場所でマリアンヌを座らせた。そしてゆっくりと壁に寄りかからせる。

「わたくし、少し外の様子を見てきますね」

　すっかり血の気が引いたマリアンヌは、肋ろつ骨こつを押さえて短い呼吸を繰り返していた。先ほどから一度もリナレーアと顔を合わせようとしない女を何度か振り向きながら、リナレーアは洞窟の入り口へ戻る。

　彼女は岩場から顔を覗のぞかせるようにして外の様子を窺うかがった。

　耳をすませても追っ手が草を踏む音は聞こえてこない。この洞窟に届いてくるのは葉がこすれ合う音と鳥や小さな獣けものの鳴き声だけで、レベッカとアインハウズが、伯はく爵しやくをよく足止めしてくれているのだろうと思われた。

　リナレーアは洞窟の奥へ戻り、先ほどと同じ場所にマリアンヌが座っているのを見つけて不思議とほっとした。

「伯爵は追ってきていないようです」

　そう言って、マリアンヌの隣に腰を下ろす。

「傷はどうですか？　見せてください」

「大丈夫よ。少し骨が折れただけ。今鎮ちん痛つう剤ざいを飲みました」

　マリアンヌは、肋骨を押さえていない方の手でリナレーアを止めた。リナレーアは驚く。

「鎮痛剤をお持ちだったの？」

　ずいぶんと用意のいいことである。

「備えあれば憂うれいなしと言うでしょう？」

「早くお医者様に診みせないと」

「そうね。でも今はあまり動き回らない方がいいでしょうね」

　マリアンヌの言う通りだった。

　恐おそらく、助けがくるまでここから動かないのが正解だろう。森の中を無む闇やみに歩いてもどこへ出るかわからない。怪け我が人にんを抱かかえて遭そう難なんする危険を冒おかすより、レベッカか夫が自分達を見つけ出してくれるのを待つ方が得策に思えた。

「……どうして私を助けたの？」

　マリアンヌのその質問に、リナレーアは瞬まばたきをした。

　女は目を伏せている。洞窟の中は涼すずしかったが、マリアンヌは痛みのせいか汗を浮かべていた。

　なぜかと聞かれるとは思わなかった。グレイス伯爵は、リナレーアとアンニーナを許さない、とはっきり言ったのだ。自分が逃げるなら当然マリアンヌも一緒だとリナレーアは疑わなかった。

「あなたも危険だったわ」

　そう答えると、初めてマリアンヌはこちらを見た。目を細めて、わずかに微笑ほほえむ。

「リナレーア様は、私を嫌いなのではなかったかしら」

　確かに、最初はそうであった。

　モーム男だん爵しやくを実験動物だと言い切ったマリアンヌに、リナレーアは明確な嫌けん悪お感かんを抱いだいたのだ。そしてそれをマリアンヌ自身に告げさえした。

　けれどこの女性に対する感情は、単純な嫌悪にはとどまらなかった。憧あこがれ？　憐れん憫びん？　名前をつけるには複雑すぎる。

　彼女はあまりに自分と対極なのだ。リナレーアが見ていないものを見て、リナレーアにないものを持っている。

『ルド！　やめて！』

　マリアンヌ＝バレーラ。彼女が悲ひ鳴めいのような声を上げるところを、先ほどリナレーアは初めて見た。

　泣きそうな声で叫んで男を庇かばったマリアンヌは、それまでリナレーアらを翻ほん弄ろうした『魔物解放団』の女と同じには見えなかった。

「マリアンヌ様は、どうして伯爵があんなふうになったかご存ぞん知じなの？」

　リナレーアは、『ルド』という名の持ち主ぬしについて問う代わりに別のことを聞いた。なんとなく、簡単に聞いてはいけないことのように思ったのだ。

　マリアンヌは息を吐いた。

「恐らく、魔具を取り込んだんでしょうね」

「魔具を……取り込む？」

『……グレイス卿きよう。何を身体に入れたの？』

（マリアンヌ様のあの言葉は、薬のことではなかったの？）

「リナレーア様は、魔具がどうやってできるかご存知？」

　マリアンヌは、まるでできの悪い生徒に教える教師のように優しく聞いた。

「いいえ、知りません」

　魔物から魔を分離させる研究の過程で生まれたのが魔具だとリナレーアは聞いていた。その詳しい製造方法までは知らない。

（普通、そういうのって機密なのではないかしら）

　リナレーアはそう思ったが、マリアンヌはあっさりと答えた。

「ほとんどの場合はね、魔物から抜いた血で作られています。鉄に血を混ぜて剣を作ったり、血で染めた糸で布を織ったり、血を混ぜた絵の具で絵を描いたり……といった具合ね」

「……悪趣味ですね」

「おっしゃる通りよ」

　マリアンヌは笑顔を崩くずさなかった。

「血で作られているせいか、魔具は人との親和性がとても高いの。つまり、簡単に人の一部になってしまうのよ。その特性を生かして、人に魔具を埋めて魔物のようにする研究が行われるようになったわ」

　リナレーアは青ざめた。

「人工的に魔物を作る研究……」

　それはまさに、先ほどグレイス伯爵が言っていたことではないか。

「でも……そんな方法で魔物が生まれるはずがないわ」

『魔物ってのはつまり、魔が宿った生き物のことだ。魔は世界中のあらゆる隙間から滲にじみ出てて、たまたまそこに触ふれた者を魔物にする』

　以前ザイラスがそう言っていた。魔物になるのは母親の腹の中だという。だから魔物というのは、皆生まれながらに魔物なのだと。

「そうね。まだ成功例はないわ。……実は半魔達は、その研究の失敗例なのよ」

「え？　でも、半魔は元は魔物だって……」

　リナレーアにそう教えてくれたのは次じ兄けいのヴァルターだ。半魔というのは、魔物から魔を剝はぎとった成なれの果てなのだと。

　これまで会った半魔達を思い出す。虚うつろな瞳は、感情をなくした人形のようだった。

　そこまで考えてリナレーアははっとした。

　だからグレイスは、アインハウズの息子むすこを半魔だと言ったのか。……恐ろしい実験の失敗例だと。

「リナレーア様。今『魔物解放団』は一枚岩ではないわ」

　マリアンヌは憐あわれむようにリナレーアを見ていた。鎮痛剤が効いているのだろう、もうあまり痛みを我が慢まんする様子は見られない。

「団の趣しゆ旨しは魔に苦しめられる者を救うこと……。しかし水面下では、ただ魔を私欲のために利用しようとする者達が多くいるの。半魔を作り出したのはそいつらよ。そして建たて前まえのために、魔物を救おうとして失敗したのだと報告した」

　矛む盾じゆんしているからだ。『魔物解放団』が、魔物を作り出そうとしているなんて。

　そんなのはただ、魔に苦しめられる者を増やすだけなのに。

「私欲のために動いている者達の首しゆ謀ぼう者しやといえるのがグレイス伯爵だった。私はアンニーナと名乗り、彼に迎げい合ごうするふりをして近づいたの」

　つまり、マリアンヌはグレイス伯爵側の人間ではないということだ。

　リナレーアはこの時になってやっと理解した。彼女がグレイス伯爵との会話を自分に盗ぬすみ聞きさせた理由。マリアンヌはきっと、伯爵の動向がリナレーアを通してザイラスの耳に入ることを期待した。

「あなたは……夫にグレイス伯爵を捕とらえさせたかったのね？」

　リナレーアが聞くと、マリアンヌは一度驚いたように目を丸くしてから答えた。

「リナレーア様があのまま私達を尾び行こうしてくるのは予定外でしたけどね」

　やはり、そうなのだ。

「先ほどの話だけれど、グレイス卿が取り込んだのは、恐らく私の『指輪』でしょうね。覚えてらっしゃるかしら？　初めてリナレーア様にお会いした夜は、この指にあったのだけれど」

　リナレーアは首を傾かしげた。

　マリアンヌと初めて会った夜というのは、モーム男爵に攫さらわれて参加した夜会の夜だ。確かにあの時マリアンヌは、その指にきらきらとした指輪を嵌はめていた。紫色の小ぶりな宝石がついた指輪である。

　しかし次に王宮で会った時、彼女はあの指輪をしていなかった。

「あの指輪は、血流を活性化して傷を治ち癒ゆする力のある魔具なの。私はお近づきの印しるしに指輪をグレイス卿に差し上げたわ。けれど逃亡中のグレイス卿が売りさばいた魔具の中に、あの指輪はなかった……」

　リナレーアはわずかに眉み間けんに皺しわを寄せたが、抱いた違和感を今追及するのはやめておいた。

「グレイス卿は、国境の町に潜ひそんでいる時に国外へ出ようとして少し無茶をしたそうね。……ここからは私の推測だけれど、その時、結構ひどい怪我を負ったのかもしれないわ。その治療のために、彼は『指輪』を取り込んだ。グレイス卿のあの様子から見ると、そう考えるのが一番妥だ当とうでしょう」

「……伯爵も、半魔になってしまったということですか？」

　魔具を取り込む、ということはそういうことではないのか。マリアンヌは頷うなずいた。

「なりつつある、と言えるでしょうね。魔具を埋め込まれた者は徐々に正気を失い精神が破は綻たんする」

「徐々にというのは、どれくらいで？」

　リナレーアは、アインハウズの息子のことを考えていた。

　彼の息子が連絡を寄よ越こさなくなったのはいつだと言っていた？　確か三み月つき前だ。もうアインハウズの息子の心は壊れてしまったのだろうか。

「取り込んだ魔具やその本人の精神力にもよるけれど、完全に自じ我がが失われてしまうのに最短で一ひと月つき……といったところかしら」

　このことをアインハウズに告げるべきかどうか、リナレーアには判断できかねた。

　夫はどこまで知っているのだろう。半魔の正体までは知らないはずだ。ではアインハウズの息子のことは？

「……マリアンヌ様。あなたは今、グレイス伯爵以外の人の命令で動いているのね？」

　ここだけは、はっきりと確認しておかなくてはならなかった。

　恐らくマリアンヌの上にいる人間こそが、『魔物解放団』の本当の首領だ。

　しかしマリアンヌはもうリナレーアから顔を逸そらし、ぼうっと苔こけむした石を見ていた。

「マリアンヌ様」

　リナレーアは鎮痛剤の副作用を心配した。眠ってしまわれては困る。いざという時、リナレーアではマリアンヌを担かつぐことはできない。

「……リナレーア様。ご夫ふ君くんを愛していらっしゃる？」

　マリアンヌは唐とう突とつに聞いた。

　リナレーアは動揺する。

　そういえば、昨晩から夫には会っていない。昨日の夜はリナレーアが怒っていたので、ろくに会話もしなかった。今思えばなんてくだらないことで腹を立ててしまったのだろう。ザイラスが自分を心配してくれていることは明らかなのだから、それに反発するのはただのわがままというものだった。

　次に会ったら謝あやまろう、とリナレーアは決めた。

　次に、会ったら。

「私の夫は砂漠で死んだわ」

　マリアンヌのその言葉に、リナレーアはどきりとした。女は過ぎ去った過去を見るように瞼まぶたの帳とばりを半分下ろしている。

「部族間の争いに巻き込まれたの。夫は石せつ工こうの職人で……ある部族の大切な遺い跡せきを修理していた」

（魔物に殺されたのではないの？）

　以前ザイラスがそう言っていたのだ。マリアンヌ＝バレーラの夫は魔物に殺された。だから彼女は魔物を憎にくんでいるのだと。

「夫は真ま面じ目めに修理をしていたわ。ところがある夜、遺跡は魔物に襲おそわれて崩ほう壊かいした。依頼主ぬしである部族は大だい激げき怒どしたそうよ。これまで、神聖とされたその遺跡が魔物に襲われるなんてことなかったから。魔物の仕し業わざだと証言したのは夫だけだった。だから夫が疑われて、彼は部族の人間達になぶり殺しにされた」

「……」

　リナレーアは声さえ発することができなかった。何も言葉が出てこない。マリアンヌの夫に実際に手を下したのは人だったのだ。魔物は彼の死の原因でしかなかった。

「結局、犯人は敵対する部族の人間だった。魔物に遺跡を襲わせたの。私のところには夫の遺い体たいだけが送られてきたけれど、謝罪の言葉もなかったわ。そのすぐ後よ。リナレーア様の夫君が、二つの部族の祖先が一つの部族であることを明らかにしたのは」

「それって……」

　聞いたことのある話だった。以前、魔物憑つきのモーム男爵が言っていたことだ。

『伯爵の研究のおかげで、紛争が収まった部族もあるそうですよ。言語体系を調べたところ、当時紛争をしていたその二つの部族が、昔一つの集落で暮らしていたことがわかりましてね。和解のきっかけになったとか』

　あれが、マリアンヌの言う敵対する部族のことだというのか。

「レイデ卿の論文発表以後、部族同士の関係は修復に向かった……。なぶり殺しにされた私の夫のことなど、誰だれも触れなかった。皆が戦いに疲れていたのでしょうね。遺跡の破壊は、一人の石工職人の蛮ばん行こうだということにした方が都合がよかったのよ」

　マリアンヌは目を瞑つぶったが、その瞳から雫しずくが溢あふれることはない。きっと彼女の涙は既すでに枯かれてしまったのだ。最愛の夫を失った時に。

「私の夫……ルドヴィは、優しい人だった。私達が暮らしていた砂漠の街は部族間の争いで度たび々たび被害に遭あっていて、彼はいつも、その争いがなくなることを願ってた。それなのに争いがなくなると、夫の存在はなかったかのように扱われるようになった」

　今目の前にいるのは『魔物解放団』の女ではない。かつて、一人の石工職人の妻であった女だ。

　彼女はきっと、美しく評判の妻であっただろう。幸福で、日々のすべてが優しかった。

　先ほどマリアンヌがグレイス卿に痛めつけられる男を庇ったのは、そこに亡なき夫の姿を見たからなのだ。部族の人間たちになぶり殺しにされた夫を思い出したから。

「私はね、何を憎んでいいのかわからなかった。夫を殺した部族の者達か、遺跡を襲った魔物か、魔物を利用した者達か、それとも夫の存在自体を消してしまったレイデ卿か……。わからなかったから、そのすべてを憎んだわ」

『あなたにはわかるはずよ』

　二ふた月つき前の王宮で、魔物を憎む理由がお前にはわかるはずだと、重い声でザイラスに告げたマリアンヌ。

　彼女は暗く深い汚お泥でいの底にいた。抜け出せない井戸の底。きっとそこでは、悲しみと怒りと憎悪で息もできない。

　リナレーアは以前、その深しん淵えんを見たことがあるような気がした。

「そこに『あの方』が現れたのよ」

　……差し込んだ光は、どんなにか眩まぶしく見えたことだろう。

　マリアンヌは微笑んでいたが、リナレーアにはその笑顔がひどく悲しく見えた。

「あの方は、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた私に寄り添ってくださった。私の苦しみを誰よりも理解して、再び歩き出す方法を教えてくださったの。だから私は、あの方のためになんでもする覚悟をしたわ」

　マリアンヌはすっと立ち上がった。肋骨はもう痛くないのだろうか。女はリナレーアにその白い手を差し出す。

「リナレーア様。私と一緒においでになって」

　リナレーアは瞬いた。

「どうして？」

　ここを出て、どこに行くというのだろうか。あまり動き回らない方がいいと言ったのはマリアンヌなのに。

「あの方は、あなたを求めていらっしゃる」

　女はまるで預言者のように言った。

「誰よりもあなたを案じ、慈いつくしんでおられるのはあなたの夫ではなくあの方です」

　どうしてこの時、一月前のピアットリー座の地下での出来事を思い出したのか、リナレーアは説明する言葉を持たなかった。

　視界のきかない暗くら闇やみで背後からリナレーアの目を覆おおった何者かは、一度彼女の頰ほおを撫なでて消えてしまった。結局、以前歌姫を攫った怪人というのはザイラスのことだった。だからあの時リナレーアに触れた怪人がいったい何者なのかは、未いまだわからないままだ。

「……わたくしの、知っている方なのね？」

　リナレーアはこの時そう直感していた。

　あの手を、頰を撫でる時の指の動きを、リナレーアは知っている気がしてならなかった。

　マリアンヌが続ける。

「あなたは忘れているだけよ、リナレーア様。あの方は、あなたが思い出すことを望んでおられる。すべてを思い出して。逃げないで」

　すべてを思い出す？

　リナレーアが忘れているのは恐怖という感情だ。そしてそれを失った経いき緯さつ。どんなに記憶を探さぐっても、いつから恐怖を感じなくなってしまったのかわからなかった。

「あの方が何よりも恐れているのは、あなたを永遠に失うことなのよ」

　──永遠に。

　リナレーア＝レイデは、とぷん、と記憶の奔ほん流りゆうの中に入り込んだ。

　ああ、誰かが泣いている。

『リナ、リナ。どうしてあんなところに』

『一人で森に入るなんて、怖こわくなかったの？』

『お前がいないとわかった時、おかしくなるかと思った。──お前を永遠に失うのだけは耐えられない』

　これは九年前の記憶だ。

　魔剣に襲われ、十四歳のザイラスに助けられ、気を失って屋敷で目覚めた時の記憶。兄と姉が泣いていた。

　どうして今、あんな場面を思い出すの？

　もうあんなことは二度としないでくれと兄けい姉しが懇こん願がんするので、リナレーアは冒険家になる夢を諦めた。そして社交界では淑しゆく女じよの仮面を被かぶり、公爵令嬢として生きていくことを選んだのだ。

　兄姉達は、リナレーアを護まもるために危険から遠ざけようとした。

　ザイラスと一緒だ。

　小さなリナレーア。誰もが愛する、護るべき娘。

（違うわ！）

　リナレーアは叫んだ。

　護ってほしいなんて願ったことはない。

　死にたいと思ったこともない。

　リナレーアはいつだって、自みずから前に立ち、剣を握にぎり、生きているという輝きを身にまとい走りたかった。




（わたくしを失いたくないからといって、それを邪魔しないで！）




「あ！」

　その瞬間、ずきん、とリナレーアの頭に痛みが走り、彼女は声を上げた。まるで誰かに鈍どん器きで殴なぐられたかのような痛みだったが、そうではないことは明らかだった。一気に、五感が現実に返る。

　マリアンヌが身み構がまえ、リナレーアを背後に庇うように立った。洞窟の入り口の方から、誰かの声が聞こえる。

「奥様！」

　現れたのは、レイデ家の使用人だった。

「ああ、奥様ご無事でよかった！」

「レ、レベッカ？」

　レベッカはマリアンヌを押しのけリナレーアを抱きしめた。

「そうですよ。まったくもう、心配させて。森の中には奥様達の痕こん跡せきが残りまくりで、どこに逃げたか一発でわかりましたよ。あたし達が先に捜しに来たからよかったですけど……。ああ、こんなことしてる場合じゃない。すぐ逃げますよ。伯爵もたぶんすぐ追ってきます。あいつ、びっくりするくらいしぶといし、あたしはマーティンみたいな武闘派じゃないんですから」

　リナレーアは、レベッカに手を引かれて立ち上がった。

「グレイス卿が追ってきているのね？」

　確認するように聞いたのはマリアンヌだ。

「そうよ。あんた、どっか折れてたんじゃないの？」

　レベッカが頷いてから怪け訝げんそうに聞いたが、マリアンヌはそれには答えなかった。

「いいわ、私が囮おとりになります。奥様を無事レイデ伯爵のもとへ連れて行って差し上げて」

　リナレーアはぎょっとした。

「マリアンヌ様！」

　マリアンヌがにっこりと微笑む。

「先ほど申し上げたでしょう？　リナレーア様。私はあの方のために命を捧ささげる覚悟をしたの。そしてあの方にとってあなたは何よりも大切な女性なのよ。本当はあなたをあの方のところに連れて行きたかったけれど……。それはまた今度にしましょう」

　そう言って踵きびすを返したマリアンヌをリナレーアは追いかけようとしたが、レベッカに止められた。

「手を離して、レベッカ！」

「そういうわけにはいきません、奥様。あの女が囮になってくれるというなら助かります。その隙に、奥様は安全な場所へ」

　リナレーアはこめかみを押さえた。頭が痛い。

「いいえレベッカ。わたくし一人で安全な場所になんて行かないわ」

　一人で安全を得ることになんの意味があるというのか。

　隠され、護られることが当然の淑女なんてリナレーアの本当の顔ではないのだ。本当は、自分もまた刃やいばを持ちたい。夫の隣に立ちたい。背を預け戦えるような、本当の相棒になりたいのだ。

　わがままでもいい。子供のようでもいい。

　自分もまた大切な人を護りたいと思うのは、くだらないことなんかではないはずだ。

「おい、今女が出て行ったがいいのか？」

　洞窟の入り口の方からアインハウズがやってくる。恐らく彼は、グレイス伯爵が追ってこないか見張っていたのだろう。

「駄目よ！　連れ戻して！」

　リナレーアはレベッカの腕を振り払って叫んだ。けれどすぐにレベッカの金色の髪が四し肢しに絡からみついてくる。

「奥様。残念ですけどあたしの主人はあなたではないんですよ」

「わたくしはマリアンヌ様を置いては行かないわ！　もうあの人を一人になんてしない！」

　リナレーアはレベッカを睨にらんだ。子供のわがままに困っている母親のようなその顔に腹が立った。

（わたくしは謝らないわ。ザイラスには、絶対に）

　リナレーアは前言撤回をした。正確には、心の中で思っただけで口に出して言ったわけではないので『前言』とは言えないかもしれないが。

（わたくしは悪くない。間違っていないんだもの）

　護られることなんて望んでいない。

　夫の背後に隠れてそれで、いつかザイラスが帰ってこなかったらどれだけ後悔するだろう。リナレーアの望みは、彼の隣で、すぐ側そばで、共に戦うことなのだ。

　そして絶対に、大切な人を死なせたりしない。

（自分も死んだりなんてしないわ）

　リナレーアはぎりぎりと腕を引いた。レベッカの細い髪が手首に食い込む。そんな痛みはこの頭痛に比べればなんということなかったし、彼女に引き下がるつもりはなかった。

　やがて根負けしたのは使用人の方であった。

「あたしのせいで奥様に傷ができたって知れたら旦だん那な様に殺されちゃいますよ……もう。わかりました。あの女を追いましょう」

　レベッカの拘こう束そくが緩ゆるむ。リナレーアはほっとした。

「行き先はわかるの？」

　この質問に答えたのは、アインハウズの方だった。

「なんかよくわかんねぇが、今出て行った姉ちゃんを追うんだな？　よし俺についてこい」
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　頭痛がひどかった。

　山中の足元はどんどん悪くなっていって、リナレーアは転ばないように進むので精一杯だった。レベッカがすぐ前を歩いている。アインハウズは彼女らの少し先にいて、目に見えない何かの先導を受けているかのように視線を彷徨さまよわせていた。

　マリアンヌは自分の逃げた先がわかりやすいよう途中わざと枝を折ったりして痕跡を残していたが、アインハウズはマリアンヌがいる場所への最短距離を行こうとしていた。そうすれば、伯爵よりも先にマリアンヌに追いつけるはず。

　リナレーアは何度か自分を置いて先に行くようレベッカにお願いしたが、レイデ家の女使用人はそれだけは断固として拒否した。

「大丈夫ですよ、奥様。マリアンヌだってそう遠くには駆かけていけないはずです」

「グレイス伯爵は？」

　いったい、どこまで追ってきているのだろう。

　そう聞くと、レベッカはまたあの自信たっぷりな笑顔を見せた。

「足に傷を負わせてやりましたからね。そう早くは追ってこられないはずです。それにあたしの髪はね、毛先まであたしの一部なんです。この髪で覆えばその内側で起きていることだって見ているようにわかるんですよ」

「まぁ、そうなの？」

　とても便利な能力である。レベッカがずっと諜ちよう報ほう活動に従事していた理由をリナレーアはやっと理解した。

「少なくとも、半径百メートルの範囲内に伯爵は迫ってきていません。先生の精せい霊れいも、異変を訴うつたえているわけではなさそうですし……」

「精霊って、どういうことなの？」

　リナレーアは、ずっと聞きたかったことを聞いた。

「先ほども、先生は精霊を見ることができるっておっしゃってたけれど……」

　アインハウズが伯爵に魔剣を差し出され、息子のことを告白した時だ。リナレーアははっとした。

「そうよ。魔剣は？」

「魔剣はきちんと回収しましたよ」

　頼りになる女魔物は、腰につけた布袋をぽんと叩いた。結び口から、魔剣を包んでいたと思われる布が覗のぞいている。リナレーアはほっとした。

　あの魔剣は、『魔物解放団』にとってもう重要なものではなくなったのだろうか。そうでなくては、マリアンヌはあれを伯爵に渡したりしなかっただろう。

　レベッカが続ける。

「先生がおっしゃるにはね、この世界は精霊で満ちているそうですよ」

　リナレーアは顔を上げた。

「特にこういう森の中は精霊の国のようなものだそうです。幼おさない頃から彼らを見て育ったから、先生は精霊と意思疎そ通つうを果たす方法を模も索さくし始めたんでしょうね」

（……噓うそみたいな話だわ）

　目に見えない存在を見ることができる、だなんて。

　アインハウズは視線を中空に彷徨わせながらもリナレーア達を先導している。

「こっちみたいだぞ！」

　男は左の方を指差して声を上げた。

　彼の視線の先には精霊がいるのだ。リナレーアの目には見えない、おとぎ話の中だけだと思っていた存在が。

　魔物。精霊。

　この数月で自分の生活は一変した。

　幻想が現実となって出てきて、今リナレーアは夢の中にいる。物語のような冒険。平へい穏おんではない毎日。足りないのは、マリアンヌの中にあったような炎ほのおだけだ。心を震ふるわせるような激情。

（いいえ……種火は既にこの胸の内にあるわ）

　恋れん情じようという名の種火である。

　相手を知りたいという欲求。失いたくないと願うことで絡みつく鎖くさり。

　先ほどの怒りもそうだ。それは既に、種火と呼ぶには大きすぎる炎になりつつある。

　初めてのこの恋が、リナレーアの内側に火をつけている。これまでずっと震えることのなかった部分に触れようとしている。一度ついた炎は燃え上がり、隠されたものを暴あばくだろう。

　きっと。

　遠くない未来に。

　リナレーアははっとした。

　見ればレベッカも顔を険けわしくして唇くちびるに指先を当てている。

　今、悲鳴が聞こえたような気がしたのだ。レベッカは舌打ちをした。

「いつの間にか、伯爵に追い抜かれてたってこと？」

　リナレーアは青ざめた。

「マリアンヌ様……！」

「奥様！　いけません！」

　駆け出したリナレーアを、レベッカが止めようとする。しかしその前に何者かが彼女の腰をすくい上げた。

　その力強さと香りで、すぐに誰だか理解する。

　リナレーアに種火を熾おこした張本人。愛すべき夫。

「あなた！」

「アインハウズ先生は隠れてろ！　レベッカは伯爵を足止め！」

「は、はい！」

　抱えられるようにして座らされたのは灰色の温かな毛並みだ。ディンヴィリヴェーラ。獣は足を止めず、木々の間を風のように駆ける。リナレーアは広い胸に押し付けるようにして抱きしめられた。

「ザ、ザイラス。マリアンヌ様が……」

「助ければいいんだろ？　わかってる」

　夫の言葉が、身体からだの振動を通して伝わる。それは温かくリナレーアの血流に混じり合い、全身に広がった。

　目め頭がしらが熱くなる。

　いつの間にか、頭痛はおさまっていた。

　愛してる。

　その言葉だけで、内側が満たされる。

　愛してる。愛してる。愛してる。

　静かに燃え上がる炎が内側を焦こがす。

　愛してる……。あなたを。わたくしの黒い嵐あらし。わたくしを縛しばる鎖。

　信じられない。こんなにも、誰かを好きになるなんて。

　誰かの言葉で心が満たされるなんて。

　世界が変わる。

　輝くように色づき、光が広がる。

（もうだいじょうぶだわ）

　幼いリナレーアが言う。

（おもいだしてもだいじょうぶよ）

　もう、壊れない。

　受け止められる。

　気付けば、森を抜けていた。見覚えのある場所である。それが昼間、アインハウズに会った河を望む崖がけであるとリナレーアは後になって知った。

　この時はそんな余裕がなかったのだ。

「死ね、アンニーナ！」

　すぐ近くで伯爵の怒号が聞こえる。リナレーアはなんとかザイラスの腕から逃のがれて声の方を見た。

　ちょうど、崖上に立っているマリアンヌに伯爵が飛びかかるところであった。伯爵の左足のズボンが破れていて、赤黒く変形した脚が露あらわになっている。伯爵の腕がマリアンヌにかかる直前に、その動きが止まった。金色の光る糸。レベッカだ。ぐんと身体からだが持ち上がるような感覚があり、ディンヴィリヴェーラが跳ちよう躍やくする。

「グレイス！」

　伯爵の赤く染まった一いつ対ついがこちらを睨にらんだ。血で汚れたその顔は、彼を怪物のように見せた。

「マリアンヌ様！」

　崖の上のマリアンヌの身体が傾かしいでいる。女は驚いたように目を丸くしていたが、視界にリナレーアを見つけて微笑んだような気がした。

『わからなかったから、そのすべてを憎んだわ』

『リナレーア様。私はあの方のために命を捧げる覚悟をしたの』

「駄目よ！」

　リナレーアは手を伸ばした。

　命を捧げることが誰かのためになるなんてありえない。

　他の誰かを願うなら、生きるべきなのだ。

　死んでは駄目。

　お願い……。




【逃げて！】




「リィナ！」

　夫の声が背中に投げつけられる。けれどリナレーアは躊ちゆう躇ちよしなかった。灰はい豹ひようの背から飛び出し、精一杯に腕を伸ばしてマリアンヌの手首を摑つかむ。

　マリアンヌが少女のように目を丸くした。そんな彼女を腕の中に抱きしめて、迫せまりくる水みな面もを睨む。

　落ちるのは何度目？

　もう落下専門家を名乗れるかもしれない。高いところから落ちる時は、不思議とすべてがゆっくりと進んでいるように感じるのだ。その間に、様々なことを考えることができる。

　この時リナレーアは、自分がひどく安あん堵どしているのを感じていた。




（ああ、今度は手を伸ばすことができた）

　以前はできなかったことだ。

　震える腕に背後から抱きしめられて口を塞ふさがれていたから。

　そう……でも目は隠されていなかった。

　幼いリナレーアを抱きしめるその人には腕が二本しかなかったので、目を隠すことまではできなかったのだ。だから彼女はすべて見ていた。




　……男は、寝台の上に横たわる女の細い指先を始めに食べた。血を一滴も零こぼすことなくすすり、左腕をすべて食べてしまうと次に右腕を食べた。やせ細った脚を大切そうに少しずつ食べて、心臓には愛いとおしそうにキスまでした。

　そして最後に残った頭を一度抱きしめ、一口で丸まる吞のみにした。

　ああ、なんてこと。

　男は女をすべて食べてしまった。

　悪あく食じきの魔物。

　男は彼女を食べることで、女自身を救ったのだ。

　迫る死に怯おびえ、ままならない身体に苦しんでいた女を救った。

　けれどリナレーアは逃げてと叫びたかったのだ。

　お願いだから、あの魔物から逃げて。

　無ぶ様ざまでもいいから逃げて。

　諦めないで、自分から死を求めないで。

（でないと、あの子が泣いてしまうわ……）




　バシャン！




　と水面が全身を打った時、リナレーアは自分がすべてを思い出したことを悟さとった。

　つんとする薬やく湯とうと甘い焼き菓が子しの香り。

　優しい声の女性と、自分の手を引く温かな手。

　ああそして、あの黒い双そう眸ぼう。

　綺き麗れいだとは思わなかった。

　夫のそれとは違い、その瞳は輝いていなかったから。

　リナレーアは恐ろしかったのだ。絶望の淵ふちを覗き込んだかのようなその瞳が……真っ黒に塗ぬり潰つぶされたようなその一対が、怖かった。気が狂くるいそうになるほどに怖かった。

（だから）

　彼は食べたのだ。

　幼い少女の恐怖を。

　そして記憶を。

　少女が壊れてしまわないように。

『あんたは、悪食の魔物に夢を食われたんだ』

　ザイラス。

　あなたは知っていたのねすべて。わたくしの過去を。恐怖を失った理由を。

　でもわたくしは思い出してしまった。

　迷路の出口を見つけてしまった。

　もう立ち止まっている理由はなくなってしまったのだ。

「リィナ！」

　突然、喉のどが焼け付くようになってリナレーアは咳せき込んだ。頭の中がぐるぐると回る。腕で身体を支えられない。横たわっているのはむき出しの土の上で、全身がびっしょりと濡ぬれていた。

「何考えてんだあんたは！」

　ザイラスが怒鳴った。しかしそれには答えずに視線を彷徨わせる。

　それがよくなかった。

　リナレーアはあまり後悔をしない性格であるが、この時ばかりは別だ。彼女は後に、過去に戻ってこの自分の行動を戒いましめたいとさえ思ったものだった。

　突然息ができなくなる。

　喉を大きな手が摑んでいた。ザイラスだ。

「マリアンヌは無事だ。それが知りたかったんだろ？」

　声は優しい。けれどその後ろに、様々な感情が渦うず巻まいているのがわかった。

（……わたくしを殺したいんだわ）

　リナレーアは理解した。彼は不安なのだ。

『皆、俺を置いていく』

　小さな子供のように怯えている。

　行かないでと叫んでいる。

　愛いとしい夫。彼が安らぐなら、殺されてもいいかもしれない。彼がそれで、安堵を得られるのなら……。

（でもそんなはずはないのよ）

　残された者に安らぎなどない。安堵などないのだ。妻を失ったモーム男爵。夫を殺されたマリアンヌ。愛する者を食べた悪食の魔物。

　誰もが深い悲しみと苦悩に心を侵おかされた。

　だから……。

（わたくしも、死ぬわけにはいかない）
















　リナレーアはカリ、と夫の手の甲こうを搔かいた。それで十分だった。ザイラスは手を離し、リナレーアの中に求めていた酸素が流れ込んできた。先ほどとは違う衝しよう動どうで咳き込む。

「奥様！」

　駆け寄ってきたのはレベッカだった。いつの間にか、ザイラスは側から離れている。

「ちょっと、何考えてんですか旦那様！」

　リナレーアを助け起こしたレベッカが怒鳴った。

「そういうプレイは時と場合を考えてください！」

　リナレーアには、レベッカの言っている意味がよくわからなかった。ひりつく喉を押さえ、レベッカに支えられながら上半身を起こしたリナレーアはようやく周囲を確認することができた。

　すぐ側を河が流れていて、マリアンヌは少し離れたところに横たわっている。彼女もまたびっしょりと濡れていたが、夫の言葉を信じるなら生きているのだろう。どうやら、街と森の境目の辺りのようだ。すぐそこにぶどう畑が見える。そちらの方から何人かが「大丈夫か！」と叫びながら駆けてきていた。

　リナレーアの側を離れたザイラスは、少し離れた場所でディンヴィリヴェーラに跨またがっていた。

（ザイラス）

　リナレーアは夫の名を呼びたかったが、口から漏もれたのは掠かすれた声だけだった。

「念のため医者に診てもらえ」

　そうとだけ言い残すと、ザイラスは三つ頭の灰豹と共に森の中に入っていく。一度も振り向かないその背中を、リナレーアはまっすぐに見つめた。

「何あれ！　信じられない！　さいてー！」

　レベッカが憤ふん慨がいする。確かに、溺おぼれかけた女性二人と女使用人を一人だけ残して姿を消してしまうのは『最低』かもしれない。

　けれど不思議と、リナレーアの中に怒りは湧わかなかった。

　夫の手の感触が残る喉に触れる。痕あとが残っているかもしれない。

　力は本気だった。それなのにザイラスは、ほんのわずかな妻の抵抗で手を緩めた。

　彼に殺せるはずがないのだ。

　あんなにも、綺麗な瞳を持つ彼に自分を殺せたはずがない。それでも妻の首に手をかけたのは、彼女がまず何より先にマリアンヌの無事を確かめようとしたからだ。

（ごめんなさい）

　リナレーアは心の中で夫に謝った。絶対に謝らないと思ったのに。

（ごめんなさい、あなた）

　そう語りかけながらも、この時既に、リナレーアは決めていたのだった。
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　想定外だった。

　ここまで心を奪われるなんて。

　あの音楽会で再会するまでは考えないでいられたのに。

『なんて綺き麗れいなの』

　十年前そう言ってこの心臓に楔くさびを打った、あの少女のことを。

『はじめまして。わたくし、リナレーア＝エンブリーと申します』

　十二年前そう言ってこの汚い手に握手を求めた、あの少女のことを。
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　ザイラスは、先ほどマリアンヌとリナレーアが落ちた崖がけ上うえに戻ってきていた。既すでに太陽は山の向こうに落ちて、街の明かりが届かない山は本物の闇やみの中にある。

　リナレーアが河に落ちた時のことを思い出すだけで息が詰まった。

　なんて女。

　一度もこちらを振り向くことなく、まっすぐマリアンヌに向かって手を伸ばした。それどころか、目覚めてまずあの女の心配をしさえした。

　まるでザイラスの存在など意味がないようだ。

『わたくしは逃げない。ずっとあなたの側そばにいるわ』

　あの言葉だって、もう信じられない。

　首に手をかけたのは頭に血が上ったからだ。殺した方がいいと自分の一部が囁ささやいた。こんなにも、自分の心を左右する存在があるのは恐怖でしかないのだ。殺した方がいい。思い通りにならないのなら、この世界から消してしまった方がいい。

　──だが、そんなことできるはずもなかった。

　生きていてこそだと、ザイラスはずっと思っていた。

　ゴミを食いあさっても盗ぬすんでも頭を踏ふみにじられるような屈くつ辱じよくを受けても、生きていることこそに意味がある。そう信じていた。

　死んだらそこで終わりだ。

　生命いのちは、生きてこそ生命なのだ。

「アインハウズ先生」

　男は崖上に佇たたずんでいた。ザイラスは灰はい豹ひようの背中から降りて、博士はかせの元へ歩み寄る。

　アインハウズは振り向かないまま、じっと河を見下ろしていた。

「今日は、ずいぶんと疲れたな」

　ザイラスが隣に立つと、博士は言った。眼鏡めがねのつるが歪ゆがんでいる。頰ほおには小さな傷があり、服にもいくつか鉤かぎ裂ざきがあった。男は一気に老ふけ込んだように見えた。

「妻がお世話をかけました」

「無事だったんだろう？　側についてなくていいのか？」

　アインハウズがちらりとザイラスを見る。隠かくれてろと言ったのに、アインハウズはザイラス達を追いかけてきたのだ。そしてリナレーアが河に落ちたことも知っていた。

　ザイラスは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「今は、俺に側にいてほしくないでしょう」

　自分を殺しかけた夫についていてほしいなどと思うはずがない。

　アインハウズは意外そうに眉まゆを上げた。

「喧けん嘩かでもしたか？　犬も食わないと言うが、嫁よめさんが弱ってる時は側にいてやった方がいいぞ。女はそういうことをよく覚えてる」

「そうですか」

「死んだ妻に何度文句を言われたことか。息子むすこが流行はやり病やまいで三日間高熱を出した時も、俺は国外にいて何もしてやれなかった」

　そう言って、博士は再び眼下に視線を戻した。

　水面には街の明かりが映って光が浮いているように見える。リナレーアが落ちたのがまだ日が暮れる前でよかった。この暗さの中では、助けられなかったかもしれない。

「今はもう妻はいない。だから俺が、なんとかしなきゃならん……。そう思ったんだがな」

　ザイラスはアインハウズを見た。男は一度かつての生徒を見て、また河を見た。

「すまんザイラス、俺は噓うそをついた」

　男は告白した。

「『魔物解放団』については知っている。息子が入団したんだ。……魔物について研究するためにな。俺は団について可能な限り調べた。過保護だと思うか？　一人親だからな、仕方がない。できるだけのことはするさ」

　ザイラスは何も言わずに恩師の言葉に耳を傾けた。

「そこでいろいろわかったんだ。『魔物解放団』の裏の顔。その裏を仕切る人間がグレイスって男だってことも、息子から連絡がこなくなった理由も……！」

「先生のご子息は……」

「半魔ってやつになっちまったらしい。実験道具にされたんだよ。リナレーア様の言った通りだ……。俺は、グレイスがやったことを承知の上で、あいつに取引を持ちかけた」

　アインハウズは俯うつむき、自分を罰ばつするように右手で髪の毛を強く摑つかんだ。

「あの小屋を荒らしたのも、グレイスだ。すぐにわかったよ。会った時からあいつは少しおかしかった。だから家を貸してやったんだ。なるべく街に近づけたくなかったからな。……夜よ毎ごと、家の方からあの男の叫び声と何かを壊すような音がした。破壊衝しよう動どうが我が慢まんできないみたいでな」

　男は消え入るような声で嘆なげく。

「……ザイラス。あいつは息子に何をしたんだ」

　アインハウズの息子に、ザイラスは会ったことはなかった。だが話なら聞いたことがある。故郷に子供がいるのだと彼は言った。そしていつか自分も故郷に帰るのだと。

「お前は魔物使いなんだろう？　頼む。息子を助けてくれ……」

「どうしてですか？」

　ザイラスは問うた。

「『魔物解放団』について、そこまで調べられたんなら俺が魔物使いだってこともわかったでしょう。どうして最初から俺に頼ってこなかったんです」

　アインハウズは顔を上げた。そしてくしゃりと顔を歪めて、泣いているのか笑っているのかわからないような顔をした。

「そうだな。不思議とそれは思いつかなかったよ。頼ってはねつけられるのが怖こわかったのかもしれん……」

　言ってから、男は弱々しく首を振った。

「いや違う。俺は、息子を助けることはできないとお前に言われるのが怖かったんだ」

　その言葉が、堰せきを決壊させたようだった。アインハウズの目から次から次へと涙が流れる。彼はそれを隠すように両手で顔を覆おおった。

「……もう二度と、息子を取り戻せないとお前に言われることが……怖かった」

　愚おろかしい、とザイラスは思わずにおれなかった。

　結局のところ、アインハウズは現実から逃げたのだ。そして希望に縋すがった。グレイスの甘い言葉を信じようとした。判断を誤った。……大切な者を永遠に失う恐怖から。

「……先生」

　ザイラスは言った。

「先生は、私の父と友人だったんですよね」

　アインハウズは、ザイラスがなぜ今それを聞くのかわからない様子だった。

「……？　ああ。ゲイルとは仲がよかったな」

　別に、隠していたことではない。アインハウズがザイラスを気にかけていたのは、友人の息子だったからでもあったのだ。かつてアインハウズはザイラスにそう言って、お前はゲイルに似ていないと笑った。

「ご存ぞん知じですよね？　父が……魔物であったことを」

　アインハウズの顔が強こわ張ばる。彼の涙は止まっていた。

　トワニィ＝アインハウズとゲイル＝レイデは、歳としの離れた友人だった。そして彼らが友情を築いた理由を、ザイラスは知っていた。

　それは二人が共に秘密を抱かかえていたからだ。

　普通の人間にはない能力を持っている、という秘密を。

　アインハウズは《精霊の眼メイレ》を持ち、ゲイルは生まれながらに魔物であった。

「『精せい霊れい語論考』に書かれていた友人というのは、父のことですね」

「学術誌にも載ってない論文だぞ」

「先生の部屋にありました。お忘れですか？　俺は先生の部屋にあった本を片かたっ端ぱしから読んで教養を身につけたんですよ」

　アインハウズはしまったと言わんばかりの顔をした。

「ザイラス、それは……」

「いいんです。俺は知ってましたから」

　彼は首を振った。

「父が魔物だってことは知ってました。祖そ父ふに言われたことがあります」

　見つけ出した孫が魔物と契けい約やくしていることを知った当時のレイデ伯はく爵しやくは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして吐き捨てたものだ。

『親が魔物なら子も同類か……！』

　それ以降何度問いただしても老人はあの言葉の意味を教えてはくれなかったが、ザイラスは彼の死後隠された日記で真実を知った。

　すべての真実を、だ。

「先生。最初に『魔物解放団』を作ったのは、バルノート＝レイデ……つまり、俺の祖父だったんですよ」

　アインハウズは目を剝むいた。

「なに？　レイデ伯爵が？　まさか……」

「間違いありません。彼は、魔物として生まれてしまった息子を普通の人間に戻したくて数人の研究者を雇やとった。……それが、『魔物解放団』の前身です。しかしやがて息子は身分違いの娘と恋に落ち、その娘を追い出したら失しつ踪そうした。祖父は落らく胆たんしたでしょうね。その間に、『魔物解放団』は一人歩きして魔具という危険なものまで開発してしまった」

　あの日記を見つけた時にはもう、リナレーアとの結婚は決まっていた。祖父はずいぶんと巧こう妙みように日記を隠していたのだ。本ほん棚だなの背板の一部が取り外はずしできるようになっていて、その後ろに潜ひそめてあった。

　既に、祖父が死んでから一年が経たっていた。

「あの人は、自分の死を予感した時、研究機関として無視できない規模になっていた『魔物解放団』を放置はできないと思った。そこで、信頼できる人間に譲ゆずり渡すことにしたんです」

　それが今の首領だ。

　魔物使いにグレイス伯爵を捕とらえさせ、団の膿うみを絞しぼり出そうと画策し、座長マイルズに暗示をかけた怪人。

　ザイラスはずっと疑っていた。

　人に厳しく、友人の少なかった祖父に『信頼できる人間』などいたのだろうか。

　いたとしたら、一人しかいない。

　彼が生しよう涯がいをかけて愛したただ一人。

　巨額をかけて研究者を雇い普通の人間として生きさせようとし、逃げられてもなお捜し続けたたった一人の息子。

　初めて会った祖父の第一声は、息子の行方ゆくえを聞くことだった。

『ゲイルは……お前の父はいないのか』

　あの老人は、いつもザイラスの影に息子の存在を捜していた。

　ゲイル＝レイデ。

『私がこの研究を始めるきっかけとなったものの一つに、ある友人の存在がある。

　彼は、自分に食えないものはないのだと語った。獣けものも草も人も精霊もすべて等ひとしく自みずからの食しよく糧りようであると。』

　アインハウズの書いた論文にそうあったように、彼はひどい雑食だったのだ。

「先生。今『魔物解放団』を動かしているのはゲイル＝レイデです。彼は、人になる方法を探して団を……」

「ちょ、ちょっと待てザイラス」

　アインハウズが両手を挙げた。

「待て、そんなはずはない」

「いいえそれしか考えられない。あの男が、すべての元げん凶きようなんです。あなたの息子も、俺の母も、リナレーアも……！」

　どこからが、偶然なのか。それとも運命なのか。

　気が狂くるいそうだった。

　きっと、自分が彼女に恋をしなければ、ここまで複雑な気持ちにはならなかった。

「待て、ザイラス！　ゲイルは……お前の父は既に死んでいる！」

「今さら病死だと言うつもりですか？　そんなのは」

「違う！　話を聞け！」

　アインハウズの怒声に、ザイラスは我に返った。どうにも冷静さを欠いている。動揺しているのかもしれない。なんといっても、自分はつい先ほど、妻を殺しかけたのだ。

　最愛のリナレーアを。

　アインハウズはまっすぐにザイラスを見て、一言一言はっきりと告げた。

「いいか、ゲイルは死んでいる。病死じゃない。自殺したんだ」

「自殺……？」

　信じられなかった。自分の中で立てていた仮説ががらがらと崩くずれていく。

「そんな馬ば鹿かな……」

　なら誰だれが。

「本当だ。墓も作った。もう……そうだな、十年以上前になる。あいつは俺のところにやってきて、自分で首を切って死んだ。聞いていないのか？　陛へい下かに」

　アインハウズの最後の言葉を聞いた時、ザイラスは息が止まるかと思った。

「なんだと？」

　思わず口く調ちようが乱れる。彼はアインハウズの胸ぐらを摑んだ。

「それはヘンリックのことか？」

　あの、クソ意地の悪い王の顔を思い浮かべる。

　アインハウズはザイラスの形ぎよう相そうに驚きながらも答えた。

「あ、ああ。俺が前王にゲイルの死を報告をした時、ヘンリック様もお近くにいらっしゃった。息子の死をレイデ伯爵にしばらく伏せておこうとおっしゃったのはヘンリック様だ。伯爵はゲイルに執しゆう心しんしていたから、死んだと知ったら立ち直れないかもしれないと」

　ぐるぐると頭の中で記憶が回る。

『「あの人」がどこにいるか、わからないのか』

　ヘンリックは知っていた。ザイラスが自分の父を疑っていることを。しかし何も言わなかった。

　もう死んでいると、わかっていたのに！

『魔物使いへの牽けん制せいではないのか？　お前は確信に近づいている』

　ブチン、と自分の中で何かが切れる音がした。

「あの……クソ野郎!!」
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　レベッカとエイダを出し抜くのは簡単だった。

　彼女達は二度も死にかけた（一度目は溺おぼれて、二度目は夫に首をしめられて）公爵夫人が、この期ごに及んで寝しん台だいを抜け出し一人街を出るとは予想もしなかったのだ。

　以前ザイラスに使い方を教わった鉤かぎ爪づめ付きの縄なわで屋敷の二階から抜け出したリナレーアは、繫つないであった馬を一頭失敬してその背に跨またがった。

　運動全般が苦手なリナレーアであるが、乗馬だけは人並みにできるのだ。

　そして彼女はこっそりと出しゆつ立たつした。

　リナレーアには、どうしてもザイラスよりも先に王都に戻らなくてはならない理由があった。

　彼女は思い出してしまったのだ。

　悪あく食じきの魔物が女性を食べたあの時、リナレーアの口を後ろから塞ふさいでいた人物を。

　彼は、あの事件の直後にリナレーアの側からいなくなった。王都の学校へ行ったのだ。そしてそのまま王宮で働き始めたために、結局家には帰ってこなかった。

　彼は知っていたのだ。リナレーアに何が起きたか……そして、彼女が恐怖を失っている理由を。その場にいた。それなのに、何も言わなかった。

　劇場の地下でリナレーアの頰ほおを撫なでたあの指先。手袋越しであっても、覚えがあった。彼はいつだってリナレーアをああやって優しく撫でてくれたから。

　まさかありえない。

　でももしかして。

　リナレーアの中にも、笑い飛ばそうとするリナレーアと疑惑を深めるリナレーアがいる。

　魔具についても半魔についても、最初に説明をしてくれたのはあの人だった。彼はずいぶんと詳しかった。彼は王の下で働いてはいるが、魔物使いの仕事には関わっていないはずなのに……。

　あの人がすべての首しゆ謀ぼう者しやだなんて考えたくない。

　けれどもしそうなら、まず自分が話を聞かなくては。

　身体からだはひどく重く、手た綱づなを握にぎる手にはあまり力が入らない。しかし不思議と頭は冴さえていた。

（聞いてそして）

　探すのだ。最善の道を。

　もう怖がって隠れたりなんてしない。

　どんな現実にも立ち向かうと、リナレーアは決めていた。
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　初めて会った時のことを、今でもよく覚えている。

　幼おさない彼女は、家にいた見知らぬ者達に『なんだお前ら！　何してやがる！』と怒ど鳴なった俺に一度怯おびえるように震ふるえたが、彼女が助けた女の息子だとわかると花のように微笑ほほえんだ。




『はじめまして。わたくし、リナレーア＝エンブリーと申します』




　別世界の人間だとすぐにわかった。

　まだ十にもならない年齢のくせに、彼女は礼儀正しく慈じ愛ひ深ぶかかった。

『ったく、柄がらの悪い息子で恥はずかしいね。ごめんなさいね、リナちゃん。びっくりしただろう？　ほらあんたもリナちゃんにお礼を言って。家の外で気持ち悪くなって動けなくなってた私を、この子がここまで運んでくれたんだよ』

　寝しん台だいから起き上がれもしないくせに威い勢せいだけはいい母が言う。

『いいえ、お母様はご自分で歩かれたんですよ。わたくしは少し手を引いて差し上げただけです。あの、隣の家の方に医師を呼んでいただくよう頼みましたから、すぐいらっしゃると思いますよ』

『ああ、本当に悪いねぇ。まだちっさいのに、頭のいい子だ。それに引き換えうちの息子ときたらまったく。いや、いいところもあるんだけどね。こう見えて優しいところもあるんだよ』

　突然息子を褒ほめ始めた母に、『うるせぇばばあ。黙だまって寝てろ』と言ったら十倍の悪態が返ってきた。俺の口が悪いのはこの母親のせいだ。

『本当に、助かったよ。今日は調子がいいと思ったんだけどね。久しぶりに息子に菓か子しでも焼いてやろうと思ったんだけど、粉がなかったからさ』

『だから俺は甘いもんが嫌いなんだよ。何回言ったら覚えるんだこのばばあ』

『私が好きなんだから黙ってなよクソ息子』

『まぁ、ふふ。わたくしも、甘いものは大好きですわ』

『ああ、そうなのかい？　なら今度、作ってあげようね。おばちゃんの得意料理なんだよ』

『あ、でしたら次はわたくしも、大好きなお菓子をお持ちします。一緒に食べていただけますか？』

『おやまぁ、嬉うれしいことを言ってくれるね。もちろんだよ。いつでも来ておくれ』

　彼女の瞳は好奇心できらきらと輝いていた。

　医師が来ると邪魔になるから帰ると言い、またきっと来ますねと約束した。

　思えば母は、彼女が何者なのか理解していたのだろう。昔は、貴族の使用人として働いていたのだから。

　それでもあえて、身分の差を理由に彼女を遠ざけたりはしなかった。

　父は母のそういうところに惚ほれたのかもしれない。威勢がよく何事にも公平で、およそ病気というものとは縁えんがなさそうな女だったのだ。

　だが病やまいは襲おそいかかる人間を選ばなかった。

　既に医師は匙さじを投げ、母は身近に迫った死を理解していた。

　俺の前で弱よわ音ねを吐くことはなかったが、夜中に隠れて泣いていたことを知っている。

　母は強い女だった。だからこそ、弱り死んでいく自分に耐えられなかったのだろう。

　ある日、俺が食堂の下働きを終えて帰るとそこに母はいなかった。

　代わりに一人の男が立っていた。

　母が眠っていたはずの寝台に一滴の血のようなものが垂たれていることに気付いた俺は逆上して男に飛びかかった。男はそれをひょいとかわし、『君は誰？』と小さな子供のように聞いた。

　俺は寝台の横の棚にぶつかって、中に入っていた瓶びんやら小物やらが落ちた。

『おふくろをどうしやがったてめぇ！』

　俺が怒鳴ると、男は瞬まばたいて『そうか、君が』と頷うなずいた。

『もしかして、さっきの女の子と男の子も君の友達？　悪いことをしてしまったな。男の子にはともかく、女の子には耐えられそうにないかもと思ったから、頭の中を食べてしまったよ。ほんの少しだけどね』

　女の子、と聞いて血の気が引いた。

『てめぇ、あの女にも何かしやがったのか……？』

　花のようなリナレーア。彼女は本当に、約束通りやってきたのだ。男の子、というのは使用人のことだろうか。彼女のような貴族の娘が、一人でこんなところをうろついている方がおかしい。

　男は困ったような顔をした。

『少し食べただけだよ。記憶と、感情を少しね。頭の中を食べるのは難しいんだ。余計なところは食べないようにしたから、少し食べ残しちゃったかも。でも大丈夫。普通に生活していたら思い出さないはずだよ。少し前に、男の子が連れて帰って行ったんだ』

　連れて帰った、ということは無事なのか。俺は少しほっとした。同時に不安も湧わき起こる。

　女の子には耐えられない、というのはどういう意味だ？

『おふくろをどこにやった！』

　俺は家の中を捜したが、母親が隠れている様子はなかった。寝台の上の一滴の赤。それを凝ぎよう視ししていると、男もそれに気付いたようだった。

『ああ、ごめんね。これも今食べようとしていたんだ』

　寝台の側に立っていた男はそう言うと、使い古された薄いシーツの上の赤を一度撫でた。俺は目を剝く。血と思われるそれが消えたからだ。男はシーツを撫でた指を自みずからの口の中に入れて、まるでそれが至し高こうの甘かん露ろであるかのように舐なめた。

　男の双そう眸ぼうから涙が溢あふれる。

『ロレイン……これで君は永遠に僕と一緒だ』

　まさか。信じられない。

　俺は自分の中に生まれた疑惑を喘あえぐように口にした。

『まさか……おふくろを、食ったのか？』

　男は俺を見て優しく笑った。

　なんてことだ。

　その黒い瞳。まるで純じゆん朴ぼくな子供のように透明な涙を流すその瞳の色は、俺とまったく同じだった。母がよく、『お前の父親の色だよ』と言っていたこの瞳。

『最初から、こうすればよかった。そうしたらこんなにも長いこと離れていることはなかったんだ。ロレインに、病の苦しみを覚えさせることもなかった。僕に食べてほしいと懇こん願がんする彼女を見ることもなかった……』

　俺はぞっとした。

　なんだこれは。

　どういう、生き物だ。

　理解できない。

　母を、食った？

　母が、食べてほしいと……。
















『もしかして、魔物を見たのは初めてかな？』

　青ざめた俺を見て、男がまた困ったような表情を浮かべる。

『どうしよう。君の頭の中も食べた方がいいかな。でもできれば、うまいこと消化してくれると嬉しい。僕だって、自分の息子の頭の中は食べたくないからね』

　俺は我慢できなくなってその場で吐いた。

　げーげーと吐く俺をじっと見ていた男は、やがて『うん、君なら大丈夫そうだね』とだけ言って家を出て行った。

　家に残された俺は、自分の嘔おう吐と物ぶつまみれになりながら立ち上がって、テーブルの上に見覚えのない紙包みがあることに気付いた。

　開けるとそれは、焼き菓子だった。

　母が作るのとは違う焼き菓子だ。綺麗に型抜きされていて、割れもない。甘い香りが、あの可か憐れんなリナレーアを思い出させた。

　きっと彼女が持ってきたのだ。約束通り。予想に反して、それは手作りのもののようだった。使用人にでも作らせたのだろうか。

　手に持った菓子を一口食べた俺は、口内に広がる気持ち悪いほどの甘さを理由に、気が済むまで泣いた。

　その時俺はやっと、自分が本当に一人になったのだと理解したのだった。








ＥＮＤ．
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　こんにちは、はじめまして。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　とっっっても暗い終わり方で申し訳ございません。ラブコメなのに。

　次巻完結となります。

　今回も、本当にたくさんの方にお世話になりました。言葉にしては語りつくせません。本当にありがとうございます。

　どうかこのお話が、手にとっていただいた方に元気を分けられるものでありますように。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。





山咲黒
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「ぶえっくし！」

「おや陛へい下か、お風か邪ぜでございますか？」

　盛せい大だいにくしゃみをした一国の王に、少し首を傾かしげて聞いたのはレイデ家の執しつ事じであるマーティンだった。

「なんだか悪お寒かんがする。お前の主人が僕に殺意を抱いだいてるんじゃないか？」

　ヘンリック王がその大きな身体からだをぶるりと震ふるわせじとりと睨にらみつけると、マーティンはにっこりと慇いん懃ぎんに微笑ほほえんだ。

「否定はできかねます」

　マーティンの主人であるレイデ夫妻は、昨日きのうから休日を取って渓けい谷こくの街へ出かけていた。渓谷の街には懸け念ねん事項があるためまったくの休日バカンスというわけでもないのだが、ザイラスがこれを機に妻と二人きりの時間を思う存分満喫するであろうことは、十代の頃から彼を知っているマーティンにとって疑いようのないことである。

　今回、マーティンが王都に残ったのは魔具回収のためだった。

　一ひと月つき前の魔具売買市場の摘てき発はつから、既すでに国内にいくつかの魔具が流出していることが明らかになった。ザイラスとマーティンはこの一月、それらを回収するために奔ほん走そうしていたのだ。

　座長マイルズに提出させた帳簿によると、流出した魔具は四点。その最後の一点の回収を終えたのは昨日だ。

　そして今日マーティンは、報告のために王宮を訪れていた。

「ふん。壁が透すけて見える眼鏡めがねに水中で呼吸ができるようになる飴あめ、弾たまを撃うち込んだ相手の心を奪う銃、毛が無限に生はえる櫛くしだと……？　くだらんものばっかだな」

　国王の執務室に並べられた魔具を一つ一つ手に取ってから、ヘンリックは鼻を鳴らした。しかしすぐにはっとした表情で最初に見た眼鏡を手に取りかけてみる。

「いやしかし、この眼鏡には利用価値があるかもしれん。これがあればディーの着替え中を見み計はからって間違えたふりをして部屋に入る必要もないわけだ」

「犯罪です、陛下」

　マーティンは念のため忠告した。

「ははぁ、マーティン。お前なかなか鍛きたえているな」

　眼鏡をかけたヘンリックがにやにやしながら言う。

「おい、ちょっと今ここで女に変身してみろ」

「お望みなら女性の姿で服を破いて陛下に襲おそわれたと叫びましょうか？」

「ははは。面おも白しろいやってみろ」

「陛下がいたいけな一般女性を無理やり襲ったという噂うわさは風よりも早くエンブリー公こう爵しやく領まで届くよう手配しましょう」

「やめてくれ」

　ヘンリックは大人おとなしく眼鏡を取って、「ごめんなさい」とマーティンに謝罪した。

「これ以上ディーに嫌われたら困る」

「おや、そうなのですか？　私はてっきり、陛下には被ひ虐ぎやく的てき思考がおありなのかと」

「そこを否定するつもりはないが、僕にだって好きな相手に好かれたいという純じゆん朴ぼくな青年のような気持ちはあるのだぞ」

「陛下のような方を純朴とは言いかねますね」

　マーティンはため息をついて首を振った。

「本当に純朴な当家の旦だん那な様に謝罪してください」

　ヘンリックは笑った。

「確かに、ザイラスは純朴だ。あいつ、リナが初恋だろう？」

「もう十数年越しの恋でございます」

「十数年？　十年じゃないのか？」

「その辺りは割かつ愛あいさせていただきます」

　しれっとした顔で頭を下げるマーティンに、ヘンリックは面おも白しろがるように眉まゆを上げて背もたれに体重を預け、大きく脚を組んだ。

「マーティン。そろそろ契けい約やく更新の時期じゃないか？　もうザイラスにお守りは必要ないだろう。いい加減僕の下で働いたらどうだ」

　実のところ、ヘンリックがこうしてマーティンを勧誘するのは何もこれが初めてのことではなかった。

　王は、男にも女にもなれる俊しゆん敏びんにして豪ごう腕わんのこの魔物をいたく気に入っていて、機会があればこうして魔物使いの下から引き抜こうとしているのだ。

　しかし対する魔物の方には、王の下で働くつもりは微み塵じんもないようだった。

「今も私は陛下の下で働いているようなものかと存じますが」

「そういう屁へ理り屈くつは後にしろ。なぁ、お前ほどの魔物が、どうして子供のお守りをやっている？　その力を発はつ揮きできる場所はもっと他にあるだろう？」

「残念ながら、当家の旦那様は今年で二十四になられるご予定ですので子供というにはいささかお年を召めしておられるかと」

　マーティンの返答に、ヘンリックは身体を揺ゆらして笑った。

「わかってるだろう？　あいつはリナよりも子供だよ。一人にされるのが怖こわくて他人と打ち解とけない。唯ゆい一いつ手に入れた最愛の妻にだって、いつ逃げられるかわからなくてびくびくしてる。ただの臆おく病びような子供だ」

「さっさとその書類に判はんを押していただけますか？　陛下」

　ヘンリックの目の前にある回収した魔具の確認書類を指差して、マーティンは冷たく言った。

「私も仕事が立て込んでおりますので」

「そう言うな。もっと僕とお喋しやべりを楽しもうじゃないか。女に変身すれば茶と茶ちや菓が子しも出してやるぞ。それとも酒がいいか？」

「陛下もお忙しいのでは」

　王の執務机の上には未処理の書類が山となっていた。

「もう字を読むのも判を押すのも飽あきたんだ」

　ふんぞり返って答えるヘンリックに、マーティンは本日二度目のため息をつく。

「どちらが子供ですか……」

「同じ子供に仕えるなら僕に仕えた方がずっと楽しいぞ。保証しよう」

「申し訳ございませんが、陛下」

　マーティンは首を振った。

「私は、ザイラス＝レイデ様以外の方にお仕えするつもりはございません」

　それは彼の本心であった。

「私が主人と認めるのは、一いつ生しよう涯がい、ザイラス様ただお一人でございます」

　ヘンリックは脚を組むのをやめて身を乗り出した。この王は、好奇心を隠かくそうともしないのだ。

「興味深い。理由を聞こう」

「……」

　マーティンは、ため息をつく代わりに凍いてつく氷のような視線を王に向けた。それはこれまでリナレーアが一度も見たことがないような目であり、相手がヘンリックでなければ怯おびえて口もきけなくなるような威い圧あつ感かんを持っていた。

「うるさい男だ」

　ヘンリックの眉まゆがぴんと上がる。それは突然無礼な口をきいた男に怒りを露あらわにしたためではなく、執事の仮面を捨てた魔物に持ち前の好奇心を駆かり立てられたからであった。

　しかしマーティンは王の期待には応こたえなかった。

　一度瞬まばたきをすると氷のような威圧感は消え、レイデ家の柔やわらかな物腰の執事が再びそこに現れた。マーティンは目を伏せ、穏おだやかに答えた。

「陛下のご興味を引くような理由はございません。ただ私は、ザイラス様についていくと決めたのでございます」

　もうずっと前のことだ。

　目をぎらぎらとさせたあの子供に、マーティンは命を預けることを決めた。

　彼はザイラスに惚ほれたのだ。

　誰だれよりも臆病で、孤独を嫌う純朴なかの少年は、けれどその生命いのちに対する輝きだけは失わなかった。死んだ方がましだというような目には山ほど遭あってきたはずなのに、彼が自みずからの生の終わりを願ったことは一瞬たりともなかったのだ。

　ただの、一瞬たりとも。

　その脅きよう威い。

　生まれつき才覚と権力に恵まれ、それに裏打ちされた自信を伴ともなって王座に座るこの男にはわかるまい。わかるはずがないのだ。

　汚お泥でいの中で這はいずり回ってなお、上を見ることをやめないということがどれほどの困難か。

「はっはっは」

　国王の笑い声が部屋の中に響き渡った。

「面白い。いいだろうマーティン。その姿のままでいることを許す。酒を用意させよう。そこに座れ」

　ヘンリックは両手で膝ひざをぱしんと叩くと、椅い子すから立ち上がって近くの戸と棚だなに向かった。

「まずはこの酒でも飲め。僕の秘蔵酒だ」

「あの、陛下。私の言ったことを聞いておいででしたか？」

　よもやこの王は聴ちよう覚かくに異常があるのではないかと思ったマーティンは、戸棚からグラスを二つ出す王を止める方法がわからなかった。殴なぐってもいいならそうするのだが。

「聞いていたとも。ますます気に入った」

「……」

　そうかしまった、とマーティンは自分が王の攻略法を誤ったのだと理解した。

「いいから座れ。お前が座って酒を飲むまで判は押さんぞ」

　ヘンリックはにこにことご機き嫌げんな様子で笑っている。

　間違いない。

　この王は、逃げる獲物を追うのが大好きなのだ。

　被虐的思考だなんてとんでもない。むしろその逆だ。

　嫌がり拒絶する相手を組み伏せ従えることに快感を覚える、究極の加虐的思考の持ち主ぬし。

（困った）

　相手が主人の上司であり権力者でさえなければ、力でねじ伏せるのに。

　マーティンはこの王に惚れ込まれてしまった女主人の姉の不運を思って、本日三度目のため息をついたのだった。
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「トーワ！　トーワ！」

　アインハウズのことをそう呼ぶ者など、親を除けば一人しかいない。

　書類を持って王宮の廊ろう下かを歩いていたアインハウズは、足を止めて振り向いた。廊下の向こうから背の高い男がこちらに駆かけてくる。男はようやくアインハウズに追いつくと、ぜいぜいと息をしながらも興奮した様子で彼の肩を摑つかみがくがくと揺ゆさぶった。

「トーワ聞いてよ！　彼女が……ロレインが、僕のこと好きだって！　僕達両想いだったんだ！」

　ゲイル＝レイデは、仕事で国外に出ていることの多いアインハウズが帰国した際、家族以外に連絡を取る数少ない友人の一人だった。

　くるくるとした巻き毛に黒い双そう眸ぼうが大型犬のような印象を与えるレイデ家の嫡ちやく男なんは、あの厳格なレイデ伯はく爵しやくの息子むすことは思えないほど優しげな男である。歳としはアインハウズよりも一回り下だが、彼らはある秘密を共有することで他にはない絆きずなを持っていた。

「ああ、噓うそみたいだ！　ロレインってば、なんて言ったと思う？　聞きたい？　ああ恥はずかしいなぁ。でもトーワになら特別に教えてあげてもいいよ！」

　がっくんがっくんと肩を揺さぶられたアインハウズは、自分よりも背の高い大型犬の額ひたいをぺしんと押すように叩たたいて言った。

「いいから落ち着け。な？」

　とたん、ゲイルはぴたりと動きを止めた。

「俺はこれからこの書類を陛へい下かにお渡ししてくるから、部屋で待ってろ。話は後で聞くから」

　アインハウズがそう言うと、ゲイルはにっこりと笑ってこくこくと頷うなずく。

「うんわかったよ。じゃあ待ってるね」

　額を少々赤くさせながらぶんぶんと両手を振るゲイルを置いて、アインハウズは再び歩き出した。先ほど肩を揺さぶられたことでずれた眼鏡めがねを直す。

　まったく、ゲイル＝レイデは落ち着きのない男である。幼おさない少年のように純粋で、恋には奥手だ。

　彼が使用人であるロレイン＝ディアクに恋をしたのだって、ずいぶん前のことだ。アインハウズは帰国するたびにゲイルの恋の相談に乗ってやったものだった。

（……両想い、ね）

　本当のことならめでたいが、いかんせんゲイルには先走ってしまう癖くせがある。話はゆっくりと聞いてやらねばなるまい。

「……」

　気配を感じて振り向くと、そこにはまだゲイルが立っていて、ぶんぶんと手を振っていた。まるで尻尾しつぽを振る犬のようだ。

　アインハウズは息を吐いて、こんな男を好きになる女が本当にいるのかと、疑問に思うのだった。
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　結果的に、こんな男を好きになる女は本当にいたらしい。

　アインハウズは二人の間で交かわされた言葉を一言一句ゲイルに復唱させ、どうやらそれを認めざるをえないようだと結論づけた。

「ロレインはね、『まったく、ゲイル様は母性本能をくすぐるのがとってもお上手じようずなんだから』って言ってたよ！」

　アインハウズは呻うめいた。

「母性本能か……なるほどな」

　確かに、ロレインは世話好きな女性だった。

　小柄だがいつも笑顔で元気がよくお喋しやべりで物もの怖おじしない。彼女は自分が仕えている伯爵家の息子であっても、ゲイルには親しげに接していた。歳としの近い友人があまり側そばにいなかった彼にとって、それはとても嬉うれしいことだったのだ。

「背中に羽が生はえたようだよ。なんだかふわふわしてるんだ。これって現実なのかな？」

　ゲイルは完全に浮かれていた。

　アインハウズは椅い子すに腰を下ろしていたが、ゲイルは座ってもいられないらしく先ほどから部屋の中をうろうろしている。

「ロレインが可か愛わいくて可愛くて仕方がないんだ。食べちゃいたいくらい可愛いんだよ」

　堂々とのろける年下の友人に、アインハウズは少しうんざりした。

「お前が食べるとか言うと洒落しやれにならない」

「ははは。本当に食べるはずがないだろう？　もちろんロレインはとっても美お味いしいだろうけどね。砂糖菓が子しの味がすると僕は思うよ」

　その冗じよう談だんを聞いても、アインハウズは眉まゆを上げるだけにとどめた。

　ゲイルが魔物であることを知っているのは、アインハウズと彼の父親だけだ。ゲイルの母は、息子が魔物であることに耐たえ切れずに家を出て行った。

　ゲイルは、ロレインのような女性に理想の母の姿を見ているに違いなかった。彼は家族が欲しいのだ。

　優しく温かな、愛情に溢れた家族が。

「本当は早く結婚したいんだけど、ロレインがそれはまだ早いって言うからね」

　アインハウズは呆あきれて飲みかけた紅茶を口から離した。

「まさかもう結婚を申し込んだのか？」

　交際を始めたばかりではないのか。そう思ったが、ゲイルはもちろんとばかりに頷いた。

「だって、別に待つ必要もないだろう？」

「あるだろ！　あのなぁ、恋愛関係っていうのは、これまでの主従関係とは違うんだぞ」

「もちろんそんなことはわかってるよ」

「お前とロレインが結婚するっていうことは、ロレインは伯爵夫人になるってことなんだ。本当にわかってるのか？」

「彼女なら、社交界でも際きわ立だって美しいと思わないかい？」

　アインハウズは息を吐いた。

「……ともかく、結婚はロレインには断られたんだな？」

　そう聞くと、ゲイルはこの時だけしゅんと肩を落とした。

「『ゆっくりいきましょう、ゲイル様』ってそう言われたんだ」

「ロレインに常識があってよかったよ……」

　問題はレイデ伯爵だろう、とアインハウズは思った。

　ゲイルの父であるバルノート＝レイデ伯爵は根っからの貴族だ。伯爵家の名前に誇ほこりを持っていて、家柄というものに厳しい。自みずからの嫡男と使用人の恋愛など、簡単には許してくれないはずだ。

「いいか？　ゲイル。まだこのことは伯爵には言うなよ？」

　アインハウズは念のため忠告した。

　ゲイルが目を丸くする。

「ロレインもそう言っていたよ」

「彼女が状況を正しく認識していることは喜ばしい限りだな。もし二人の交際が発覚したりすれば、ロレインは即刻解かい雇こされるぞ。間違いない」

「父上も、ロレインのことは褒ほめていたよ」

　にっこりと笑う友人を見て、砂糖菓子なのはお前の頭の方だ、とアインハウズは心の中で思った。

「それは使用人としてだろ？　レイデ伯爵は、未来の伯爵夫人にふさわしい貴族令れい嬢じようを既すでに何人かは用意してると思うぞ」

「僕はロレイン以外とは結婚するつもりはないよ」

「お前がそう思ってても関係ないと言ってるんだよ！　お前はレイデ家の嫡男なんだから……」

　アインハウズは続きの言葉を飲み込んだ。ゲイルの表情が、突然すっと冷静なものに変わったからだ。

「うん。トーワ。だから僕は、もし父上がロレインとの結婚を認めてくれないなら家を出るつもりだ」

「……」

　今度こそ、アインハウズは言葉を失った。

「僕はロレインを愛してるし、彼女以外は必要ない。逆に言えば、彼女さえいればいいんだ」

「だが……もし彼女が、お前の力を知ったら……」

　呻くようなアインハウズの懸け念ねんに、ゲイルはやっといつものようににっこりと笑った。

「ロレインは知っているよ」

　知っている。

（……そうなのか）

　アインハウズの中に、すとんと落ちるようなものがあった。

「それでも、僕を好きだと言ってくれた。だから僕は何があってもロレインを選ぶ。彼女を愛しているし、彼女の願いならなんでも叶かなえてみせる」

　まっすぐな視線でそう答えるゲイル＝レイデは、いつもの能天気な男にはまるで見えなかった。

　アインハウズは少し嫉しつ妬とした。

（お前は見つけたのか）

　世界でたった一人。

　運命の一人。

　ゲイルもアインハウズも、普通の人間とは違う力を持って生まれてきた。

　アインハウズはその力のせいで、常に他人には疎そ外がい感かんを持ってきたのだ。

　他人には見えない、けれど世界中のどこにでもいる彼ら。樹々や風に宿り、『見える』アインハウズには挨あい拶さつのような真ま似ねまでする存在。

　彼の現実が、他の人間には現実ではない。そのことが、彼の心を閉じさせた。

　ゲイルはそんな彼にとって、唯ゆい一いつの、秘密を共有できる友人であった。

　ゲイルは、なんでも食べることができる。

　アインハウズは、精せい霊れいを見ることができる。

　二人とも、何もしなければ普通の人間のように振る舞える能力だ。

　それ以外の共通点などないに等ひとしい。生まれも、歳も、好みも違う。それでも二人は確かに友人であり、互いのことをどこかで支ささえのようにも思っていた。

　そんな片割れが、先に唯一無む二にのたった一人を見つけたことに、アインハウズは嫉妬したのだ。

「ずるいじゃないか」

　アインハウズは正直に言った。

　だがすぐに口元を綻ほころばせ、立ち上がって両腕を広げる。

「おめでとう」

　祝福もまた、紛まぎれもない本心であった。

「よかったな、おめでとうゲイル」

　アインハウズは若い友人を抱きしめた。

「……ありがとう」

　ゲイルが本当に幸福そうに答える。

　アインハウズは胸の内側からこみ上げるもので息がつまる心地ここちになった。

　ゲイルは出会った。そして手に入れたのだ。

　たった一人の愛する人を。

「おめでとう」

　ゲイルはいい青年だ。十分に幸福になる価か値ちがある。

　この時アインハウズは、幸福な結末しか想像しなかったし、できなかった。




　しかし数年後、アインハウズは何度も自問することとなる。

　どこからやり直せばうまくいったのだろう、と。

　ロレインが妊にん娠しんし、伯爵に追い出されて行方ゆくえ不明になった時から？

　それとも結婚し子供を持てたアインハウズが、ゲイルにロレインと子供を捜さがすよう助言した時からだろうか。

　わからない。

　けれどともかく、あの若き友人はいなくなってしまった。

　ゲイルは、ロレインの願いを叶えたのだ。彼が行方不明になったロレインをすぐ捜さなかったのも、ロレインを食べたのも、彼女がそう願ったからだった。

　外交官を引退して教師の職についてから、ロレインとゲイルの忘れ形見に出会った時、アインハウズは精霊が引き合わせてくれたのかと思った。

　ザイラス＝レイデは、ロレインのまっすぐな髪とゲイルの黒眼を持っていた。

　貧しい環境で育った彼は、突然貴族社会に放り込まれて周囲を警けい戒かいしていた。けれど決して自らの境遇に卑ひ屈くつになることはなく、与えられた試練を越えて必要なものを吸収するだけの柔じゆう軟なんさを持っていた。

　確かにゲイルとロレインの息子だと、アインハウズは感心したものだった。

　ザイラスは運命という言葉を嫌うが、アインハウズはそういうものもあるだろうと思っていた。

　きっと、ゲイルの願いはその息子が叶えるはずだ。

　優しく温かな、愛情に溢れた家庭。

　いつかザイラスの築くそれが見たいと、トワニィ＝アインハウズは思ったのだった。
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